
善

光

寺

の

回

國

開

帳

鷹

司

誓

玉

緒

言

近
世
善
光
寺
の
前
立
本
尊
開
帳
は
信
州
本
寺
の
如
來
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
る

「金
堂
開
帳
」
と
、
他
所
に
出
張
開
扉
す
る
「
出
開
帳
」

と

の
二
種
に
大
別
さ
れ
、
更
に
後
者
に
は
江
戸

・
京
都

・
大
坂
に
於
け
る

「
三
都
開
帳
」
と
、
日
本
全
國
を
勸
進
行
脚
し
て
行
わ
れ
る

「
回
國
開
帳
」
と
の
二
樣
式
が
あ
つ
た
。

故
に
善
光
寺
の
開
帳
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
金
堂

二
二
都

・
回
國
の
三
者
を
通
觀
せ
ね
ば
全
貌
を
知
り
得
ず
、
從

つ
て
善
光
寺
信
仰
普

註
1

及

の
實
態
を
語
る
事
が
出
來
な
い
。
且
つ
て
私
は

「
善
光
寺
の
江
戸
開
帳
に
つ
い
て
」
些
か
所
見
を
發
表
さ
せ
て
頂

い
た
事
が
あ
る
が
、

右

の
理
由
か
ら
し
て
近
世
善
光
寺

の
開
帳
に
關
し
て
未
だ

一
面

の
み
を
考
察
し
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
今
回
そ
の
補
足

の
意
味
で
他
の

面

(回
國
)
か
ら
の
出
開
帳
を
語
る
機
會
を
與
え
ら
れ
る
事
を
幸
甚
と
存
ず
る
次
第
で
あ
る
。

回
國
開
帳
は

「
巡
國
開
帳
」
と
も
言

い
後
に
詳
述
す
る
如
く
善
光
寺

の
二
本
坊

二
二
寺
中

・
四
十
院
坊

(現
在
は
三
十
九
)
の
山
内

が

一
體
と
な

つ
て
の
大
事
業
で
あ
る
が
、
勸
進
巡
行
の
實
際
的
行
動
は
そ
の
名
の
示
す
如
く
大
勸
進
別
當
が
中
心
と
な
つ
て
行

つ
た
。

そ
の
爲
大
本
願
内
の
資
料
で
は
断
片
的
に
日
記
類
の
中
に
關
係
記
事
を
見
出
す
程
度
で
、
纒

つ
た
記
録
の
大
部
分
は
大
勸
進
方
に
所
藏

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
數
度
に
渉

つ
て
文
書
類
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
大
勸
進
並
び
に
長
野
縣
立
圖
書
館

の
兩
當
局
者
に
封
し
深
謝

の
意

善
光
寺
の
回
國
[開
帳

一
七
一



一
七
二

を
表
し
た
い
。
な
お
前
年
の
リ
ポ
ー
ト
に
準
じ
引
用
資
料
を
左
に
掲
げ
本
文
中
に
は

〔

〕
の
略
記
を
以
て
便
宜
上
そ
の
題
名
に
か

え
た
い
と
思
う
。

大
本
願
藏

。
大
奥
御
用
日
記

(延
享
二
年
～
明
治
四
年
ま
で
あ
る
が
そ
の
う
ち
該
當
年
度
の
も
の
を
隨
時
抄
出
す
る
)

〔
奥
日
記
〕

。
如
來
三
都
御
廻
國
御
開
帳
日
記

〔
如
來
三
都
廻
國
〕

大
勸
進
藏

・
茄
轤

糶

駟
飆

麟

而
江
戸
開
帳
右
一蔀
開
臂

記

〔
三
都
肆

〕

。
元
祿
兩
度
開
帳
雜
記

〔元
祿
雜
記
〕

・
回
國
道
中
1111a

(元
祿
十
七
年
～
寳
永
三
年
ま
で
の
日
記
五
冊
を

一
括
に
綴
U
て
あ
る
)

〔
元
禳
道
中
〕

・
蠶

瞿

勸
化
物
帳

(元
文
五
年
江
戸

・
寛
保
一兀
年
京
都

夫

坂
の
三
都
に
お
け
る
出
貔

)
〔勸
化
物
帳
〕

。
延
享
回
國
道
中
記

(延
享
四
年
～
寛
延
元
年
に
お
け
る
巡
行
日
記
)
〔延
享
道
中
〕

。
安
永
七
戌
戊
年
江
戸
開
帳
申
日
録

〔安
永
日
録
〕

.

。

〔回
國
順
路
記
〕

(寛
政
六
～
九
年

の
記
録
)

。
日
本
巡
行
用
記
第

一
～
第
五

(寛
政
六
～
八
年

の
記
録
)
〔
巡
行
用
記
〕

長

野
縣
立
圖
書
館
藏

・
鰍
論

灘

鞴

斃

院
記

(寛
保
元
年
五
月
+
九
日
麁

日
迄
と
耄

が
あ
る
が
現
在
は
廿
吾

以
降
を
闕
く
)

〔
大
坂
下
向
道
中
〕



。

〔見
聞
舊
事
集
〕

(善
光
寺

の
行
事
法
儀

の
記
録
)

。

〔
見
聞
舊
事
記
副
抄
〕

(善
光
寺
如
來
堂
再
建
記
)

。
善
光
寺
別
當
傳
略

(歴
代
大
勸
進
別
當
の
傳
記
)
〔
別
當
伝
略
〕

一
、

概

觀

善
光
寺

の
出
開
帳
が
し
ば
ー

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
元
祿
年
間
以
降
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

一
般
的
に
見

て
徳
川
幕
府
の
基

盤

が
安
定
し
四
代
將
軍
家
網
以
降
數
代
に
わ
た
つ
て
文
治
政
治
の
實
が
上
り
所
謂
泰
李
の
世
が
續
い
た
時
代
で
あ
る
。
就
中
元
祿
時
代

に
は
諸
文
化
が
大
き
く
開
花
し
て
産
業

・
商
業

・
交
通
等
あ
ら
ゆ
る
面
で
發
展
向
上
が
あ
り
、
庶
民
階
級
の
生
活
に
も
物
心
兩
面
に
多

少

の
餘
裕
さ
え
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
い
た
。
彼
ら
は
地
域
祗
會
的
或

い
は
宗
教
的
に
互

い
に
集
結
し
各
種
の
行
事
に
進
ん
で
參
加

す

る
風
潮
が
あ
つ
た
。
著
名
な
瓧
寺

へ
の
參
詣
や
、
靈
山
登
拜
の
た
め
の
巡
禮
や
、
講
祗
組
織
の
發
逹
な
ど
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
時
代
の
爲
政
著

"幕
府
"
は
諸
種
の
文
化
事
業
に
盡
力
し
つ
つ
も
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
す

べ
て
そ
の
配
下
に
お
い
て
自
己

の
權
威
を
守
り
立
て
る
手
段
に
し
て
い
た
。

「生
か
さ
ず
殺
さ
ぬ
よ
う
」
に
幕
府
に
操
作
さ
れ
て
い
た
の
は
ひ
と
り
百
姓
の
み
な
ら
ず

佛
教
界
と
て
も
同
樣
で
あ
つ
た
と
言
え
よ
う
。
表
面
的
に
見
れ
ば
佛
教
は
前
代
の
爲
政
者
織
田

・
豊
臣
氏
等
か
ら
う
け
た
如
き
逍
害
を

う

け
な
か
つ
た
ば
か
り
か
、
寺
領
を
安
堵
せ
ら
れ
或

い
は
師
檀
關
係
や
諸
法
度
に
よ
つ
て
經
濟
的
保
證
や
肚
會
的
地
位
の
確
立
を
も
與

え
ら
れ
て
い
た
。
而
し
反
面

一
般
寺
院
は
本
末
關
係
に
よ
つ
て
段
階
的
に
大
寺
に
統
括
せ
ら
れ
、
各
宗
ご
と
に
そ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂

點

は
幕
府
直
屬
の
本
山
に
到
る
の
で
あ

つ
て
あ
ら
ゆ
る
行
爲
が
拘
束
規
整
さ
れ
、
い
わ
ば
佛
教
界
全
體
が
俗
權
に
よ
り
監
靦
せ
ら
れ
て

い
た
。

善
光
寺
の
回
國
開
帳

一
七
三



一
七
四

五
代
網
吉
の
頃
に
は
生
母
桂
昌
院
の
佛
教
篤
信
の
故
に
彼
女
や
柳
澤
吉
保
に
よ
つ
て
保
護

・
造
修
築
を
得
た
寺
院

は
枚
擧
に
遑
な
い

註
2

程

で
、
善
光
寺
に
對
し
て
も
本
堂
再
建
に
封
す
る
協
力
や
、
江
戸
出
開
帳
の
折
に
は
如
來
を
招
待
し
て
拜
禮
寄
進
の
事
等
を
行

つ
て
い

る
。
各
地
の
諸
候
も
こ
れ
に
な
ら
い
領
内

の
菩
提
寺
や
近
在

の
寺
院
に
應
分
の
援
助
を
加
え
た
が
物
質
的
安
定
と
法
度
に
よ
る
制
限
は

僣
侶
を
無
氣
力
化
し
、
殊
に
徳
川
中
期
以
降
儒
教
や
聯
道
の
興
隆
に
比
し
て
仏
教
は
全
く
の
沈
滯
歌
態
に
堕
し
て
行

つ
た
。

而
も
あ
か
ら
さ
ま
な
迫
害
が
な
い
と
い
う
だ
け
の
事
で
嚴
密
に
言
え
ば
徳
川
幕
府
と
雖
も
佛
教
界
の
繁
栄
は
決
し
て
望
ん
で
は
居
ず
、

む
し
ろ
回
碌
や
無
住
と
な
つ
た
機
會
を
と
ら
え
て
廢
寺
と
し
、
少
し
つ
つ
で
も
寺
院
數
を
減
少
し
て
行
こ
う
と
企
て
て
い
た
。

「新
地

奉
行
」
の
設
置
も
そ
の
意
圖
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
新
地
寺
院

の
亂
立
増
加
を
防
ぐ

べ
く
嚴
重
に
調
査
取
締
り
を
行

つ
た
が
、
新
地
の

み
な
ら
ず
古
跡
寺
院
に
對
し
て
も
再
興
や
修
覆
に
は
非
協
力
的
で
、
し
い
て
寺
側
が
造
營
を
志
す
場
合
は
自
力
で
勸
進
し
て
費
用
を
辨

ず

べ
き
で
あ
る
と
し
、
修
築

の
際
に
も
種
々
の
制
限
を
加
え
ら
れ
た
。
而
し
て
そ
の
勸
進
の
手
段
と
し
て
し
ば
く

行
わ
れ
た
の
が
秘

佛

の
開
帳
で
あ
る
。

尤
も
寺
塔
や
佛
像

の
造
立
修
覆
等

の
た
め
勸
進
が
行
わ
れ
た
の
は
徳
川
期
が
最
初
で
は
な
く
、
古
代
末
期
以
降
高
野
山

.
東
大
寺

.

鞍

馬
寺

・
四
天
王
寺
等
が
諸
國
に
派
遣
し
た
勸
進
聖
以
來
の
傳
統
が
あ
る
。

律
令
體
制
の
崩
壞
や
莊
園
の
變
質
化
に
よ
つ
て
古
代
末
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
諸
大
寺
が
そ
の
經
濟
を
維
持
す

る
に
は
貴
賤
の
喜

註
3

捨

に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
五
來
重
氏

の
研
究
に
よ
れ
ば
當
時
の
聖
達
は
必
ら
ず
し
も

一
ケ
寺
の
專
屬
で
は
な
く
、
專
問
の
僭
侶

で
も
な
か
つ
た
の
で
信
仰
内
容
も
祚
道
的

・
修
驗
道
的

・
時
宗
的
な
ど
種
々
雜
多
で
、
そ
の
行
儀
も
引
聲
念
佛

・
法
華
懺
法
な
ど
を
兼

ね
行

つ
た
と
い
わ
れ
る
。
而
し
て

"宗
教
的
權
威
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
笈
の
中
に
は
何
某
寺
の
勸
進
僭
で
あ
る
と
の
證
明
書

(勸

進
帳
)
や
各
々
の
本
寺

の
本
尊
の
寫
し

(不
動

・
觀
音

・
彌
陀

・
地
藏

・
聖
徳
太
子

・
弘
法
大
師
な
ど
の
何
れ
か
の
彫
書
像
や
名
號
)



を
守
り
本
尊
と
し
て
納
め
、
遞
行
の
先
々
で
は
そ
れ
ら
佛
菩
薩
高
僣
等
の
權
化
或

い
は
使
者
と
し
て
遇
せ
ら
る
可
く
自
ら
宣
傳
し
"
或

-い
は

〃出
開
帳
の
形
で
禮
拜
さ
せ
"
た
事
も
あ

つ
た
ろ
う
と
考
察
し
て
い
ら
れ
る
。

斯
樣
に
ミ
ニ
ュ
ア
チ

ュ
ア
な
携
帶
用
模
像
を
ひ
じ
り
個
人
が
肩
に
擔
つ
て
遊
行
し
て
い
た
前
代

の
す
が
た
に
比
し
て
、
近
世

の
勸
進

は
本
尊
そ
の
も
の
を
輿
に
の
せ
そ
の
寺
の
專
門
僣
職
者
が
中
心
と
な
つ
て
奉
持
し
、
多
く
の
在
家
信
者
を
も
動
員
し
て
の
大
規
模
華
麗

な

「
出
開
帳
」
の
行
事
に
發
展
し
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

近
世
の
權
力
者
師
ち
幕
府
や
諸
大
名
家
は
前
述
の
如
く
佛
教
界

の
勢
力

の
振
興
を
警
戒
し
て
い
た
の
で
檀
越
と
は
な
ら
ず
、
勸
化
開

帳

の
願
出
が
あ
れ
ば
人
馬
繼
立
の
手
配
や
篤
志
家
の
個
人
的
寄
進
を
行
う
程
度
で
財
政
的
援
助
は
何
ら
行
わ
な
か
つ
た
。
そ
れ
す
ら
も

　

　り

　

徳

川
時
代
初
期
に
行
わ
れ
た
東
大
寺
大
佛
殿
再
興
(貞
享
元
68
～
寳
永
二
70
年
)、
興
幅
寺
再
興
(享
保
十
72
年
・有
徳
院
殿
御
實
紀
附
録
)。

-⊥

-亠

ー

ロイ

ワ
の

根
來
寺
本
堂
及
び
大
門
再
興

(寳
永
四
70
年
)
。

熊
野
三
山
權
現
修
理

(享
保
七
72
年

・
隆
光
僣
正
日
記
)
等
の
勸
進
に
つ
い
て
は
公

-
⊥

-
よ

儀

が
大
名
以
下

へ
の
勸
進
帳

の
廻
し
方
、
奉
加
金

の
取
集
め
方
ま
で
細
か
く
指
定
し
て
寺
杜
に
協
力
的
で
あ
る
が
、
漸
次
寺
肚
の
勸
進

む

が
増
加
し
て
際
限
も
な
い
程
と
な
つ
た
の
で
、
む
し
ろ
制
限
を
加
え
る
方
針
に
移

つ
て
い
る
。
例
え
ば
寛
延
三
75
年
四
月
に
は
寺
祗
奉

1

行

に
樹
し
て

近
年
寺
祗
建
立
又
爲
二修
復
一
御
免
勸
進
之
儀
多
願
出
候

公
儀
御
建
立
地
且
至
而
譯
も
有
之
候

ハ
ぐ
格
別

左
も
無
レ之
分

向
後

註
4

取
上
に
不
レ
及

願
出
候

ハ
.・
難
レ成
段
申
聞
、
可
レ被
二相
返
一候

と
公
儀
に
よ

つ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
、
或
は
特
に
由
緒
あ
る
も
の
の
他
は
勸
化
を
行
う
事
を
許
さ
ぬ
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
又
寳
暦
九

　

　

75
年
に
は
從
來
は
強
制
的
に
各
家
毎
に
勸
化
せ
し
め
て
い
た
の
を
、
志
の
な
い
も
の
は
出
さ
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
し
、
安
永
二
77
年

　
よ

　
　

に
は
特
に
由
緒
あ
る
も
の
以
外
は
在
町
役
人
に
よ
る
勸
化
物
の
取
集
あ
を
行
わ
ぬ
よ
う
指
令
が
出
さ
れ
た
。

善
光
寺
の
回
國
開
帳

一
七
五



一
七
六

一
般
の
寺
祗
の
み
な
ら
ず
輪
王
寺
門
跡
や
東
叡
山
寛
永
寺

・
増
上
寺
に
樹
し
て
さ
え
も
山
内
の
建
造
物
の
再
建
や
修
覆
に
は
幕
府
か

ら
縮
少
や
再
建
無
用
の
指
示
を
う
け
る
事
が
し
ぼ
く

で
、

"小
破
の
中
に
自
ら
修
理
し
、
大
破
に
な
つ
て
か
ら
勸
化
を
願
う
事
な
き

よ
う
猷
な
ど
の
逹
し
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
方
針
は
當
然
各
地
方
に
も
波
及
し
、
諸
大
名
家
で
も
領
内
の
寺
院
修
造
に
は
同
樣

の
取
締
り
や
制
限
を
加
え
て
い
る
。

元
來

「開
帳
」
は
夲
素
は
堂
奥
に
收
藏
さ
れ
神
秘
化
さ
れ
て
近
づ
き
難
い
も
の
と
な

つ
て
い
る
靈
佛
を

一
定
期
問
内
に
限

つ
て
た
ま

く

開
龕
し
、
善
男
善
女
に
禮
拜
結
縁
せ
し
め
、
そ
の
淨
財
を
以
て
堂
塔
の
修
理
復
興
の
費
用
に
充
當
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
次

第

に
そ
の
効
果
印
ち
收
盆
金
の
大
な
る
事
の
み
に
意
が
用
い
ら
れ
、
本
尊
の
莊
嚴
を
徒
ら
に
飾
り
立
て
、
他
地
方
か
ら
の
出
開
帳
の
場

合

な
ど
特
に
誇
大
に
宣
傳
し
て
人
よ
せ
に
つ
と
め
る
も
の
も
あ
り
、
低
俗
な
地
獄
極
樂
の
因
果
物
語
を
と
き
或
い
は
現
世
利
盆
の
所
濤

を
行
い
守
り
札
や
御
影
そ
の
他
を
頌
布
し
て
收
盆
を
計

つ
た
。
更
に
は
開
帳
場
周
邊
に
大
小
の
幟
を
た
て
、
小
屋
か
け
の
見
せ
物
や
水

註
5

茶

屋
等
を
假
設
し
、
さ
な
が
ら
遊
樂
の
巷
ど
な
る
場
合
も
あ
り
、
度
々
公
儀
か
ら
制
限
の
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
尤
も
こ
れ
は
大
都

會

の
開
帳
場
の
實
情

で
、

い
わ
ゆ
る
三
都
な
ど
で
は
泰
夲
に
な
れ
た
庶
民
の
遊
興
娯
樂
を
求
め
る
氣
分
に
迎
合
し
た

〃
お
ま
つ
り
さ
わ

ぎ
"
の
如
き
例
が
多
か

つ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
精
禪
的
に
も
物
質
的
に
も
惠
ま
れ
ぬ
地
方

の
人
々
の
問
に
は
純
朴
な
信
心
が

根
深
く
存
續
し
て
居
り
、
出
開
帳
を
迎
え
る
態
度
も
眞
劍
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。

註
6

5

註
7

8

善
光
寺
出
開
帳
の
傳
統
は
古
く
明
月
記

(嘉
禎
元
23
年
閏
六
月
十
九
日
の
條
)
や
實
隆
公
記
(永
正
五
50
年
六
月
十

一
日
の
條
)
に
京

　
よ

　　

開
帳
の
事
が
見
え
て
い
る
が
、
近
世
に
お
い
て
伽
藍
再
建
や
修
覆
資
金
勸
募
の
必
要
上
瀕
繁
に
行
わ
れ
た
歌
態
を
表

示
す
る
と
次
の
如

く

で
あ
る
。

(
第

一
表
)



第一表 略 年 表

lAD[倒 理

11642年

66

92

94

97

1700

0f

寛 永19年

寛 文6

元 祿5

ii7

ii10

ii13

ii14

由 責 任 者 回 國 範 囲 備 考

第一 回
回國開帳

第二回
回國開帳

〃

z
1706

5

14

40

41

1747
z

1748

50

58

59

78

〃

z
寳永3

寶永4

正 徳2

元文5

寛保1

延享4
2

寛 延1

ii3

寳 歴8

〃9

安 永7

本 堂 建 立 の 爲

仁王門 ・經藏 ・鐘

櫻堂建立の爲

大本願智善上人

大勸進戒善院慶雲

誓興上人

靈山院香巖

奥 弱 ・關東 ・東 海 道 ・申 國

筋 ・九 州 ・四 國 ・北 陸 方 面

北 陸 ・奥 朋 ・關 東 ・甲 州 路

善光寺燒失

〃 再興

第一回江戸開帳

〃 京 ・大坂 開帳

善光寺改建 始 る

〃 用材燒失

第二回江戸 開帳

この間に再建始 る

善光寺本堂落慶

〃 堂門等地震で小 破

第三回江戸開帳

京 ・大坂開帳

[山 門 ・鐘樓完成*1

仁王門完成

經藏完成

纈皋舮Q回 圖鎹豐 即 や



㌧

中

で

も

回

國
開

帳

は

一
、

元

祿

一
四

年

九

月
～

寳
永

二
年

三
月

八

日

(
五
年

六

ケ
月

)

二
、

延

享

四

・
三

・

=

二
～

寛

延

元

・
九

・
ニ

1
1
(
1
年

六

ケ
月

)

三
、

安

永

九

・
三

・

一
六

～

天

明

二

・
六

・
二
五

(
二
年

三

ケ
月

)

四

、

寛

政

六

・
八

・
三

〇

～

寛

政

一
〇

・
六

・
二

二

(
三

年

一
〇

ケ
月

)



の
計
四
回
行
わ
れ
、
簍

回
暴

天
保
年
間
に
計
誓

れ
た
が
實
行
に
は
到

つ
て
い
な
い
。
こ
れ
に

よ
つ
て
も
明
ら

か
な
よ
う
に
箜

回
回
國
叢

農

期
に
わ
た
つ
て
い
る
が
、
第
三
回
後

に
詳
述
す
る
逋
り
大
勸
進
別
當
の
道
申
に
て
の
病
沒

と
い
う
不
劈

災
で
回

國
中
響

な
つ
た
爲
、
+
二
年
を
隔
て
た
寛
整

間
に
後
住
に
よ
り
前
回
の
繼
響

い
う
形
で
圜

が
な
さ
れ
た
・
故

じ

し
の
第
三
・

四
回

は

一
連
の
も
の
と
も
見
得
る
の
で
あ
り
、
兩
度
を
通
算
す
れ
ぼ
六
年
有
餘
に
も
上
る
最
も
広
麕

な
巡
行
で
あ

つ
た

と
言
え
る
・

何
れ
に
し
て
も
出
開
帳
を
行

つ
に
當
つ
て
は
約

一
年
少
く
と
も
牛
年
以
前
に
善
光
寺
に
毯

て
兩
本
坊
及
び
山
内
の
意
見

を
と
り
ま

と
め
、
大
勸
進
役
人
を
響

て
東
叡
山
饋

出
そ
の

薇

添
簡
L
を
得
て
寺
祗
奉
行
所
並
び
に
新
地
奉
行
所

に
願
出
る
・
願
書
の
内
容

は
何
時
か
ら
何
處
の
地
方
に
如
何
な
る
理
由
に
よ
つ
て
出
開
帳
し
た
い
。
又
第

二
習

以
降

で
あ
れ
ぼ
先
例

を
trrtnl　
/
前
回
か
ら
何
年

目
箱

當
す
る
か
を
明
記
す
る
。
公
儀

へ
の
鑾

.提
出
と
同
時
に
大
本
願
上
人
か
ら
は
青
山
善
光
寺

(大
本
願
上
人

の
霧

所
)
を
通

じ
て
江
戸
城
大
奥
老
女
方
に
私
信
の
形
で
同
趣
の
件
を
願
い
出
る
。
公
式
に
奉
行
所
か
ら
の
免
許
を
得
て
後
は

じ
め
て
爲
知
札
を
建
て

回
國

に
出
輿
す
る
。
北
は
虫円
森
か
、b
南
は
九
州
麑

島
ま
で
壹
岐

・
鷙

・
佐
渡
を
除
き
當
時
の
日
奎

土
を
巡
行

し
て
い
る
・
各
地

に
お
け
る
開
帳
期
閻
は
極
め
て
短
か
く
、
例
え
ば
第

面

回
國
に
お
い
て

(前
劣

資
料
を
欠

く
が
元
祿
+
七
年
以
降
寳
永
三
年
歸
山

ま
で
に
開
帳
し
た
計
百
+
四
ケ
所
の
中
)
最
も
多

い
の
は
三
日
乃
至
二
日
聞
の
出
開
帳
で
あ

り
、
次
い
で

酒

し
た
翌
日
の

「
百

開

帳
」、

或
い
は
到
着
嘗

の
夕
刻

の
み
醤

時
行
つ
て
齧

早
速
出
發
す
る
所
謂

署

開
帳
L

歹

開
帳
L
・

道
申
の
途
中
で
畫
食

の

折
に
行
う

「
暫
開
帳
」
な
ど
と
稱
さ
れ
る
僅
か

一
～
二
刻
程
の
短
時
聞
の
場
合
が
多

い
。
印
ち

百

⊥

七
ケ
所

.
言

間
11
二
四
ケ
所

.
三
晶

亠

六
ケ
所

四
日
問
人

ケ
所

・
吾

間
-ー

一
・
ケ
所

ニ
ハ
日
叩

九
ケ
所

吉

間
11

三

ケ
所

.
八
日
間
亠

ケ
所

・
+
日
叩

四
ケ
所

・
+
吾

間
11

一
ケ
所

三

+
吾

間
-ー

一
ケ
所

゜

で
あ
る
。
又
全
四
回
を
通
觀
し
て
も
吉

間
以
上
逗
鵲

帳
を
行

つ
た
場
所
織

年
の
地
を
除
い
て
は
次
の
+
八

ケ
所
を
數
え
る
の

善
光
寺
の
回
國
開
帳

一
七
九



一
八
〇

み
で
あ
る
。

隅
本

(熊
本
)
・

徳
島

・
出
石

・
所
口

・
萩

・
廣
島

二
碣
岡

・
長
崎

・
仙
臺

・
八
王
孑

.
千
住
11
十
日
間
。

成
田
11
十

一
日
間
。

押
立
村
u
十
四
日
間
。

鹿
兒
島

・
大
相
模
村
11
十
五
日
間

甲
府
目
十
七
日
間

金
澤
U

二
十
五
日
間
(第

一
回
)
・
十
五
日
間

(第
四
回
の
場
合
)

江
戸
本
所
11
開
帳
期
日
は
不
明
で
あ
る
が
六
十
五
日
間
逗
留
。

い
つ
れ
も
人
口
密
度
の
濃
い
都
會
地
、
或
い
は
近
在
か
ら
參
集
し
や
す
い
交
通
の
要
衝
的
土
地
で
あ
る
。

善
光
寺
の
み
な
ら
ず
諸
寺
が
競
つ
て
開
懸

行
い
前
逋
の
如
く
大
衆
爨

場
化
の
傾
庭

あ
つ
た
三
都
で
の
近
世
出
開
帳
の
雰
圍
氣

に
比
し
て
、
日
常
生
活
に
も
事
欠
き
が
ち
な
零
細
な
庶
民
は
た
ま
く

遇
い
得
た
開
帳
佛
を
大
き
な
感
激
を
以
つ
て
迎
え
た
。
限
ら
れ

た
小
地
域
内
で

一
生
涯
農
山
漁
業
の
い
つ
れ
に
か
蓮
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
各
々
の
勞
働
に
從
事
し
、
僅
か
な
氣
象
の
變
化
に
も
忽
ち
生

命
を
お
び
や
か
さ
れ
て
い
た
人
々
は
現
世
に
繦
望
し
、
來
世
救
濟
を
願
う
心
も
切
實
で
あ

つ
た
。
或

い
は
租
先
崇
拜
や
農
耕
儀
禮
等
に

觀
音
信
仰

・
彌
陀
信
仰
や
念
佛
行
事
等
を
加
え
て
土
俗
化
し
た
信
仰
を
も
ち
、
自
分
な
り
の
乏
し
い
知
識
や
經
驗
か
ら
個
人
又
は
小
集

團

(講
な
ど
)
に
よ
つ
て
大
寺
の
勸
進
に
應
ず
る
事
も
滅
罪
生
善

・
後
世
安
穩

の

一
手
段
の
如
く
解
し
て
僅
か
に
心

の
よ
り
所
を
見
出

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
僻
遠
の
地
方
で
善
光
寺
の
出
開
帳
が
い
か
に
歡
迎
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は

〔元
碌
道
中
〕

〔延
享
逋
中
〕

等

の
記
録
中
に
多
く
の
例
を
見
出
す
事
が
出
來
る
。
印
ち



元
祿
十
七
年
八
月
九
州
回
國
の
折
鹿
見
島
と
大
隅

の
國
府
と
の
問
の
舟

つ
き
場
嘉
志
木
に
お
い
て

「鹿
兒
島
よ
り
陸
五
里
あ
り

遊

　

む

　

　

　

む

　

行
其
外
御
上
使
た
り
と
い
へ
と
も
是
迄
な
と
て

ハ
入
不
申

鹿
兒
島

ヘ
ハ
入
事
不
叶

今
度

ハ
前
代
未
聞
之
御
事

と
て
御
城
下

二
て
御

開
帳
也
」
と

一
日
開
帳
が
よ
ろ
こ
ぼ
れ
、
同
年
十

一
月
十

一
日
に
四
國
伊
豫
川
ノ
江
か
ら
讃
岐
圓
亀

へ
の
途
次

一
泊
し
た
大
野
原
で
は

む

　

大
野
原
村
町
内
少
行
出
口
左
り
二
日
蓮
宗
慈
雲
寺
と
申
御

一
宿
之

(中
略
)
逹
而
如
來
の
御
輿
御
入
被
遊
被
下
候
由
相
願
申
候
二
付

　

　

　

　

則
御

一
宿
之
、
同
四
ツ
時
御
着
印
刻
兩
人
願

二
付
着
開
帳
七
ッ
孚
迄
、
日
蓮
宗
に
て
如
來

二
皈
依
い
た
し
候
事
前
代
未
聞

二
て
開
閉

帳
御
差
條
も
大
念
佛
に
て
參
詣

ハ
貴
賤
群
集
を
な
し
誠
に
三
國
無
双
ノ
如
來
ノ
御
威
徳
難
有

云
々

と
あ
る
。
又
延
享
四
年
四
月
八
日
越
後
の
與
板
で
淨
土
眞
宗
の
明
元
寺
に

一
泊
し
た
時
の
記
事
は
次
の
如
く
あ
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

　

　

此
所
開
帳
場
所

二
相
定
不
申
處
殊
の
外
大
勢
參
詣
有
之
有
難
く
存
じ
仕
候

町
の
人
に
て

一
切
通
る
事
成
不
申
少

々
の
間
開
帳
願
ひ

申
候
間
開
帳
な
さ
れ
候

へ
ど
も
右
の
人
々
出
る
事
も
入
る
事
も
成
不
申

足
輕
衆
大
勢
出
申
し
て
ふ
せ
ぎ
候

へ
ど
も
殊

の
外
町
は
ひ

し
と

つ
ま
り

城
主
の
了
簡

二
も
及
び
申
さ
ず

則
ち
閉
帳
な
さ
れ
候

へ
ど
も
夜
に
入
候
迄
は
人
死
出
來
候
程

の
事
に
御
座
候

こ
の
他

「
殊
の
外
御
繁
昌
な
り
」
と
の
記
録
は
隨
處

に
見
え
て
い
る
。

な
お
次
に
第

一
回
以
下

の
回
國
經
路
を
見
る
に
先
だ
つ
て
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
行
わ
れ
た
三
都
開
帳
並
び
に
、
善
光
寺
本
堂
の
寳
永

再
建

の
實
情
を
見
て
お
き
た
い
と
思
う
。

A
、
寳
永
度
本
堂
再
興

ワ
ほ

ハリ

ハリ

寳
永
十
九
64
年
燒
失
し
た
善
光
寺
本
堂
は
慶
安
三
65
年
に
假
建
築
、
寛
文
六
66
年
に
本
建
築
が

一
應
完
成
し
た
が
小
規
模
で
あ
り
、

　
よ

　
エ

　
ユ

何
分
應
急
的
建
物
で
あ

つ
て
堂
塔
の
諸
施
設
も
整
わ
ず
、
建
立
後
三
十
數
年
を
經
た
元
祿
五
年
に
は
す
で
に
老
朽
化

し
つ
つ
あ
つ
た
。

註
9

而
も
民
家
に
接
近
し
て
い
る
の
で
火
災
の
危
險
傘
も
大
で

(そ
の
立
地
條
件
故
に
こ
そ
過
去
幾
度
も
回
碌
し
て
居
り
)
移
轉
の
必
要
に

善
光
寺
の
回
國
開
帳

一
八

一



一
八
二

せ
ま
ら
れ
て
い
た
。

一
日
山
内

の
堂
照
坊
と
い
う
小
御
堂
で
僭
覺
道
の
説
く
繪
縁
起
を
き
い
た
大
勸
進
の
本
孝
法
印
が
、
こ
れ
を
用
い

て
他
地
方
で
勸
募
を
行
う
事
を
思
い
つ
き
、
大
本
願
と
は
か
り
誓
傳
上
人
と
連
署
で
寺
祗
奉
行
に
願

い
出
で
、
三
寺
中
の
協
力
に
よ
り

は
じ
め
て
江
戸
開
帳
を
行
う
事
と
な
つ
た
。

〔
如
來
三
都
廻
國
〕
に
見
る
願
書
文
面
に
は

(前
略
)
皇
極
天
皇
勅
願
所

二
て
七
堂
伽
藍

二
御
座
候

中
古

二
は
頼
朝
公
御
再
興
其
後
公
方
家
打
續
御
崇
敬

之
由
縁
起
二
御
座
候

別
而
權
現
樣
高
千
石
餘
之
寺
領
御
寄
附
被
下
候
、
因
茲
天
下
安
全
之
御
所
疇
長
日
無
怠
慢
勤
來
毎
年
卷
數
獻

上
仕
候

然
ル
所
往

古
數
度
致
炎
燒
候
故

二
再
興
漸
々
減
少
仕

本
堂
茂
假
堂
故
及
大
破

殊
二
寳
塔
樓
門
等
茂
只
今
礎
石
而
己
相
殘
候
間
今
度
於
御

當
地
並
京
大
坂
縁
起
講
談
仕
存
寄
之

奉
加
御
座
候

ハ
.丶
本
堂
修
覆
仕
塔
樓
門
等
再
興
仕
度
奉
願
候

御
赦
冤
被
爲
仰
付
被
下
候

樣
奉
願
上
候

以
上

善
光
寺

元
祿
五
年
四
月
九
日

大
本
願
誓
傳
上
人

到

本
田
紀
伊
守
殿

大
勸
進
本
孝
法
印

剣

戸
田
能
登
守
殿

松
浦
臺
岐
守
殿

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
元
祿
五
年
六
月
五
日
か
ら
五
十
五
日
間
江
戸
本
所
回
向
院
で
開
帳
が
あ
り
、
又
同
七
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
京

都
、
九
月
十
四
日
か
ら
大
坂
で
各
三
十
日
間
つ
つ
の
出
開
帳
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
三
都
開
帳
で
は
日
月
牌
や
御
印
文
頂
戴
、
所
濤
札
授
與
等
に
よ
る

一
般
參
詣
者
か
ら
の
冥
加
金
も
少
く
な

か
つ
た
が
、
寺
側
で

は
更
に
大
口
の
寄
進
を
得
る
可
く
上
層
階
級
と
の
結
縁
に
積
極
性
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
江
戸
で
は
東
叡
山
の
協
力
と
大
本
願
上
人

註
10

の
大
奥

へ
の
働
き
か
け
に
よ
つ
て

「
お
城
入
り
」
を
行

い
、
そ
の
他
諸
侯
の
江
戸
屋
敷
に
も
如
來
を
奉
持
し
て
尊
信
を
得
、
多
大
の
信



施

を
う
け
て
い
る
。
又
開
閉
闢
の
法
要
に
は
江
戸
の
場
合
は
東
叡
山
か
ら
、
京
都
で
は
比
叡
山

・
黒
谷
か
ら
、
大
坂

で
は
百
萬
遍

・
知

恩
院

熏

谷
か
ら
各
々
八
+
人
乃
至
百
五
+
人
に
も
の
ぼ
る
多
懇

侶
の
出
仕
讐

を
得
・
そ
の
他
各
宗
の
大
寺
門
騨

蒹

諸
大
名

家

の
參
拜
や
奉
納
も
あ
つ
て

「
集
る
所
の
淨
財

一
萬
金
」
と
い
わ
れ
る
程

の
收
盆
が
あ
つ
た
。

こ
れ
ら
各
界
上
流
と
の
接
觸
に
は
公
家
や
大
名
家
の
出
身
で
上
人
號
常
紫
衣
勅
許
の
大
本
願
上
人
の
ネ
ー
ム
バ
リ

ュ
ー
が
與

つ
て
力

大

き
か
つ
た
の
で
あ
り
、
又
直
接
寺
門
經
營
の
衝
に
當
る
大
勸
進
別
當
が
東
叡
山
並
び
に
日
光
輪
王
寺
宮
に
常
に
親

近
し
て
當
寺

の
存

在
を
主
張
し
、
そ
の
權
威
を
張
力
な
後
盾
と
し
て
種
々
の
便
宜
が
計
ら
わ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

又
徳
川
時
代
の
大
坂
は
全
國
商
品
經
濟
の

一
大
中
心
地
で
あ
つ
て
、
水
利
に
惠
ま
れ
た
交
通
の
要
地
で
も
あ
り
商
人
階
級
が
大
き
な

力
を
も
つ
て
い
た
。
そ
の
地
に
お
い
て
は
灘
波
堀
江
よ
り
の
本
尊
出
現
の
傳
承
、
或
い
は
善
光
寺
如
來
と
聖
徳
太
子

の
贈
答
歌
傳
説
等

を
強
調
し
、
古
く
か
ら
大
坂
で
篤
信
さ
れ
て
い
た
太
子
信
仰
と
結
合
し
て
開
帳
禁
止
の
時
代
に
も
善
光
寺
の
大
坂
開
帳
は
特
に
便
宜

を

與
え
ら
れ
て
い
る
。

〔
三
都
開
扉
〕
に
あ
る

「
元
祿
七
申
戌
年
七
月

寺
肚
奉
行

へ
さ
し
出
候
口
上
之
覺
」
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

一
、
善
光
寺
如
來
之
儀
は
難
波
之
浦
よ
り
出
現

殊
に
聖
徳
太
子
此
本
尊
爲
守
養
日
本

二
御
誕
生
之
由
縁
起
に
も
有
之

旁
御
由
緒
之

場

所
に
御
座
候
間
開
帳
奉
加
共
御
赦
冤
無
御
座
候
而
は
本
尊
之
威
光
も
薄
罷
成
諸
人
失
信
心
建
立
も
罷
成
間
敷
候
哉
と
存
難
儀
奉
存

候
間
何
分
に
も
御
了
簡
奉
願
候

尤
御
停
止
之
場
所
と
御
座
候
上
は
無
是
非
次
第

二
御
座
候
得
共
外
樣
之
本
尊

ニ
ハ
各
別
之
儀

二
御
座
候
間
右
御
由
緒
之
段
是
非
被

仰

上
被
下
候
樣

二
奉
願
候

一
、
開
帳
之
義
御
停
止
之
場
所

二
而
不
罷
成
候

ハ
・
右
之
通
聖
徳
太
子
御
崇
敬
之
本
尊

二
御
座
候
聞

暫
天
王
寺
江
本
尊
奉
入
縁
起
致

講
談

如
來
之
御
由
緒
諸
人
二
聽
聞
致
さ
せ
偏
二
本
尊
之
威
光
諸
人
之
信
心
も
蘿

不
成
候
様
奉
存
候
間
何
分
言

御
了
篳

願
候

云
々善

光
寺
の
回
國
開
帳

一
八
三



一
八
四

そ

の
結
果
開
帳
が
許
さ
れ
椙
當
莫
大
な
淨
財
を
得
、
信
者
亀
屋
何
某
等
の
有
志
の
協
力
で
鐡
眼
の
黄
蘗
版
大
藏
經
の
寄
進
を
受
け
た
。

當
時
は
貨
幤
制
度
が

喜
貝
し
て
い
ず
江
戸
で
は
金
、
大
坂
は
銀
を
本
位
と
し
て
い
た
の
で
勸
化
金
を
そ
の
ま
ま
信
州

に
持
ち
皈
る
事
は

出
棗
蠡

替
商
の
仲
介
蘿

ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
・
套

開
霧

毳

供
さ
れ
た
天
王
寺
か
ら
鵠

に
際
し
て
善
光
寺
如

來
前
に
白
銀
五
十
兩
、
盛
物
六
杯
の
供
養
が
な
さ
れ
た
が
、
善
光
寺
は
閉
帳
後

の
十

一
月
十
二
日

「
太
子
江
善
光
寺

よ
り
白
銀
千
兩
奉

納
」

〔
如
來
三
都
廻
國
〕
」
を
行
つ
て
い
る
。

又
悲
田
院
等
に
よ
る
貧
民
救
濟
の
聖
徳
太
子
の
精
神
を
繼
承
す
る
四
天
王
寺
の
有
り
方

に
模

つ
て
か
こ
の
時
の
大
坂
開
帳
で
は
多
大
の
喜
捨
を
行

つ
て
い
る
。

〔
三
都
開
扉
〕
を
見
る
と
元
碌
七
年
十

一
月
三
日
大
勸
進
の
寺
役
人
山
崎
藤
兵
衛
が
、
翌
四
日
豫
定
通
り
閉
帳
す

る
旨
奉
行
所
に
屆

出
た
所
・
遠
國
か
ら
船
で
參
詣
の
輩
に
未
着
の
も
の
も
あ
る
と
の
事
で
六
日
間

の
日
延

べ
を
許
さ
れ
、
そ
の
う
ち
後
孚
の
三
日
間
は
「爲

貧
者
御
印
文
頂
戴
之
儀
不
及
冥
加
錢
結
縁
候
樣
被
仰
渡
」
て
、
特
に
十

一
日
に
は
如
來
前
に
お
い
て
悲
田
院
、
鵄
田
道

.
道
頓
堀

.
天

滿

の
四
ケ
所
の
垣
外
之
者
に
御
印
文
寫
し
と
米
錢
を
併
せ
與
え
る
事
を
許
可
さ
れ
た
と
あ
る
。
十

一
日
の
記
録
に
は

本
尊
奉
拜
之
施
物

ハ
長
吏
に
渡
之
候

四
ケ
所
之
手
下
並

二
鉢
開
外
之
札
非
人
等

ハ
御
印
文
渡
所

二
て

一
人

二
米

一
升
ツ

、
引
御
印

文
頂
戴
所

二
而
御
印
文
寫

一
枚

ツ
・
渡
之
如
來
前
を
通
り

東
え
小
門
江
通
拔

綿
目

邸
拾
韻
〉
悲
田
院

綿
目

奮

斗
七
升
〉
韓



米

三
石

一
斗
七
升

道
頓
堀

米

二
石
二
斗
六
升

天

滿

右
四
ケ
所
垣
外
の
千
三
百
人
及
び

外
札
之
非
人

六
百
二
人

町
之
非
人

百
二
十
四
人

鉢
開
坊
主
男
女
と
も
八
百
九
十
三
人

と
あ
り
、
更
に
寺
外
の
小
夜

(屋
力
)
場
夜
廻
り
を

つ
と
あ
た
四
ケ
所
垣
外
の
者
逹
に
、
天
王
寺
村
の
庄
屋
兩
人
を
通
U
て
鳥
目
五
十

貫
文
を
遣
し
、
總
計
五
千
六
百
三
人
に
封
し
て
米
五
十
六
石
三
升
、
鳥
目
百
貫
を
施
與
し
た
と
見
え
る
。

法
施
と
共

に
財
施
を
行
ず
る
事
は
衆
生
濟
度

の
具
體
的
行
爲
で
あ
つ
て
、
開
帳
佛
を
拜
せ
し
め
御
印
文
札
を
授
け
る
と
共
に
米
錢
を

施
し
た
事
に
よ
つ
て
肚
會

の
底
邊
に
い
る
人
々
の
閥
に
廣
く
深
く
如
光
寺
如
來

の
名
老
し
ら
し
め
教
化
の
實
を
上
げ
得
た
で
あ
ろ
う
。

就
中
極
樂

へ
の
來
世
往
生
を
約
す
る
御
印
文
札
を
大
量
に
配
布
し
た
の
は
、
中
世

の
遊
行
上
人

一
遍
の
賦
算
と
相
通
ず
る
性
格
の
も
の

と
言
え
よ
う
Q

因
み
に
四
天
王
寺
と
善
光
寺
の
問
に
介
在
す
る

「
ひ
じ
り
」
的
性
格
を
今
少
し
考
察
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
兩
寺

の
關
係
に
つ
い
て

は
つ
差

五
餐

驤

指
摘
せ
ら
れ
て
餮

所
で
あ
る
が
・
傳
弘
癸

師
作

「
上
宮
李

參

拜
記
文
」
響

李

及
び
妃

・
母
の
三

骨
を

一
廟
に
祀

つ
た
河
内
磯
長
太
子
廟
に
空
海
が
參
詣
し
蒙

つ
た
啓
示
を
刻
ん
だ
と
い
う
廟
窟
内
の
文
も
、
右
三
骨
を
彌
陀
三
尊
な
り

と
し
て

「思
念
を
九
晶
の
淨
刹
に
成
し
て
往
生
を
安
樂
の
寳
池
に
逐
ぐ

べ
し
」
と
、
聖
徳
太
子
と
阿
彌
陀
如
來
が
共
に
念
佛
者
を
往
生

さ
せ
る
事
を
記
し
、
あ
た
か
も
高
野
聖
ど
善
光
寺
と
の
合
作
の
よ
う
な
感
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

善
光
寺
の
回
國
開
帳

一
八
五



一
八
六

一
が
い
に
高
野
聖
と
い
つ
て
も
そ
の
中
に
重
源

一
派
の

「
勸
進
衆
」、
明
遍

一
派
の
納
骨
回
國
に
從
事
す
る
專
修
念
佛
者
の
集
團
「道

心
衆
」、

覺
心

一
派
の
文
學
藝
能
に
特
色
を
有
す
る

「
唱
導
衆
」
な
ど
あ
つ
た
よ
う
に
、
善
光
寺

の
住
侶
も
申
世

に
は
す
で
に
大
略
三

系

に
分
れ
て
い
た
。
大
本
願
を
中
心
と
す
る
中
衆
と
、
常
念
佛
を
修
す
る

「妻
戸
衆
」
と
、
大
勸
進
を
中
心
と
す
る

「衆
徒
」
が
こ
れ

で
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
は
こ
の
三
寺
中
は
淨
土
宗

・
時
宗

・
天
台
宗
の
各
宗
派
色
を
確
立
し
漸
次
專
門
僣
職
者
化
す
る
が
、
な
お
善

光
寺
自
體
は
超
宗
派
的
道
場
と
し
て
各
宗
僭
侶
を
包
容
し
、
落
慶
供
養
や
開
帳
等
の
大
行
事
に
際
し
て
は
三
者
が
混
然

一
體
と
な

つ
て

當

つ
て
居
り
、
傳
統
的
法
儀
の
は
し
ぐ

に
も
原
始
宗
警

含
め
た
聖
的
性
格
や
行
動
が
存
績
し
て
い
る
。
殊
に
開
基
耋

晃

の
蕎

と
し
て
の
傳
統
を
世
襲
し
て
來
た
中
衆
十
五
坊
(現
在
は
十
四
坊
)
は
何
れ
も
若
麻
績
姓
を
稱
す
る
妻
帶
者
で
牛
僣
孚
俗
の
生
活
を
營
み
、

男
尊
女
卑
の
思
想
濃
厚
な
封
建
時
代
を
も
逋
じ
て
常
に
尼
僣
の
本
願
上
人
を

「
如
來
σ
御
杖
代
」
と
し
て
頂
き
、

越
年
に
關
し
て
は
潔

齊
別
火
、
四
方
祓
そ
の
他
古
神
道
的
色
彩
の
強
い

一
連
の
行
事
を
主
催
し
、
就
中
堂
照
堂
明
の
二
坊
は
如
來
前
の
常
灯
を
維
持
し
租
先

の
火
を
守
る
特
權
を
有
し
て
い
た
。

一
方
近
世
善
光
寺
の
住
侶
に
は
古
代
中
世
の
聖
逹
の
特
性
で
あ
る
所
の
隱
遁
性

・
咒
術
性
等
は
も
早
や
見
ら
れ
な
い
が
、
寺
門
經
營

の
爲
諸
回
を
勸
進
遊
行
す
る
と
い
う
回
國
性
は
依
然
失

つ
て
い
な
か
つ
た
と
い
え
る
。
そ
の
頭
目
た
る
大
勸
進
別
當
は
有
能
な
事
業
家

で
あ
り
、
廣
く
世
人
の
尊
敬
信
頼
を
う
け
る
に
價
す
る
人
格
者
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か
つ
た
。
李
素
は
天
台
宗
に
所
屬
す
る
の
で
東
叡

山
や
日
光
門
主
と
直
結
し
、
上
方
に
到
つ
て
は
堂
上
貴
伸
と
關
係
を
深
め
除
災
招
幅
の
密
教
的
所
濤
修
法
を
修
す
る
か
た
わ
ら
、
地
方

に
巡
化
し
て
は
廣
く
庶
民
の
間
に
浸
透
し
て
い
る
念
佛
を
勸
め
て
い
る
。
天
台
宗
に
於
て
も
勿
論
四
修
三
昧
中
に
念
佛
修
行
を
す
す
め

る

の
で
あ
る
が
、
回
國
勸
化
中
に
は
し
ば
ー

往
生
の
た
あ

一
十
念
授
與
」
を
行

い
、
結
縁
の
た
め
「
大
念
佛
」を
修
し

「
融
通
念
佛
血

脈
」
を
授
け
、
疾
病
や
凶
作
の
原
因
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
凶
属
魂
を
鎭
め
る
護
符
と
し
て

「
御
印
文
札
」
を
頌
布
す
る
な
ど
、
現
世
利



盆
も
説
く
雜
行
雜
信
仰
の
俗
聖
的
性
格
が
隨
處
に
み
と
め
ら
れ
る
。

更
に
時
宗
聖
は
六
字
名
號
摺
札
を

一
人
く

に
配
る
賦
算
を
行
つ
て
教
化
者
の
數
を
と
り
、
千
人
萬
人
等

一
定
數
に
逹
す
れ
ば
記
念

註
14

3

に
大
念
佛
会
を
供
養
し
て
い
る
が
、
近
世
善
光
寺
で
も
常
念
佛
が
行
わ
れ
三
萬
五
千
日
回
向

(安
永
二
77
年
)

・
四
萬
日
回
向

(寛
政

ユ

　
よ

　

ユ

ワ
リ

ニ
79
)

・
四
萬
五
千
日
回
向

(寛
政
十

一
79
年
)

・
五
萬
日
回
向

(文
化
八
81
年
)
六
萬
日
回
向

(天
保
三
83
年

と
い
う
呼
稱
で
金
堂

で
　

　
ユ

　
　

　
　

開
帳
を
行
い
、
別
事
念
佛
を
修
し
て
い
る
事
も
見
の
が
せ
な
い
。

こ
れ
ら
の
事
か
ら
し
て
善
光
寺

の
三
寺
中
は
別
個
の
三
宗
が
集
合
し
て
出
來
た
も
の
で
は
な
く
、
本
來
孚
僣
孚
俗
の

一
族
の
も
の
が

次
第
に
分
れ
て
行

つ
た
と
思
わ
れ
る
。
古
來
南
都
の
諸
大
寺
で
は
「
堂
童
子
」
と
稱
す
る
有
髪
の
幼
童
を
お
い
て
法
儀
に
關
す
る
雜
事
を

辨

ぜ
し
め
、
或

い
は
修
業
僭
の
衣
食
の
世
話
を
つ
と
め
る
道
心
者
を
置
き
、
い
つ
れ
も
從
者
的
身
分
に
止
め
て
あ

つ
た
。
そ
の
よ
う
な

在
家
と
出
家
の
區
別
組
織
が
到
然
と
し
て
い
な
い
善
光
寺
は
土
俗
的
な
信
仰
形
態
を
信
州
と
い
う
孤
立
し
た
地
理
的
條
件

の
故
に
他
か

ら

の
影
響
を
う
け
る
事
な
く
、
僭
俗
混
同
の
古
い
形
の
ま
ま
近
世
に
ま
で
傳
え
て
來
て
居
り
現
在
で
は
中
衆
僣
侶
が
交
互
に

一
定
期
間

註
15

内

の
み
「
堂
童
子
」
を

つ
と
め
て
い
る
。

〔
別
當
傳
略
〕
を
見
る
と
大
働
進
の
歴
代
住
職
の
傳
記
で
あ
る
に
拘
わ
ら
ず
初
期
に
は
始
組
若

麻

績
東
人

(後
構
善
光
)
以
下
十
五
世
ま
で
若
痲
績
姓
の
人
を
擧
げ
、
現
在
の
大
本
願
末
の
中
衆
と
系
譜
を
同
じ
く
し
て
居
り
、
そ
れ

以
降
二
十
六
世
ま
で
は
丈
部
姓
で
、
す
べ
て

「
大
檀
越
」
と
冠
稱
し
て
あ
る
。
二
十
七
世
以
後
に
は
姓
及
び
世
代

を
明
記
せ
ず
勸
進
上

人
、
別
當
檢
校
、大
阿
闍
梨
、
主
事
な
ど
の
呼
稱
を
以
て
し
、他
寺
か
ら
派
遣
せ
ら
れ
る
專
門
僣
侶
(清
獪
)
に
な

つ
て
い
る
。
然
し
て
主
事

律
師
圓
西
公

(應
長
～
正
和
年
間
)
以
降
歴
代
住
職

の
入
山

の
項
に
は

「補
我
別
當
兼
大
勸
進
」
と
あ
り

「
大
勸
進
」
の
語
を
個
人
に

對
す
る
職
名
の
如
く
に
用

い
て
あ
り
、
こ
れ
を

一
ケ
寺
の
寺
號
と
し
た
の
は
近
世
以
降
公
文
書
等
に
記
入
の
必
要
上
か
ら
衆
徒
の
本
坊

名

に
な
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

善
光
寺
の
回
國
開
帳

一
八
七



一
八
八

こ
れ
ら
の
事
か
ら
若
痲
績

一
族
は
善
光
寺
如
來
並
び
に
三
卿

(開
基
者
善
光

・
妻
彌
生

・
息
善
佐
)
を
祀
先
禪
的
意
味
で
奉
祀
し
、

妻
帶
僣
が
世
襲
的
に
寺
を
管
理
し
て
居
り
清
僣
よ
り
も
む
し
ろ
妻
帶
僭
に
主
動
權
が
あ

つ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
募
財
の

必
要
が
生
ず
る
に
及
ん
で
彼
ら
の
う
ち
か
ら
、
信
徒
と
の
交
渉
が
多
く
經
濟
觀
念
が
發
逹
し
て
居
り
、
經
營
の
才

の
あ
る
も
の
が
自
つ

と
勸
進
の
任
務
に
た
ず
さ
わ
る
よ
う
に
な
り
、
如
來
前
の
香
灯
飮
食
等
の
供
仕
を
つ
と
め
る
申
衆
と
到
別
さ
れ
、
更
に
日
常
の
役
儀
の

上
で
も
勸
進
系
の
衆
徒
は
本
願
系
の
中
衆
に
封
立
し
て
如
來
靈
龕
の
開
閉
帳
の
役
を
分
擔
す
る
よ
う
に
な

つ
た
と
解
さ
れ
る
。

な
お
こ
の
こ
系
統
の
他
に

「
妻
戸
」
と
稱
す
る
五
坊
が
あ
り
、
貞
享
二
年
以
降
天
台
宗
に
改
あ
ら
れ
現
在
も
大
勸
進
末
に
所
屬
し
て

m

い
る
が
、
貞
享
以
前
は
時
宗
に
屬
し
常
念
佛
を
修
す
る
集
團
で
あ
つ
た
。
吾
妻
鏡
五

一
に
(弘
長
三
26
年
)
三
月
十
七
日
北
條
時
頼
が
信

1

濃
國
深
田
郡
の
水
田
十
二
町
を

「
善
光
寺
不
斷
念
佛
衆
及
經
衆
」
の
た
め
寄
進
し
た
と
あ
る
の
も
こ
の
系
統
で
あ
ろ
う
。
或

い
は
時
宗

　
　

ハ
コ

の
組

一
遍
聖
人
も
文
永
八
27
年

・
弘
安
二
27
年
に
善
光
寺
に
参
詣
し
踊
躍
念
佛
を
す
す
め
衆
人
大
い
に
歡
喜
し
た
樣
が

一
遍
聖
人
繪
詞

1
⊥

-
↓

傳
に
あ
り
、
或
い
は

「
十
二
院
河
原
」

「
常
念
佛
堂
」
な
ど
の
舊
跡
の
存
す
る
事
か
ら
中
世
に
お
け
る
時
宗
妻
戸
衆
の
存
在
は
善
光
寺

の
組
織
上
不
可
欠
の
も
の
で
あ

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
現
今
善
光
寺
塔
頭
を

一
括
す
る
に

「
兩
寺
中
」
の
呼
稱
を
以
て
す
る
が
、

近
世
文
書
に
は
妻
戸
が
天
台
に
統
攝
せ
ら
れ
た
後
も
相
當
長
ら
く
の
問

「
三
寺
中
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

先
に
の
べ
た
如
く
元
祿
五
年
及
び
七
年
に
行
わ
れ
た
三
都
開
帳
は
本
堂
修
覆
の
爲
の
勸
進
で
あ
る
か
ら
、
早
く
も
元
祿
六
年
に
は
工

事
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

〔
見
聞
舊
事
記
副
抄
〕
等
に
よ
る
と
六
年
十
二
月
廿

一
日
釘

(ち
よ
う
な
)
始
め
、
同

二
十
七
日
地
割
り
が

な
さ
れ
、
高
さ
九
丈
五
尺

(但
し
石
面
よ
り
箱
棟
ま
で
)
・
桁
行
二
十
九
間
三
尺

一
寸
三
分

・
梁
行
十
三
間
七
寸

二
分
の
プ
ラ
ン
で
着

工
さ
れ
た
。
所
が
そ
の
業
未
だ
成
ら
ぬ
う
ち
元
祿
八
年
九
月
二
日
中
心
人
物
で
あ

つ
た
本
孝
法
印
が
病
沒
し
、
同
十
年
二
月

「
御
普
請

は
じ
め
」
、

十
二
月
十
五
日
戸
隱
山
勸
修
院
も
出
席
し
て

「
御
地
祭
り
」
が
行
わ
れ
た
が
、
十
三
年
七
月
二
十

一
日
下
堀
小
路
か
ら
の



出
火

に
罹
災
し
た
。
大
本
願
の
文
書
類
に
よ
る
と
町
家
百
二
十
三
軒

・
堂
庭
小
屋
十
の
う
ち
四
棟

・
善
光
寺
山
内
の
全
塔
頭
が
燒
失
し
、

建
立
中
の
金
堂
は
U
め
折
角
長
期
に
わ
た
り
集
荷
さ
れ
て
い
た
建
築
用
材
も
盡
く
灰
燼
に
歸
し
、
資
材
並
び
に
こ
れ
迄
の
人
件
費
を
加

え
た
被
害
總
額
は
約
四
千
八
百
七
十
兩
に
逹
し
た
と
い
う
。
本
堂
建
立
は
再
び
第

一
歩
か
ら
や
り
直
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
が
、
當
時

本
孝

の
あ
と
を

つ
い
で
別
當
で
あ

つ
た
見
海
は
在
職
滿
五
年
で
こ
の
類
燒
に
あ
い
引
責
辭
職
し
た
の
で
、
十
二
月

二
十

一
日
東
叡
山
よ

り
派
遣
さ
れ
た
戒
善
院
慶
雲
が

「
別
當
兼
大
勸
進
」
に
補
せ
ら
れ
そ
の
任
に
當
る
事
と
な

つ
た
。
時
に
三
十
八
歳
、
新
ら
し
い
意
慾
に

も
え
て
直
ち
に
出
開
帳
に
よ
る
勸
募
を
企
書
τ

た
。

ユ

彼

は
入
山

の
翌
年
(元
禄
十
四
70
)
三
月
十
日
か
ら
谷
中
感
應
寺
に
お
け
る
江
戸
開
帳
、
同
九
月
か
ら
五
年
半
に
及

ぶ
日
本
全
國
え
の

ユ

出
開
帳
を
行

つ
た
。
同
時
に
國
元
で
は
本
堂
造
營
が
着
々
と
進
捗
し
、
回
國

の
絡
了
後
間
も
な
く
建
築
も
完
成
し
て
寳
永
四
年
八
月
十

五
日
落
慶
入
佛
が
な
さ
れ
た
。
と
れ
が
現
存
す
る
善
光
寺
如
來
堂
で
あ
る
。

〔見
聞
舊
事
記
副
抄
〕
よ
り
そ
の
工
程

を
略
記
す
る
と
左

の
通
り
で
あ
る
。

元
禄

一
四
年
三
月

一
〇
日
"
江
戸
開
帳
始
る

同

年
三
月

11
松
代
眞
田
侯
公
儀
よ
り
善
光
寺
普
請
の
監
督
を
命
ぜ
ら
る

同

年
五
月

一
〇
日
H
江
戸
開
帳
絡
る

同

年
九
月

11
回
國
開
帳
始
る

同

一
六
年
五
月

一
五
日
11
江
戸
よ
り
大
工
棟
梁
木
村
萬
兵
衛
來

・
木
寄
す
る

寳
永
元
年
九
月

11
細
工
始

同

三
年
四
月

一
六
日
11
柱
建

善
光
寺
の
回
國
開
帳

一
八
九



一
九
〇

同

三
年
八
月

一
三
日
11
回
國
開
張
終
る

同

四
年
六
月

"
眞
田
伊
豆
守
參
詣

(覗
察
)

同

年
七
月

一
日

11
上
棟

同

年
七
月

=

一日

日
成
就

同

年
八
月

一
日

口
兩
寺
渡

同

年
八
月
三
日

H
日
光
門
主
よ
り
東
山
帝
の
宸
筆
般
若
經
下
賜

・
常
然
よ
り
後
西
院
帝
の
御
名
號
寄
進
さ
れ
る

同

年
八
月
九
日

H
上
野
御
名
代
圓
覺
院
着

(宿
坊
藥
王
院
と
な
る
)

八
月

一
三
日

H
末
之
上
刻
入
佛

八
月

一
四
日

11
安
鎭

八
月

一
五
日

目
供
養

(導
師
圓
覺
院
權
僣
正
常
然
、
兩
寺
以
下

一
山
大
衆
國
中

の
會
衆
西
方
寺
よ
り
行
列

に
て
入
堂
法
要
)

か
く
し
て
欝

の
本
堂
よ
り
は
る
か
に
大
規
模
な
も
の
奚

糶

の
北
に
南
面
し
て
釜

せ
ら
れ
発

(從
前
の
も
の
は
天
和
三
㎜
癸

亥
年
の
圖
面
等
に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
如
く
大
本
願

.
大
勸
進
は
各
々
現
在
ケ
所
に
あ

つ
て
兩
本
坊
の
中
間
に
本
堂

が
あ
り
、
而
も
四

門
四
號
の
名
稱
か
ら
し
て
も
古
く
は
東
面
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
)
同
し
く

〔
見
聞
舊
事
副
抄
〕
に
よ
る
と
本
堂
は
高
さ
十
丈

二
尺
八
寸
四
分

・
長
さ
三
尺
八
寸
四
分

・
横
十
七
間

一
尺
二
分
で

柱
勘
淋

一
一二
六
本

垂
木

七
四
六
本

(下
重
軒
)

同

七
四
六
本

(上
重
軒
)

お
も
垂
木

一
、
三
九
六
本



小
軒
垂
木

一
、
四
四
六
本

袖
垂
木

三
、
〇
六
八
本

屋
根
泙
數

一
、
七
〇
〇
岼
餘

造
營
に
動
員
さ
れ
た
の
べ
人
員
は

大

工

一
六
三
、
二
六
二
人

大

工
補
助

二
〇
、
〇
四
〇
人

木
挽

七
三
、
六
二
〇
人

大

工
手
傳

一
〇
'

lo
o
人

總
工
費
は

金

二
四
、
五
七
七
兩

う
ち
わ
け
は

屋
根
工
料

七
三
〇
兩

一
分
五
匁
五
分

手
問
賃

大
工

一
人
は
付
二
匁
八
分
、
手
傳
同

一
匁
五
分
、
木
挽
同
二
匁
八
分
、
木
挽
手
傳
同

一
匁
五
分
な
ど

の
割
合

で
支
拂
わ

れ
た
。

な
お
回
國
開
帳
に
よ
つ
て
得
た
資
金
は
不
明
で
あ
る
が

〔
元
禄
雜
記
〕
に
あ
る
三
都

で
の
收
支

の
概
略
は
第

二
表

の
通
り
で
あ
る
。

(第
二
表
)

善
光
寺
の
回
國
開
帳

一
九
一
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醸
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二
、

回
國

開
帳

の
經

過

第

一
回
の
回
國
は
上
述
の
如
く
元
禄
十
四
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
六
十
日
間
行
わ
れ
た
江
戸
開
帳
に
引
續

い
て
同
年
九
月
か
ら

行

つ
て
い
る
。
部
ち
先
の
申
年

(元
祿
五
年
)
以
來
三
都
開
帳
を
行
つ
た
が
未
だ
豫
定

の
額
に
は
逹
し
な
い
の
で
回
國
勸
化
し
た
い
旨



を
恐
ら
く
前
年
戒
善
院
慶
雲

の
別
當
就
任
後
問
も
な
い
頃
願
い
出
で
、
そ
の
最
初
に
谷
申
感
應
寺
で
の
江
戸
開
帳
を
行
つ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
同
所
で
五
月
十
日
閉
帳
の
後
善
光
寺

へ
は
戻
ら
ず

一
同
千
駄
木
の
保
輻
寺
に
移
り
態
勢
を
と
と
の
え
九
月
の
出
輿
に
從

つ

た

の
で
あ
る
。
こ
の
時

の
公
儀
え
の
願
書
に
は

(前
略
)
先
年
申
年
よ
り
集
高
不
足
に
付
又
候
御
公
儀
江
日
本
國
勸
化
奉
加
仕
度
巨
細
御
願
立
仕
候
處
被
仰
付
候

本
堂
普
請
之
儀

は
眞
田
伊
豆
守
樣
御
家
來
中
御
肝
煎
被
成
候
樣

二
御
公
義
よ
り
御
内
定
を
以
兩
寺
よ
り
御
頼
御
座
候

本
願
上
人

二
は
女
義
之
事

二
御
座
候
得
ぼ
回
國
不
致
共

信
州

二
而
伊
豆
守
樣
御
家
來
中

二
御
相
談
本
堂
普
請
可
致
旨
戒
善
院
慶

雲

二
相
談
之
上

上
人
儀
は
信
州
江
罷
歸
り
候

依
之
戒
善
院
斗
回
國

い
た
し
候
、
供

ニ
ハ
弟
子
斗
三
寺
中
之
内

一
人
も
附
添
不
申

後

二
衆
徒
小
僭
之
四
人
供
致
し
候
、
巳
年

(元
腺

一
四
年
)
上
總
之
勸
化
、
同
暮
御
印
文
信
州
迄
御
歸
り
、
翌
午
年
三
月
下
旬

二
御

印
文
干
駄
木
保
幅
寺
迄
戒
善
院
代
理
乗
院
、
上
人
代
青
蓮
院
兩
僭
供
奉
致
戒
善
院
迄
相
渡
候
、
云
云

と
あ
る
。
大
本
願
上
人
は
鏖

元
硼
年
江
戸
谷
中
に
蕃

所
を
將
軍
家
よ
り
賜
い

(元
碌
+
六
㎜
年
青
山
の
現
在
地
に
移
轉
)
襲

將

ユ

コ　

軍
家
大
奥
と
の
交
渉
が
繁
く
な
り
、
三
年
に

一
度
は

「御
禮
年
」
と
稱
し
將
軍
家
拜
謁
の
事
な
ど
あ
つ
て
、
信
州
本
寺
と
青
山
善
光
寺

と
に
交
互
に
住
さ
れ
た
が
道
中

の
失
費
が
大
き
い
と
い
う
經
濟
的
理
由
も
あ
つ
て
江
戸
在
住

の
期
間
が
數
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
事

も
あ
つ
た
。
故
に
回
國
開
帳

の
場
合
上
人
は
女
性
で
あ
る
か
ら
回
國
せ
ず
在
府
で
あ
れ
ば

「信
州
江
罷
歸
」

つ
て
松
代
藩
の
眞
田
伊
豆

守

家
中
と
相
談
の
上
本
堂
普
請

の
事
に
當
る
と
い
う
表
現
が
あ
る
譯
で
あ
る
。

こ
の
時

の
回
國
同
行
者
數
は
右

の
文
書
に
三
寺
中
か
ら
は

一
人
も
出
ず

「供

ニ
ハ
弟
子
斗
」

「後

二
衆
徒
小
僭
三
四
人
供
致
し
候
」

と
あ
る
如
く
極
く
小
數

で
あ
つ
た
。
尤
も
こ
の
他
に
寺
役
人
や
雜
用
を
勸
め
る
仲
問
、
更
に
開
帳
佛
、
御
印
文
を
は
じ
め
携
行
す
る
荷

類

の
た
め
の
人
足
も
必
要
で
あ
る
が

〔
巡
行
用
記
〕

の
記
録
で
は
戒
善
院

の
他
に

善
光
寺
の
回
國
開
帳

一
九
三



第三表 回 國 人 數

第四回寛 政 度第二回
延 享 度

第一回
元禄寳永度

清淨林院

衆徒中より8人

出家4人

靈 山 院

寺 中弟子5人,本 坊弟子1人

JIB生`3..居

戒 善 院

7人

院 家

出 家

2人

1人

1人

勘定方2人

〃3人

〃4人

近 習2人

家老2人

侍4人

寺役人

先供2人

その他諸役

宰領6人7人
仲 問

66人23人21人上下〆i

100人人足

離 鑑 人足)

人足70人 程

馬15疋 程

人 馬1

(但し出發時の員數)

蝋
九
四

コ　
　　
　

モ

　
へ

　
が　
　

ニ
　

へ

　
　

　
　

へ

　　
　
け

モ
　

聾

齢

概

似
髯

筏
僭
侶
の
み
の
人
數
に
.
い

元
祿
十
人
、
安
永
度
二
十
人
、
享
和
度
十
八
人
、
文
政
度
十
五

人が
出
て
い
る
に
對
し
牛
數
以
下
で
あ
る
。
但
し
最
初
は
何
事
も

　
ミ
れに
ぴ
　
　　
　
に
　
わ
れ
た
ロ
ゆ　
　
ハ　
　も
ロ
を
　
あね
る
ご
と
に

大
規
模
に
形
を
と
と
の
え
て
行
く
の
で
あ

つ
て
、
第

一
回
と
第

嶷

躄
姫難

壌

を對比墓

ロ

　
　　
な
　や

　
ね
　
　　
　で

の
　
　　
ゆ
　
　　
　　

　
　　
　　

て
な

ど

の
　

程

の
概

略

は

公

儀

え

の
出

願

と

同

し

頃

か

ら

豫

定

し

、

公

儀

よ

り

の
手

配

を

早

期

に
依

頼

し

て

あ

る

が

、

な

お

正

確

に

は
順

次

　
ハ　
　
の
　
ぬ
　

を

　
ほ
け

つ

つ
　
り
の
　　
　　

に
ム
ロ
わ

せ

て
　
　を
に

ヨ
　
に

隷
罰韈
鵜
雛
靖
郁
鰓
酬馨



の
闘
帳
期
間
を
延
長
或
い
は
短
縮
す
る
事
も
あ
り
、
院
家
を
は
じ
め
同
行
者

の
健
康
や
交
通
事
倩
に
よ
つ
て
も

(殊

に
雨
期
、
積
雪
期

の
山
路
や
河
海

の
渡
船
場
で
は
)
し
ば
く

豫
定
を
變
更
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
然
し
原
則
的
に
は
五
日
間
以
上

の
開
帳
、
或
い
は

前

日
の
行
程
の
遠
か
つ
た
所
で
は
着
後

一
日
休
息
や
支
度
の
た
め
に
費
し
閉
帳
後
に
も

一
日
休
ん
で
か
ら
出
發
す
る
が
、
短
時
日
の
場

合

は
殆
ん
ど
休
み
な
く
開
帳
と
移
動
と
を
く
り
返
し
て
い
る
。
僣
侶
及
び
寺
役
人
は
各
々
受
持
ち
の
役
儀
を
定
め
當
番
と
非
番
に
わ
け

て
如
來
寳
龕
に
つ
き
從
い
、
開
帳
場
の
法
務
事
務
に
擔
わ
る
も
の
と
、

一
行
よ
り
先
行
し
て
宿
泊
や
食
事

・
人
馬

の
手
配
を
行

い
開
帳

場

の
檢
分
支
度
を
し
て
お
く
も
の
と
に
分

つ
て
あ
つ
た
。
寛
政
度
の
記
録
で
あ
る
が

〔
回
國
順
路
記
〕
に
は

一
、
開
帳
場
爲
知
札

一
日
も
早
く
爲
立
候
程
宜
敷
候
間
六
七
日
十
日
程
宛
茂

(も
)
前

々
日
限
相
定
先
觸
遣
可
然
事

一
、
僣
中
江
先
日
申
渡
候
書
付
之
趣
相
守
第

一
如
來
之
御
爲
を
存
知
出
精
可
相
勤
候
、
途
申

二
而
當
番
三
人
は
御
龕
付
非
番
三
人
は
御

先

へ
罷
越
開
帳
場
之
仕
度
可
致
候
事

一
、
中
澤
六
右
衛
門
、
西
條
七
兵
衛
、
勘
定
方
相
勤

(申
略
)
途
中

ハ
一
人
御
龕
付
、

一
人
は
御
先
江
罷
越
御
宿
寺
之
用
向
可
調
候
事

な
ど
の
記
述
が
あ
る
。A

、
第

一
回
回
國
と
御
印
文
頂
戴

の
儀
に
つ
い
て

第

一
回

の
回
國
經
路
は
資
料

の
不
備
で
前
牛

の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
が
元
祿
十
四
年
九
月
か
ら
上
總
方
面
を
回

つ
て
江
戸
保
輻
寺
に

戻

つ
て
越
年
し
、
同
十
五
年
は
關
東
各
地
か
ら
奥
羽
地
方
を
回

つ
た
よ
う
で
あ
る
。
再
び
保
幅
寺
で
越
年
し
て
同
十

六
年
は
二
月
十
日

出
發
、
品
川
、
川
崎
、
神
奈
川
、
藤
澤
、
山
下
、
沼
目
、
小
田
原
、
三
島
、
本
市
場
、
江
尻
、
府
中
、
藤
枝
、
島
田
、
掛
川
、
見
付
、

舞
阪
、
新
阪
、
新
居
、
吉
田
、
岡
田
、
鳴
海
、
名
古
屋
、
桑
名
、
鳥
羽
、
朝
田
、
津
ど
東
海
道
筋
を
殆
ん
ど
各
宿
ご
と
に

一
兩
日
乃
至

數
日
つ

つ
開
帳
し
漸
次
西
に
移
り
、
伊
賀
か
ら
大
和
、
攝
津
の
國
々
で
も
開
帳
、
河
内
國
小
山
村
の
善
光
寺

(信
州
よ
り
の
分
身
佛
を

善
光
寺
の
回
國
開
帳

一
九
五



一
九
六

奉

祀
し
て
い
る
。
現
在
も
大
阪
府
南
河
内
郡
藤
井
寺
町
小
山
に
あ
る
)
に
逗
留
、
同
十
七
年

二
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
同
寺
で
勸
化
開

帳
を
行

つ
て
九
日
出
發
、

一
た
ん
大
坂
和
光
寺
に
入
つ
て
か
ら
瀬
戸
内
海
浩
い
に
船
陸
兩
路
を
併
用
し
て
中
國
筋
、

九
州
、
四
國
方
面

を

一
周
し
て
い
る
。
こ
の
年
以
降
は

(
元
祿
道
中
〕
に
詳
し
い
の
で
圖
面
に
あ
ら
わ
し
て
み
た
が
、

(地
圖
後
出
)

當
時
の
國
郡
名
の
ま
ま
見
る
と

中
國
筋
11
攝
津
、
幡
摩
、
備
前
、
備
中
、
備
後
、
安
藝
、
周
防
、
長
門
の
八
ケ
國

九
州
目
筑
前
、
肥
前
、
肥
後
、
薩
摩
、
大
隅
、
日
向
、
豊
後
の
七
ケ
國

四
國
口
伊
豫
、
讃
岐
、
阿
波
の
三
ケ
國

計
十
八
ケ
國
五
百
七
十
五
里
に
及
ぶ
廣
範
圍
な
出
開
帳
で
あ

つ
た
。
こ
の
年
改
元
が
あ
り
十

一
月
十
五
日
大
坂
を
經

て
京
師
に
入
り
八

坂
庚
申
堂
で
越
年
、
翌
寳
永
ご
年
ま
つ
庚
申
堂
で

一
ケ
月
聞

(
二
月
十
五
日
～
三
月
十
五
日
)
の
勸
化
開
帳
を
行
い
、
北
國
筋
山
陰
地

方

を
巡
回
し
て
い
る
。

(七
月
以
降
記
録
を
欠
く
が
)
丹
波
、
但
馬
、
播
磨
、
美
作
、
備
後
、
出
雲
、
伯
耆
、
因
幡
、
丹
後
、
若
狹
の

十

一
ケ
國
二
百
四
十
七
里
の
行
程
が
明
ら
か
で
あ
る
。
寳
永
三
年
は
前
年
十
月
七
日
か
ら
逗
留
し
て
い
た
大
津
坂
本

の
大
覺
寺
で
七
日

間

(二
月
十

一
～
十
七
日
)
の
勸
化
開
帳
を
行

つ
た
後
二
月
十
九
日
出
輿
、
若
狭
、
越
前
、
加
賀
、
能
登
、
越
中
、
越
後
の
六
ケ
國
百

五
十
七
里
を
經
て
八
月
十
三
日
信
州
本
寺
に
還
座
し
て
居
る
。

回
國
範
圍
や
開
帳
場
所
、
日
數
等
に
つ
い
て
は

一
覽
表
を
竭
げ
て
お
く
。

(第
四
表
)



第四表 回 國 範 圍 と 開 帳 場

第1回

5年

6ケ 月

第2回

1年

6ケ 月

元祿14年9月 千駄木保幅寺出立
15年"越 年
16年

17年 河内善光寺越年(7日 間開帳)

寶永2年 京都庚 甲堂越年(30日 間開帳)

〃3年 坂本大覺寺越年(7間 日開帳)
〃8月13日 善光寺 皈山

延享4年3月13日 善光寺 出立

寛延1年 常陸府中東耀寺越年(15日間縁起講釋10日 間開帳)

4月25日 より6月29日 まで田多藥

師(東 江寺)逗 留開帳
7月8日 同寺出立

9月23日 善光寺 皈山

回 國 範 圍

奥羽 ・上總方面
關東 ・東海道筋

不 明

申國筋152里

九州

四國

276里

147里

講 窮247里

北國筋157里

北 陸 ・奥 羽466
里28丁

関東

相模甲州204里
5丁

開帳場 宿寺宗 派別 數
○但 シ着開帳のみの所 は除 く

不 明

19ケ 所

25ヶ 所

9ケ 所

37ヶ 所

24ヶ 所

48ヶ 所

天台5淨 土12
眞言2
淨土15天 台2眞 言3
禪1時 宗3一 向宗1
淨土6眞 言3

淨土24天 台2禪4
一 向宗4時 宗2EI蓮1

淨土12天 台1眞 言3
一 向宗8

淨土23眞 言2天 台11
禪3淨 土眞宗4時 宗2
在家(本 陣その他)4

開 帳
總 日數

62日

100日

49日

146日

129日

172日

20ヶ 所 淨土9天 台5眞 言4
禪1在 家1

113日

(東江寺
開帳 日數
は不加)

回 國
總 日數

308日

234日

184日

264日

櫛釆・舮ω回圈認騨 1→ミギ

235日



一
九
八

回
國
が
幾
年
か
に
渉
た
り
道
中
に
於

い
て
年
末
に
さ
し
か
か
る
と
、
三
都
或

い
は
そ
れ
に
準
ず
る
程

の
都
會
地

の
何
れ
か
最
寄

の
地

に
入
り
、有
縁
の
寺
院
を
か
り
て

一
同
逗
留
す
る
。
こ
れ
は
何
地
に
お
い
て
も
僭
俗
共
に
多
忙
な
年
末
年
始
に
は
勸
化
の
實
が
上
ら
な
か



つ
た
事
と
、

一
つ
に
は
古
來
よ
り
繼
承
し
て
來
た
善
光
寺
本
堂
の
越
年
行
事
に
お
い
て
回
國
に
携
行
し
て
い
る

「御
印
文
」
が
不
可
欠

の
も
の
で
、
如
來
の
越
年

(十
二
月
の
中
の
申
の
日
)
ま
で
に
是
非
と
も
本
寺

へ
持
ち
歸

つ
て
お
く
必
要
が
あ
つ
た
爲
で
あ
る
。

善
光
寺

一
山
の
う
ち
殊
に
中
衆
十
四
坊

(徳
川
中
期
ま
で
は
十
五
坊
Y
の
住
職
が
申
心
と
な
つ
て
執
行
す
る
越
年

の
式
は
今
も
な
お

註
17

行
わ
れ
て
い
る
、古
神
道
的
性
格
を
含
ん
だ
特
異
な
秘
儀
で
昭
和
三
十
六
年
に
は
長
野
縣
文
化
財
に
指
定
せ
ら
れ
た
。彼
ら
は
年
繭
順
に

ま
た
こ
じ
ゆ
う

役
儀
を
廻
り
も
ち
し
、
當
役
(そ
の
年

の
中
心
役
と
な
る
も
の
)
、
後
住
(來
年
當
役
を

つ
と
あ
る
豫
定
の
者
)、
又
後
住

(來
々
年

の
豫

定
者
)
の
三
人
を
主
と
し
、
他
の
十

一
坊
も
こ
れ
に
協
力
し
す
べ
て
持
戒
清
淨
に
別
火
精
進
し
て
金
堂
に
參
籠
し
注

連
張
り
、
煤
拂
、

釜
所
濤
、
御
松
は
や
し
、
も
ち
つ
き
、
修
正
會
等
年
末
年
始
に
か
け
て
の
禊
齊
所
疇
祝
儀
に
關
す
る
種
々
の
行
儀
を
執
行
す
る
。
嚴
密

に
は
當
役
の
僣
個
人
を

「
堂
童
子
」
と
言
う
が
、
場
合
に
よ
つ
て
は
こ
の

一
聯
の
行
事
そ
の
も
の
を
廣
く
堂
童
子

の
儀
式
と
呼
び
な
ら

わ
し
て
い
る
。

「
御
印
文
」
は
こ
の
堂
童
子
の
儀
式
の
う
ち
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
つ
て
、
善
光
寺
如
來
尊
像
を
鑄
造
し
た
時

の
閻
淨
檀
金
で
、

三
尊
の
各
殘
金
か
ら
彫
製
し
た
と
の
傳
承
あ
る
三
顆
の
印
で
あ
る
。
常
に
金
襴
の
布
で
包
み
筐
中
に
收
め
て
あ
る
が
年
末
に
は
新
し
い

ムゑ
ロ

布
に
包
み
か
え
る
。
こ
の
眞
印
は
捺
押
し
な
い
が
、
別
に
そ
れ
を
模
刻
し
た
と
い
わ
れ
る
木
製
の
三
印
が
あ
り
、
本
師
如
來

姻
轟
.
本

師
如
來
錙

・
本
師
絮

難

の
印
文
を
刻
し
て
あ
る
.
七
募

法
要
に
は
こ
れ
を
杉
原
紙
に
藷

牟

玉
杖
の
先
端
に
つ
け
薹

童

子
が
本
尊
三
躰

(彌
陀

・
観
音

・
勢
至
の

一
光
三
尊
像
)
。三
卿
の
う
ち
二
躰
(善
光

・
彌
生
前
)
及
び
本
堂
内
陣
の
六
方
(東
南
西
北
天
地
)

の
各
々
に
三
度
宛
捺
す
形
を
し
て
ま
わ
る
。
こ
れ
に
は
禊
齊
並
び
に
養
蚕
五
穀
等
の
豊
穣
を
新
る
意
味
が
あ
つ
て
、
明
治
初
期
ま
で
は

こ
の
時
の
御
印
文
を
挾
ん
だ
牛
玉
杖
を
農
家
が
う
け
て
歸
り
田
畑
に
立
て
て
虫
除
と
す
る
古
來
か
ら
の
風
習
が
殘

つ
て
い
た
。
而
し
て

ζ
の
法
要
絡
了
後

(
十
五
日
朝

「東
門
開
き
」
の
行
儀
に
も
用

い
そ
の
夜
篋
中
に
納
め
る
)
十
五
日
ま
で
の

一
七
日
間
堂
童
子
は
眞
印

を
預

つ
て
參
詣
の
諸
人
の
頭
上
に
捺
押
の
形
を
す
る
。
こ
れ
を

「御
印
文
頂
戴
」
と
言

い
殊
に
近
郷
近
在
か
ら
當
歳

の
乳
見
を

「頂
か

善
光
寺
の
回
國
開
帳

一
九
九



二
〇
〇

せ
」
に
連
れ
て
來
る
信
徒
が
多
い
。
出
開
帳
は
信
州
本
寺
に
參
詣
し
得
ぬ
老
幼
女
性
等

へ
の
結
縁
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
前

立
本
尊
と
共

に

「
御
印
文
」
眞
印
を
携

へ
て
遠
國
の
人
々
に
も
親
し
く

「頂
戴
」
さ
せ
、
或

い
は
年
末
に
解

い
た
前
年
度

の
包
布
を
細

分

し
て
護
符
袋
に
縫
製
し

「
御
印
文
切
守
」
と
稱
し
て
篤
志
者
等
に
授
與
し
て
い
る
。
な
お
元
碌
七
年
大
坂
開
帳

の
折
四
天
王
寺
で
貧

賤

の
人
々
に

「
御
印
文
寫
し
」
を
領
布
し
た
と
あ
る
の
は
木
製
模
印
の
捺
押
紙
で
あ
つ
た
ろ
う
。

先
の
願
書
文
面
に
も
見
た
如
く
御
印
文
は
大
本
願
上
人
の
代
理
と
し
て
中
衆

の
藹
僣
、
大
勸
進
別
當
代
理
と
し
て
衆
徒

の
臈
僣
が
各

一
つ
づ

つ
巵
從
し
て
皈
山
し
堂
童
子
の
行
事
が
絡
り
次
第
直
ち
に

一
同
の
逗
留
し
て
い
る
越
年
宿
寺
に
運
ん
で
別
當

に
渡
し
そ
の
年

の

回
國
に
再
び
携
行
す
る
事
い
つ
の
場
合
も
同
樣
で
あ
る
。
な
お
先
竭
元
祿

一
四
年
五
月

の
願
書

の
中
に

「
上
人
代
青
蓮
院
」
と
あ
る
の

バリ

　

は
寳
永
七
71
年
～
明
治
元
86
年
の
問
東
叡
山
の
壓
力
に
よ
り
中
衆
十
四
坊
が
す
べ
て
天
台
宗
に
屬

せ
し
め
ら
れ
、
坊
號
を
院
號
に
改
稱

-
↓

-
⊥

し
た
時
代
が
あ
る
。
青
蓮
院
と
は
白
蓮
坊
の
事
で
あ
つ
て
古
來
か
ら
の
因
縁
に
よ
り
天
台
宗
と
な
る
も
や
は
り
大
本
願

の
末
と
し
て
上

人

の
代
理
を
つ
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
御
印
文
の
往
復
に
は
道
中
盜
難
等
を
警
戒
し
た
と
見
え

〔回
國
順
路
記
〕
に
は

御
切
文
皈
國
之
篩

ハ
小
長
持

二
而
隨
分
手
輕
人

二
相
成
候
、
重
く
候
て
ハ
万

一
金
子
と
目
懸
候
儀
も
可
有
候
ゆ

へ
な
り

と
の
注
意
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
方
御
印
文
の
な
い
間
の

一
同
は
宿
寺
に
逗
留
し
て
長
旅
の
疲
れ
を
休
め
つ
つ
、
宿
寺
等
か
ら
希
望
が
あ
れ
ぼ
年
内
に
も
數
日
前
後

の
短
期
の
開
帳
や
縁
起
講
談
を
行

い
、
新
年
に
は

「善
光
寺
本
堂
修
正
會
の
通
り
」
に
元
旦
か
ら
七
草
ま
で
の

一
七
日
間
朝
開
帳
と
日

中

日
沒
の
三
座
つ

つ
計
二
十

一
座
の
法
要
を
行
う
。
寺
役
人
は
次
年
度
の
順
路
計
書
を
ね
り
、
豫
定
地
諸
藩
の
寺
瓧

役
や
宿
驛
役
人
に

開
帳
場
や
道
中
人
馬
繼
立
の
手
配
を
依
頼
し
、
早
く
も
次
の
越
年
宿
寺
と
交
渉
し
て
三
都
の
う
ち
の
何
れ
か
に
逗
留
豫
定
が
あ
れ
ば
東

叡
山
や
公
儀

へ
願
書
を
出
し
、
大
本
願
に
も
役
僣
役
人
の
立
合
い
を
連
絡
す
る
な
ど
種
々
の
準
備
に
か
か
つ
て
い
た
。



又
越
年
逗
留
期
間
を
利
用
し
て
そ
の
地
近
邊
に
特
請
が
あ
れ
ば
隨
時
奉
持
し
て

一
日
程
度
の
開
帳
を
行

つ
て
い
る
。
例
え
ば
元
祿
十

四
年
末
に
は
、

保
幅
寺
逗
留
中

二
甲
府
御
屋
敷
そ
の
他
方

へ
本
尊
入
開
帳
奉
加

〔
三
都
開
扉
〕

寛
政
九
年
末
に
は
大
坂
深
江
法
妙
寺
を
越
年
の
基
地
と
し
な
が
ら
も
禁
裡
か
ら
の
招
待
が
あ

つ
た
の
で

一
應
京
都
伏
見
龍
雲
寺

(現
在

伏
見
善
光
寺
と
稱
す
)
に
入
り
そ
こ
か
ら
參
内
し
た
記
録
が

〔
奥
日
記
〕
に
見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
和
光
寺
よ
り
の
連
絡
書
状
の
寫
し

で
あ
る
が

・

(寛
政
九
年
十

一
月
十
七
日
)
順

(巡
)
國
先

二
お

い
て
如
來
參
内
院
家
供
奉
被

仰
付
先
例

二
無
之
善
光
御
三
方
共

二
參
内
被

仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候

云
云

・

(寛
政
十
年
二
月
十
二
日
)

一
、
信
州
如
來
樣
去
霜
月

+
七
日
禁
裡
江

糶

鮃

黄
奎

枚

早

九
日
仙
洞
樣
江

臥
輿

銀
三
枚

同
廿
百

青
讒

屡

江

融
輿

銀
二
枚

右
之
通
御
備
物
有
之
候
由
其
後
伏
見
桃
山

二
御
逗
留

極
月
之
十
日
深
江

へ
御
皈
寺
御
座
候

云
云

信
州
か
ら
御
印
文
が
到
着
す
る
と
殆
ん
ど
の
場
合
越
年
逗
留
の
宿
寺
で
七
日
乃
至
三
十
日
間
程
度
の
勸
化
開
帳
を
行

つ
て
後
回
國
に
出

發
す
る
。
そ
れ
が
も
し
三
都

の
う
ち
の
い
つ
れ
か
の
地
で
あ
る
な
ら
ば
、大
勸
進
が
單
獨
で
行

つ
て
い
る
回
國
開
帳
中

で
あ

つ
て
必
も
ら

ず
大
本
願
に
連
絡
し
、
本
願
系
の
役
僣
役
人
の
立
合
い
を
求
め
、
そ
の
連
絡
を
遲
延
或

い
は
怠

つ
た
場
合
に
は
大
本
願
側
か
ら
き
び
し

く
追
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
經
濟
問
題
が
か
ら
ん
で
い
る
爲
で
、
元
碌
五
年
の
江
戸
開
帳
中
に
勘
定
方
を
は
じ
め
不
正
を
働
き

私
腹
を
こ
や
し
た
僭
俗
が
あ

つ
て
收
入
の
三
分
の

一
を
横
領
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
開
帳
絡
了
後
も

一
向
牧
支
決
算
を
報
告
し

善
光
寺
の
回
國
開
帳

X10

1



ご
〇
二

な

い
と
い
う
亂
脈
ぶ
り
か
ら
大
本
願
で
は
殊
に
そ
の
後

の
三
都
開
帳
を
注
意
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば

〔
三
都
開
扉
〕
元
祿
五

年
及
び
七
年
の
勘
定
方
に
つ
い
て

一
、
法
印
を
始
衆
僭
も
始
而
之
事
江
戸
之
樣
子
無
心
元
見
人
聞
人
を
頼
み
此
度
之
開
帳
可
然
樣

二
は
や
る
や
う

二
御

取
持
頼
入
候
と
て

頼
け
れ
ぼ

(中
略
)
善
光
寺
の
事
な
れ
は
れ
き
く

の
衆
取
持

二
被
出
百
餘
人
あ
り
、
其
中
に
前
々
俗
人
五
六
人
道
心
五
六
人
本

〆

の
ふ
り
を
し
て
れ
き
く

衆
の
信
心
を
さ
ま
し

(中
略
)
錢
を
う
れ
ば
ち
ぎ
に
ぬ
き
し
さ
し
ほ
う
に
ぬ
き
し
金
銀

の
は
か
り
に
ぬ
き

し
入
札
の
者
と
奉
行
と
内
々
を
組
不
知
人
の
よ
う
に
も
て
な
し
、
賣
物
茶
屋
小
屋
き
も
入
す
る
ふ
り
を
し
て
其
下

ハ
皆
々
く
み
に
て

ぬ
す
み
三
ケ

一
ハ
ぬ
す
ま
れ
候

云
云

一
、
開
帳
中
毎
日
帳
か
う
せ
て

(失
て
)

ハ
又
新
く
と
ち
け
り
、
ぬ
す
み
ハ
不
及
筆

二
其
時
衆
僭
い
い
合
せ
て
さ
て
も
に
く
き
取
持
か

な
(中
略
)
こ
の
ぬ
す
み
あ
ら
た
め
た
ま

へ
と
皆
々
威
徳
院

へ
申

心
を
合
懷
中
硯
し
て
毎
日
場
所
く

の
帳
の
し
め
と
も
を
寫
暮
に

歸
り
手
前
之
帳
江
寫
し
け
る
。
さ
れ
ハ
こ
そ
し
ま
い
に
惣
高
公
儀
江
書
上
け
る
六
千
五
十
兩
と
し
て
江
戸
取
持
不
殘
京
取
持
越
後
屋

八
兵
衛
鼠
屋
十
郎
左
衛
門
加
到
し
て
上
け
り
、
其
時
最
勝
王
寺
衆
僣

の
ひ
か
え
帳
を
か
り
て
是
に
て
吟
味
さ
れ
け

れ
ハ
七
千
三
百
八

十
兩
見
え
け
り
。
時
に
最
勝
王
寺
此
殘
金

ハ
何
と
て
候
や
但
し
勘
定
ち
が
い
候
哉
皆
々
の
首

ハ
切
と
も
打
と
も
す

き
也
と
せ
め
ら
れ

泪
を
流
し
閉
口
、誠
に
苺
日
手

二
付
足

二
付
ぬ
す
む
さ
え
大
目

二
見
候

二
是

ハ
夥
し
き
事
か
な
と
有
け
れ

ハ
茂
兵
が
言
別

二
、江
戸
の

奉
加
所

ハ
本
願
を
さ
せ
ん
爲
且
那
衆
大
勸
進
江
之
寄
進
と
僞
り
立
候

へ
と
も
h
江
戸
の
普
請

ハ
千
貳
百
拾
兩
入
申
候
そ
れ
を
う
め
ん

た
め
皆
々
申
合

て
仕
候

全
く
ぬ
す
み
に
て
ハ
無
之
、
本
願
を
さ
く
る
は
ぬ
す
み
に
あ
ら
ず
や
何
と
も
い
わ
は
言

公
儀
江
可
申
上
と

申
候

ヘ
ハ
、
み
な
く

手
を
す
り
證
文
し
て
訴
訟
し
け
れ
ハ
最
勝
王
寺
も
け
に
ー

言
上

ハ
皆
々
こ
ろ
さ
れ
へ
し
然

ハ
不
宜
と
お
ん

み
つ
に
被
成
候



又
享
保
年
中

「開
帳
支
度
立
合
之
件
御
裁
許

二
付
迷
惑
の
次
第
を
認
上
々
樣
江
御
内
見
に
入
候
書
付
」
の
寫
し

(大
本
願
藏
)
の
中
に

(前
略
)
造
營
入
用
金
勘
定
之
義
有
之
譯

ハ
先
年
江
戸
京
都
大
坂
三
ケ
所
開
帳
金
無
埓

二
付
元
祿
十
三
年
辰
年
眞

田
伊
豆
守
殿
御
吟

味

二
而
相
濟
し
候

へ
共
滯
、
六
年
以
前

ニ
モ
御
奉
行
所
御
苦
勞

二
被
成
候
、
其
上
大
勸
進
諸
國
勸
化
金

一
切
勘
定
相
立
不
申
候

二
付
、

此
段
申
立
候
處
、
其
件

ハ
無
沙
汰
兩
寺
各
急
度
勘
定
可
相
立
由
被
仰
付
候
、
去
年
中
開
帳
願
之
節
茂
開
帳
中
納
候
勸
物
入
念
候
樣

二

役
人
共
江
可
申
付
旨
兩
寺
江
被
仰
付
被
下
候
樣

二
と
奉
願
候
茂
皆
以
勘
定
無
埓
仕
候
故
無
勿
體
奉
存
候
故
相
願
申
候

と
あ
る
。

こ
れ
は
前

に
も
大
本
願
側
か
ら
收
支
を
明
瞭
に
す
る
よ
う
申
付

て
ほ
し
い
と
願
出
た
の
に
封
し
公
儀
は
大
勸
進
に
有
利
な
裁

決

を
下
し
た
の
で
追
訴
し
て
い
る
文
書
で
あ
り
、
爾
來
回
國
開
帳
と
雖
も
大
勸
進
か
ら
願
書
提
出
に
署
名
の
交
渉
あ
る
苺
に
大
本
願
で

は
ま
つ
勸
化

の
た
め
か

「結
縁
」

の
た
め
か
問

い
合
わ
せ
愼
重
を
期
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。

寳
永
四
年
金
堂
完
成

の
後
三
十
餘
年
を
經
て
善
光
寺
で
は
本
堂
修
理
や
仁
王
門
、
鐘
樓
堂
、
經
蔵
等
建
立
の
必
要

が
あ

つ
て
再
び
各

　

地
に
出
開
帳
を
行
う
事
と
な
つ
た
。
元
文
五
74
年
六
月

一
日
か
ら
ニ
ケ
月
問
江
戸
開
帳
を
行

つ
た
が
そ
の
問
に

1

御
當
地
開
帳
仕
候
所
參
詣
致
群
集
勸
化
物
も
相
應

二
打
集
候
得
共
、
存
候
程

二
は
無
御
座
候
、
其
上
遠
國
之
儀
道
中
並
支
度
萬
端
物

入
多
相
殘
候
、
勸
化
物

二
而
は
大
堂
と
申
殊
更
及
大
破
修
復
成
就
難
仕
、
難
儀
至
極

二
奉
存
候
、
依
之
來
酉
年
於
京
都
大
坂
六
十
日

宛
開
帳
仕
本
堂
修
復
成
就
仕
度
奉
願
上
候

元
文
五
申
年
七
月

善
光
寺
寺
中

惣
代

輻

生

院

善
光
寺

大

本

願

同

大

勸

進

寺

肚

御

奉

行

所

善
光
寺
の
回
國
開
帳

二
〇
三



二
〇
四

と

の
願
書

〔如
來
三
都
回
國
〕
を
出
し
許
さ
れ
て
、
翌
寛
保
元
年
に
は
三
月
二
十

一
日
～
五
月
二
十
七
日
京
都
大
佛
養
源
院
で
、
同
六

月

一
日
～
八
月

一
日
大
坂
天
王
寺

で
そ
れ
ぐ

-開
帳
し
て
い
る
。
京
大
坂
兩
所
で
の
開
帳
に
關
し
て
は
江
戸
の
寺
祗
奉
行
の
他
に
南
都

御
番
所

(奈
良
奉
行
)
、

妙
法
院
宮
御
坊
官
中
、
大
坂
御
番
所
、
大
坂
御
城
代
な
ど
に
屆
出
が
必
要
で
あ
り
開
閉
帳
の
期
日
、
境
内
小

屋
掛
は
ず
し
、
散
錢
の
出
納
等
克
明
に
屆
出
て
い
る
。
例
え
ぼ
長
野
縣
立
圖
書
館
藏
の
今
井
家
文
書
中
の
書
簡
類
に
次
の
如
き
が
あ
る
。

。

覺

一
、
錢

拾
六
貫
四
百
文

右
者
當
廿
五
日
信
州
善
光
寺
本
尊
網
島
大
長
寺
よ
り
天
王
寺
講
堂
江
入
佛
仕
候
節
路
次
散
物
二
而
御
座
候
處
開
帳
支
度
調
物
爲
代

銀
右
之
錢
不
殘
松
尾
町
松
嶋
屋
兵
衛
門
と
申
者
方
江
相
渡
申
候

右
御
屆
申
上
候

以
上

信
州
善
光
寺
大
勸
進
役
人

今
井
磯
右
衛
門

印

寛
保
元
年
酉
五
月
晦
日

御
奉
行
所

。

覺

六
月
朔
日
よ
り
八
月
二
日
迄

一
、
錢
五
千
六
百
拾
九
貫
三
百
七
拾
貳
文

諸
勸
化
所
散
錢
高

錢
貳
百
貳
拾
貳
貫
四
百
拾
六
文

天
王
寺
大
工
並
旦
雇
方
江

開
帳
中
相
拂
申
候

錢
五
百
拾
八
貫
貳
百
拾
四
文

大
坂
松
尾
町
松
嶋
屋
兵
右
衛
門
方
江

開
帳
中
諸
入
用

二
相
拂
申
候



第五表 元文・寛保度三都開帳勸化金出紬

善
光
寺
の
回
國
開
帳

二
〇
五

入

金 銀 錢 細 目

江

戸

に

て

京

都

に

て

大

坂

に

て

金11,158兩2歩

錢819文

60日 間,回 向院にて
の惣勸化高

(擶 潔 兩3歩)

金2兩2歩
錢202文 i

開帳後古道具拂代回
向院よ り

金42兩2歩
銀1貫290匁

(但シ30枚 分)
銀150匁

(但 シ包銀50分 也)

1金19兩

錢1貫726文
金10兩
金6兩3歩
金10兩

金1,421兩1歩

特別信施

塔婆寄進料
御戸帳料
善佐公御厨子料
西山素洗より

65日 間京 都大佛にて
の惣勸化高

(畠角縲 兩1歩は)

金2兩2歩
銀559匁(但 シ13枚 分)
錢1貫 文

金7兩2歩
(但 シ到金1枚 分)

金3兩2歩

金2,065兩

錢141文

金6兩3歩
錢1貫451文
金7兩

參 内の節御奉納

西本願寺へ本奪御入
の節奉納

60日 間天王寺 にての

惣 勸化高

(鱗納
道具屋茂兵衛 よ り
山家屋藤七 よ り
桔梗屋治兵衛 より

錢1貫736文
大坂にて衣類 その他
納物拂代

金773兩
錢513文

特別信施

出

金 錢1細 目

金15兩1歩
錢45文

金1兩1歩
錢69文

金6兩2歩
錢601文

金1兩3歩
錢272文

金1歩
錢624文

金2歩
錢458文

世尊 院へ渡す

棟梁へ檜木 しこ
ろ代 として渡す

大工木挽扶持方
籾9俵4斗7升 代

傾安へ渡す

松本
塗師儀右衛門へ

横澤町
六助へ

鞭 驛駄
金7兩
銭292文

棟梁へ材木板代
として

金5兩4歩
銭789文

金3兩2歩
銭612文

金9兩2歩
銭235文

金7兩
銭578文

仕立屋へ

板行 屋へ

綿屋 へ

塗 師へ

金3歩}肛 へ

金1兩
銭184文

大門町又治郎へ

以 下 省 畧



金3,038兩3歩(兩 替 銀58

兩5分 ・銭3貫400文)

銀2貫214匁9分7厘,

此金38兩 ・銭111文

銭85貫929文 此 金25兩
1歩,錢77文

金3,102兩

錢188文

三 ケ所拂方都合
金6,356兩2歩

錢451文

計

16,1335兩2歩(兩 替 銀60匁 ・錢3貫400文)

1貫990匁 此 金33兩1歩 ・錢224文

7貫790文 此 金2兩 ・銭990文

金

銀

銭

都合 金16,170兩3歩

銭1貫218文

計

金9814兩1歩
錢763文

差引殘高

二
〇
六

錢
四
千
八
百
鹸

蒲

鞍

ボ

貳
百

鑾

小
四
郎
方
江
相
覆

輪

壥

馳.薦
講
齢

知
誓
而通用仕候

今

井

磯

右

衛

門

同

役
者

放

光

院

酉
八
月
五
日

御

奉

行

所

な
お
こ
の
時
の
三
都
で
の
勸
化
高
は
他
に
類
例
が
な
い
程
明
確
に
記
録
さ
れ
た

〔
勸
化

物
帳
〕
が
現
存
す
る
の
で
表
示
し
て
お
く
。

(第
五
表
)

大
坂
閉
帳
の
後

一
行
は
東
海
道
を
下
り
沼
目

(禪
奈
川
縣
山
中
郡
)
三
輻
寺
や
拜
島
普

明
寺
大
日
堂
な
ど
で
小
規
模
な
開
帳
を
し
つ
つ
信
州
本
寺

へ
如
來
を
皈
座
し
た
。



當
時

の
瓧
會
状
勢
を
見
る
と
す
で
に
徳
川
前
期
の
文
化
襴
熟
期
の
幣
が
あ
ら
わ
れ
幕
府
諸
藩
の
經
濟
は
不
況
に
墜
ち
て
い
た
.
八
代

吉
宗
は
勤
倹
爾
武
の
風
を
す
す
め
所
謂
享
保
の
改
革
を
行

つ
て
財
政
の
建
な
お
し
を
志
し
た
が
、
都
市
商
工
業
の
發
展
を
基
礎
と
す
る

時
流
に
は
抗
し
得
ず
却

つ
て
諸
候
の
不
滿
を
よ
び
、
或
い
は
藩
の
專
賣
制
度
の
壓
迫
や
貢
租
の
誅
求
の
た
め
悲
慘
な
圦
遇
に
お
か
れ
た

農
民
層
の
反
抗
が
お
こ
る
な
ど
改
革
の
實
績
は
餘
り
上
ら
な
か

つ
た
。
佛
教
に
對
し
て
吉
宗
は
特
に
排
斥
す
る
程
で
は
な
く
有
能
な
僣

に
は
個
人
的
に
親
近
し
た
が
、
佛
教
そ
の
も
の
を
格
別
尊
信
す
る
事
は
な
く
い
わ
ば
冷
淡
な
態
度
で
接
し
、
寺
院
や
僭
侶

へ
の
處
遇
を

註
18

從
來
に
比
し
て
漸
次
薄
く
し
て
行
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
享
保
七
壬
寅
年

「諸
寺
院
江
被
二仰
出
一候
控
書
」
中

に
も

一
、
堂
祗
建
立
修
復
之
爲
に
千
部
並
談
義
興
行
之
篩
勸
化

い
た
し
候

二
付
參
詣
之
も
の
に
興
行
之
旨
趣
申
聞
候
義

ハ
尤

二
候
、
善
事
修

行
之
法
席
に
て
勸
化
札
を
出
し
、
或
は
供
養
と
號
し
て
袋
を
配
り
、
灯
明
料
を
取
集
候
次
第
、
見
苦
敷
致
し
方
及
聞
候

二
付
自
分

ハ

施
主
之
志

二
任
せ
、
鄰
勞
な
る
勤
方
相
止
、
禪
門
之
俗
人
を
座

へ
出
し
候
樣
成
義
仕
間
敷
事

と
あ
り
、
そ
の
他
從
來
徳
川
氏
と
何
ら
か
の
縁
故
を
申
立
て
て
江
戸
大
奥
に
所
濤
札
を
獻
ず
る
諸
祗
寺
が
多
か
つ
た
の
を
漸
次
停
止
せ

し
め
、
五
山

の
僣
侶
が
出
世
倫
旨
頂
戴

の
後
御
禮
銀
を
獻
上
し
て
い
た
事
に
つ
い
て
も
、貧
學
の
僣
も
出
世
出
來
る
よ
う
に
と
の
理
由
で

こ
れ
を
禁
止
す
る
な
ど
種
々
の
制
約
が
な
さ
れ
た
。
行
動
の
範
圍
を
せ
ば
め
ら
れ
た
僣
侶
は
自
つ
か
ら
無
氣
力
と
な
り
、
す
べ
て
が
形

式
的
に
堕
し
て
行
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
諸
寺
の
開
帳
の
激
増
は
秘
佛
に
封
す
る
庶
民
の
感
動
を
次
第
に
稀
薄

に
し

「
嬉
遊
笑
覽

巻
七
」
に
は

江
戸
に
て
開
帳
あ
る
に
何
時
に
て
も
參
詣
群
集
す
る
は
善
光
寺

の
彌
陀
と
清
涼
寺
の
釋
迦
佛
ま
た
成
田
の
不
動
な
ど
な
り

と
は
あ
る
も
、
元
碌
度
江
戸
開
帳
の
繁
昌
ぶ
り
に
比
し
て
こ
の
時
の
三
都
開
帳
で
は
豫
想
に
反
し
て
收
盆
が
上
ら
ず
、
更
に
廣
範
圍
な

回
國
勸
化
を
必
要
と
し
て
い
た
。

善
光
寺
の
回
國
開
帳

二
〇
七



二
〇
八

B
、
第
ご
回
回
國
開
帳

大
本
願
の
資
料

〔
奥
日
記
〕
に

よ
る
と
延
享
三
年
四
月
十
六
日
出
府
中
の
大
勸
進

(宿
舍
上
野
常
性
院
)
か
ら
青
山
善
光
寺
在
住
の

大
本
願
上
人
方

へ
連
絡
が
あ
り

信
州
如
來
堂
御
修
覆
致
出
來
三
門
建
立
企
候
得
共
是
迄
は
七
年
以
前
開
帳
の
散
物
を
以
成
就
致
候

然
所
善
光
寺

二
仁
王

ハ
有
之
候

得
共
仁
王
門
無
之
候
故
本
堂

二
差
置
候
、
扨
又
元
祿
年
中
大
坂
表

二
て
經
藏
勸
化
致
金
二
百
五
十
兩
ほ
と
有
之

一
切
經
と
本
尊
は
致

出
來
候
得
共
經
堂
末
無
之
候
、
且
又
鐘
堂
無
之
ロ
ハ今
四
ツ
柱
に
て
釣
置
候
、
此
三
品
建
立
之
手
あ
て
無
之
候
間
、
右
建
立
の
た
め
出

羽
奥
州
回
國
開
帳
致
度
旨
、
此
度
御
奉
行
所

へ
奉
願
度
候
間
上
人

二
も
御
同
心
被
成
候
樣

二
申
上
候

云
云

と

の
事
で
、
大
本
願
側
か
ら
そ
れ
が
單
な
る

「
開
帳
」
で
あ
る
か
又
は

「
勸
化
」
で
あ
る
の
か
に
つ
き
問
合
わ
せ
た
所
、
四
月
二
十

一

日

に
到
り

(前
略
)
巡
行
勸
化
と
申

二
て
御
座
候
、
尤
寳
永
年
中
回
國
巡
行
被
致
候
逋

二
て
此
度

ハ
國
數
之
少
物

二
而
御
座
候

の
返
答
が
あ

つ
た
の
で
、
同
二
十
八
日
了
承
し
て
早
速
寺
祗
奉
行

へ
願
書
を
提
出
し
、
五
月
二
十

一
日
奉
行
所
大
岡
越
前
守
よ
り
許
可

を
得
た
。

。

翌
延
亨
四
年

一
月
十
五
日
回
國
開
帳

の
豫
定
を

「
爲
知
札
」
に
記
し
て
二
天
門
に
建
て
廣
く

一
般
に
公
表
し
た
。
同
三
月
八
日
師
ち

第

二
回
回
國
出
輿
の
直
前
大
勸
進
か
ら
の
書
状
を
見
る
と

〔
奥
日
記
〕

此
度
之
義

ハ
道
中
筋
相
願
候
所

二
而
五
三
日

つ
つ
も
致
開
帳
候
迄
の
儀

二
御
座
候
、
建
札
に
江
戸
表
逗
留
と
相
認
候
儀
は
北
國
雪
國

二
御
座
候
間
何
卒
江
府

二
而
致
越
年
夫
よ
り
甲
州
江
掛
り
致
皈
院
度
存
よ
り

二
御
座
候
、
毎
度
善
敷
御
相
談
可
仕
筋

二
候
得
共
願
書

急
ぎ
差
上
候
故
之
儀

云
云



と
回
國
豫
定
の
詳
細
が
事
後
承
諾
の
形
に
な
つ
た
事
を
詑
び
て
來
て
い
る
。
こ
の
書
状
で
は
江
戸
逗
留
は
越
年
の
爲
と
の
み
言

つ
て
い

る
が
實
際
に
は
越
年
の
他
に
も
延
享
五
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
七
日
迄
江
戸
本
所
の
東
江
寺
に
滯
在
し
約
ニ
ケ
月
問
も
の
勸
化
開

帳
を
行

つ
て
い
る
。

〔
如
來
三
都
回
國
〕
に
は

相
願
候
も
の
え
は
參
詣
次
第
日
々
本
尊
拜
爲
仕
候

と
あ
り
、
同
じ
頃

(寛
延
元
年
五
月
四
日
)
大
勸
進
よ
り
上
人
宛
の
書
簡
に
は

私
義
も
先
月
申
頃
出
府
可
仕
と
存
候
處
千
住
に
お
い
て
日
延
相
願
候

二
付
、
廿
五
日
江
戸
表
江
罷
出
申
候
、
宿
坊
之
儀
は
本
庄
只
ノ

藥
師
と
申
處

二
御
座
候
間
其
段
寺
祗
奉
行
所
迄
御
屆
申
上
候
、
乍
然
開
帳
と
申
儀

二
は
無
御
座
建
札
等
も
致
し
不
申
候
右
之
段
宜
敷

と
申
上
候

と
非
公
式
な
開
帳
で
あ
る
か
ら
大
本
願
側
の

「
立
合
い
」
を
さ
せ
な
い
旨
の
言
い
譯
け
を
し
て
い
る
。

出
輿
は
最
初
延
享
四
年
三
月
十

一
日
の
豫
定
で
あ

つ
た
が

「
末
た
北
國
は
雪
深
く
馬
足
立
か
ね
」
る
た
め
二
日
遲
ら
せ
て
同
十
三
日

明

六
ツ
出
立
さ
れ
、
大
本
願
か
ら
は
上
人
は
駒
返
橋
迄
、
寺
役
人
吉
村
富
右
衛
門
柄
澤
孝
左
衛
門
の
兩
人
は
町
は
ず
れ
ま
で
奉
迭
し
て

い
る
。

北
國
街
道
か
ら
越
後
路

へ
入
り
柏
崎
、寺
泊
、
新
潟
、
新
發
田

(當
地
が
越
後

一
番
の
御
繁
昌
で
城
主
か
ら
も
奉
納
金
十
兩
を
上
ら
れ

て
い
る
)
鶴
ケ
岡
等
で
勸
化
開
帳
し

つ
つ
津
輕
、
南
部
、
仙
臺
の
各
國
を
回

つ
て
本
州
の
北
端
青
森
に
至
り
(八
月
十
～
十
二
日
開
帳
)
、

會
津
を
經
て
十
二
月
八
日
常
陸
の
府
中
東
耀
寺
に
至

つ
て
越
年
す
る
。
御
印
文
は

一
時
信
州

へ
持
參
す
る
が
希
望
に
よ
つ
て
宿
寺
で
正

月
元
旦
よ
り
十
五
日
の
晩
ま
で
威
徳
院
が
縁
起
の
講
釋
を
行
い
、
御
印
文
は
同
月

二
十
七
日
に
到
着
し
た
の
で
早
速
翌
日
か
ら
十
日
間

(
一
月
二
十
八
日
～
二
月
八
日
)
勸
化
開
帳
を
行
つ
て
翌
九
日
か
ら
第
二
年
目
回
國
に
出
立
し
て
い
る
。

繪
縁
起
講
談
は
月
蓋
長
者
、
如
是
姫
の
傳
説
、
百
濟
聖
明
王
の
如
來
信
抑
、
聖
徳
太
子
と
如
來
の
因
縁
、
本
田
善
光

一
族
の
読
話
等

善
光
寺
の
回
國
開
帳

二
〇
九



二
一
◎

を
内
容
と
し
た
も
の
で
、
善
光
寺
中
衆
の

一
灘
ノ
坊
が
別
名
縁
起
堂
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
そ
の
手
法
を
歴
代
の
住
侶
が
傳
承
し
て
い

た
爲
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
中
世
の
聖
逹
の
行

つ
た

「唱
導
」
の
系
譜
を
う
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
李
易
な
物
語
り
に
よ

つ
て
勸

善
懲
惡
を
と
き
、
罪
障
懺
悔
を
す
す
め
教
化
に
盡
す
と
共
に
、
地
獄
極
樂
の
相
を
と
い
て
後
生
安
穩
の
た
め
の
作
善
と
し
て
さ
さ
や
か

な
勞
働
力

の
提
供
や
零
細
な
喜
捨
を
行
わ
せ
た
の
で
あ
つ
て
、

〔
三
都
開
扉
〕
中
に
は
繪
縁
起
講
談
並
び
に
御
印
文
頂
戴
の
冥
加
金
と

し
て

一
人
百
文
つ
つ
申
し
う
け
た
事
が
7111II

v
.録
さ
れ
て
い
る
。

第

二
年
目
は
常
陸
、
下
總
、
武
藏

の
各
地
を
回

つ
て
四
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
八
日
ま
で
江
戸
本
所
田
多
藥
師
東
江
寺
に
逗
留
。
相

模
、
甲
斐
を
經
て
甲
州
街
道
か
ら
信
州
に
入
り
九
月
二
十
三
日
皈
山
。
尤
も
最
初
は
九
月
十
六
日
着
の
豫
定
で
あ

つ
た
が
、
途
中
漸
次

延
引
し
十
八
日
に
千
曲
川

の
西
岸
稻
荷
山
本
陣
に
到
り
雨
天
滿
水
の
爲
船
留
に
あ

つ
て
通
行
出
來
ず
、
二
十
三
日
漸

く
出
立
、
小
市
通
り

で
同
日
夕
刻
善
光
寺
に
還
座
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
は
大
本
願
上
人
も
在
寺
で
あ

つ
た
の
で
門
前
ま
で
出
迎
え
、
三
寺
中
や
兩
寺
役
人
達

こ
ち
よ
う

は
威
儀
を
正
し
て
後
町
か
ら
本
堂
ま
で
供
奉
の
行
列
に
加

つ
た
。

出
開
帳

の
行
わ
れ
た
あ
と
に
は
善
光
寺
本
堂
で

「供
養
の
別
時
念
佛
」
が
行
わ
れ
る
の
が
當
時
の
慣
例
で
あ

つ
た
。
第

一
回
の
寳
永

度

は
記
録

の
不
備
で
知
る
由
も
な
い
が
、
元
文
寛
保
の
三
都
開
帳

の
後
に
延
享
三
年
三
月
十
五
日
よ
り

一
ケ
月
間
行

わ
れ
て
以
來
、
何
時

の
場
合
も
執
行
さ
れ
て
い
る
。
所
謂

「金
堂
開
帳
」
で
あ

つ
て
出
開
帳
を
行

つ
た
事
に
樹
す
る
報
告
法
要
的
意
味
合
が
見
ら
れ
る
。
第

二
回
回
國
後

の
そ
れ
は
寛
延
元
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
十
月
五
日
迄
で

〔
如
來
三
都
廻
國
〕
に
は

御
廻
向
念
佛

(中
略
)
晝
四
ツ
時
よ
り
大
鐘
を
う
ち
申
し
候
て
三
寺
中
本
堂
江
相
詰
候
、
兩
寺
役
人
四
人
裏
付
上
下

(裃
)

二
而
相

詰
候
、
尤
爲
結
縁

二
御
印
文
出
し
申
候

と
見
え
る
。
こ
の

一
年
六
ケ
月
の
間
に
巡
行
さ
れ
た
道
程
は
計
六
百
七
十
里
三
十
三
丁
、
宿
寺
八
十
六
う
ち
逗
留
は
五
十
九
ケ
寺
、
在



家

三
十

一
軒
と
な
つ
て
い
る
。

(但
し
前
掲
第
四
表
の
開
帳
場
の
項
と
數
値
が
異
る
の
は
同
表
に
は
着
開
帳
の
み
に
て
逗
留
勸
化
し
な

か

つ
た
所
は
數
に
加
え
て
な
い
故

で
あ
る
)

か
く
し
て
大
勸
進

一
行
が
回
國
勸
化
し
て
い
る
間
に
國
元
の
善
光
寺
で
は
願
書
に
も
標
榜
し
て
い
た
所
の
三
門
、
仁
王
門
經
藏
の
建

　

立
を
着
々
と
進
工
し
た
。
三
門
は
延
享
四
皿
年

一
月
十
九
日
建
立
地
形
豫
定
の
繪
圖
面
が
出
来
、
同
二
月
十
四
日
か
ら
普
請
始
め
、
寛

む

延

三
蠅
年
四
月
八
日
に
完
成
し
て
い
る
。
經
藏
は
寳
暦
五
年
よ
り
着
工
同
九
年
三
月
十
五
日
完
成
、
仁
王
門
は
同
八
年
完
成
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
者
に
要
し
た
費
用
は
金

一
萬
三
千
二
百
八
十
九
兩
と
銀
五
匁
九
分
九
厘
と

〔
見
聞
舊
事
記
副
抄
〕
等
に
あ
る
。
こ
の
時
の
回

國

に
よ
り
得
た
勸
化
金
で
賄
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
こ
の
う
ち
三
門
と
經
藏
は
現
存
し
昭
和
四
十
年
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
仁
王
門
は
弘
化
の
大
震
災
で
燒
失
し
更
に
再
建
の
も
の
が
明
治
二
十
四
年
大
火
で
燒
亡
し
た
の
で
現
在
の
門
は
大

正

七
年
建
立
の
も
の
で
あ
る
。

C
、
第
三
回
回
國
開
帳
の
中
繦

第
二
回
回
國
の
後
三
十
年
を
經
て
安
永
七
年
六
月

一
日
か
ら
本
所
回
向
院
で
八
十
日
間
の
江
戸
開
帳
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
は
梅
雨

期

か
ら
俄
に
酷
暑
と
な

つ
た
も
よ
う
で

〔
如
來
三
都
回
國
〕
に
よ
れ
ぱ
最
初
六
十
日
間
の
豫
定
で
あ
つ
た
が

(前
略
)
最
初
之
間
打
續
雨
天

二
而
此
篩
暑
氣
難
繦

(耐
え
が
た
く
)
御
座
候
故
朝
夕
開
帳
之
節
群
集
致
候
迄
二
而
晝
之
内

ハ
參
詣

も
薄
く
御
座
候
得
バ
修
復
等
之
助
成

二
も
成
兼
至
極
難
儀
仕
候
依
之
來
ル
閥
七
月
三
日
よ
り
同
廿
二
日
迄
日
數
廿

日
之
問
開
帳
日
延

仕
度
奉
願
候

云
々

と
願

い
出
て
二
十
日
間
の
延
期
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
お
充
分
な
收
盆
が
な
か
つ
た
爲
翌
八
年
六
月
頃
か
ら
回
國
の
計
謁
に

か
か
つ
て
い
る
。

〔
奥
日
記
〕
安
永
八
年
六
月
十
日
の
條
に
大
勸
進
か
ら

善
光
寺
の
回
國
開
帳

一二

一



一二

二

信
州
善
光
寺
如
來
堂
修
復

の
事
去
年
開
帳
中
之
散
物

二
而
引
足
不
申
候
故

准
后
様
(日
光
門
主
)思
召
ヲ
以
日
本
回
國
開
帳
被

仰

付
候
尤

公
儀
江
も
准
后
様
よ
り
被
仰
逹
候
得
ば
早
速
相
濟
可
申
と
存
候
、
乍
然
此
方
よ
り
も
願
書

ハ
差
出
し
先
例
之
通

一
分

二
て

差
出
候
間
上
人
江
此
段
可
申
由
之

と
申
し
越
し
、
同
年
八
月
晦
日
に
は
回
國
は
大
勸
進
が
單
獨
で
行
う
事
を
公
儀

へ
願
出
て
許
さ
れ
て
い
る
。
又
そ
の
間
に
京
大
坂
で
各

々
三
十
日
宛
開
帳
を

「
兩
寺
役
人
並
に
寺
中
立
合
」
で
行
う
と
の
趣
旨
に
つ
き
兩
本
坊

(大
本
願
役
人
岡
澤
良
右
衛

門

.
大
勸
進
役
人

三
木
頼
母
)
及
び
寺
中
の
連
署
を
以
つ
て
屆
け
出
で
、
上
野
執
當
中

の
添
簡
を
得

て
寺
肚
奉
行
所

へ
願

い
出
で
九
月

六
日
に
許
さ
れ
た
。

同
十
月

に
掲
示
さ
れ
た
爲
知
札
の
文
面
は
〔
奥
日
記
〕
に
次

の
通
り
あ
る
。

當
山
如
來
日
本
回
國
開
帳

御
冕

二
付
來
ル
子

(安
永
九
年
)
二
月
御
發
輿
木
曾
路
美
濃
路
近
江
路
通
行

京
大
坂

二
而
三
十
日
宛
開
帳
、
五
畿
内
紀
州
巡
國
東

海
道
下
向
江
戸
越
年

翌
丑

(天
明
元
年
)
よ
り
關
東
諸
國
相
廻
其
後
東
國
西
國
九
州
四
國
巡
行
畢
而
本
山
御
還
座
奉
成
者
也

亥
九
月諸

勸
化

一
切
不
出

こ
の
時
の
回
國
の
目
的
に
つ
い
て
は
國
家
安
全
所
願
、
遠
國
の
老
女
人
等
と
の
結
縁
が
主
體
で
餘
力
が
あ
れ
ぼ
五
重
塔
建
立
の
爲
に
し

た

い
と
の
事
で
あ
つ
た
。

む

如
來
は
安
永
九
78
年
三
月
十
六
日
發
輿
さ
れ
、
大
本
願
か
ら
は
上
人
が
出
府
中
で
あ
る
た
め
役
僭
役
人
兩
名
が
丹
波
嶋
迄
奉
途
し
て

ユ

い
る
。
大
勸
進

一
行
は
如
來
を
奉
持
し
て
約
十
日
の
行
程
で
上
洛
す
る
が
、
大
本
願
側
の
立
合
人
宗
光
寺

(役
僭
)
、

柄
澤
右
夲

(役

人

)
を
は
じ
め
先
番

の
僣
四
人
(衆
徒
老
僣
徳
壽
院

・
中
衆
の
向
佛
坊
、
野
村
坊

・
妻
戸
の
甚
妙
坊
)
は
先
着
し
て
二
十
五
日
大
津
で
如



來
を
迎
え
、
供
奉

の
行
列
に
加
つ
て
二
條
寺
町
の
盧
山
寺
に
入
つ
た
。

こ
こ
で
四
月

一
日
よ
り

一
ケ
月
問
京
都
開
帳
を
行

い
五
月

一
日
准
后
樣
御
拜
、
二
日
如

(女
)
院
御
所
、
三
日
新
女
院
御
所
、
四
日

所
司
代
並
町
奉
行
所
、
六
日
仙
洞
御
所

へ
い
つ
れ
も
如
來
を
動
座
し
て
結
縁
し
た
。
爲
に
日
程
は
順
延
し
五
月
六
日
か
ら
大
坂
開
帳
の

豫
定
で
あ
つ
た
の
が
京
都
出
輿
が
七
日
と
な
り
、
途
中
守
口
で

一
泊
し
て
九
日
漸
く
大
坂
天
王
寺
に
到
着
し
た
。
大
坂
開
帳
は
五
月
十

二
日
か
ら

一
ケ
月
間
で
六
月
十
二
日
結
願
閉
帳
し
、
十
九
日
に
出
立
堺

へ
向

つ
た
。

立
合

い
の
任
を
絡
え
た
大
本
願
の
役
繪
役
人
は
如
來
を
堺
ま
で
奉
迭
し
て
二
十

一
日
舟
で
京
に
引
返
し
直
ち
に
皈
國
の
途
に
つ
き
、

七
月
四
日
信
州
本
寺
に
歸
山
し
た
。

第
三
回
回
國
に
つ
い
て
は
大
勸
進
資
料
が
全
く
な
く
大
本
願

〔奥
日
記
〕
申
に
散
見
す
る
大
勸
進
よ
り
の
書
状
類

の
控
え
に
よ
つ
て

概

略
を
知
る
の
み
で
あ
る
爲
堺
以
降
の
順
路
は
不
詳
で
あ
る
。
和
泉

・
紀
州
畿
内
各
地
か
ら
東
海
道
を
下
り
江
戸
東
江
寺
で
越
年
し
、

安
永
十
年

(邸
ち
天
明
元
年
)
に
は
蘭
東
諸
國
、
天
明
二
年
は
陸
奥

・
出
羽
方
面
を
經
て
越
後

の
十
日
町
に
至

つ
た
所
で
別
當
靈
鷲
山

院
慈
薫
が
發
病
、
六
月
二
十
三
日
不
幸
旅
路
で
急
逝
し
た
。
こ
の
件
は

〔
別
當
傳
略
〕
に
も

二
年
壬
寅
六
月
在
越
後
十
日
町
來
迎
寺
公
偶
感
疾
以
廿
三
日
寂

秘
喪
不
發
從
者
奉
佛
歸

七
月
十
日
發
喪
築
塔
干
寺
垣
内

在
職

凡
十
五
年

云
々

と
あ
る
。
別
當
の
逝
去
を
内
密
に
し
た
ま
ま
宿
寺
を
去
り
、
二
組
に
分
れ
て

一
は
遺
骸
を
信
州
に
運
び
六
月
二
十
五
日
着
寺
直
ち
に
埋

葬

し
、
他
は
如
來
を
奉
持
し
て
同
月
二
十
七
日
還
座
し
た
。
業
牛
ば
に
し
て
逝

つ
た
別
當
の
心
中
の
無
念
さ
い
か
ぼ
か
り
で
あ
つ
た
ろ

う
。回

國
中
に
死
亡
或

い
は
罹
病
の
爲
皈
國
し
た
從
侶
の
例
は
こ
の
他
に
も
な
お
數
人
あ
る
。
交
通
の
不
便
な
時
代
に
あ
つ
て
開
帳
と
移

善
光
寺
の
回
國
開
帳

一=

三



第六表 天明寛政年間三堂修覆等の費用

1三門御鰭 鑞 拂囃 藏罅 齢 谿 帳

9-・2月齧 夢鹸

御本堂修復金錢拂帳寫

錢1〆237文

2〆721文

275〆692文

51〆458文

355〆534文

1,177〆856文

656〆334文

618〆916文

金9兩3分

〃121兩3分

金224兩1分2朱

〃24兩3分

〃93兩2朱

〃308兩1分2朱

〃167兩1分

〃259兩1分

年 月

天 明1年

2・1～7月

3・1.12

4・3-12

5・112

6・1-x-12

7・1-12

8・1-x-8

1～5月 金44兩2分2朱

錢153〆804文

5～12月 金266兩2分

錢230文

寛政1

1～5月 金430兩3分

銭76文

〃2,244兩3分2朱〃2・12

金64兩3分2朱
銭215〆439文

金697兩1分
銭310文

〃3,453兩2分

(爲 金3,959兩3分2朱 ・銭631文)

金4,757兩1分

銭1〆456文

計

惣 〆

二

一
四

黌
鱸
麗
雛
壇
驪
曙薪
難
翫
矧㎞灘
喉

て
、
文
字
通
り
不
惜
身
命
の
勸
化
巡
行
の
き
び
し
さ
尊
さ
を
知

る
の
で
あ
る
。
殊
に
こ
の
第
三
回
で
は
二
年

三
ケ
月
の
短
期
間

監
古雛
勲
舶宰騰

嬰
旙
瀞罐
雛

な
り
奥
州
斗
ケ
川
よ
り
戻
る
。
同
十

一
月

九
日
得
住
院
病
氣
に

て
常
陸
須
賀
川
よ
り
新
七
藤
介
二
人
が
つ
き
そ
い
歸
山
。
と
い

う
不
鮮
事
の
連
續
で
あ
つ
た
。

明懿
嫉
藤
饕
勵蟻
態
詐
轂鬆

磁柵謙
灘
犠
聯
越
猷蘭霧

い
る
の
で
そ
れ
を
上
回
る
收
盆
が
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(第
六
表
)



D
、
第
四
回
回
國
開
帳
と
奉
加
金

前
回
出
開
帳
中
繦
の
後
十
二
年
を
經
た
寛
政
六
年
大
勸
進
等
順
を
中
心
と
し
て
そ
の
續
行
が
計
書
さ
れ
た
。
寛
政

六
年
二
月
十
六
日

大
本
願
で
は
回
國
開
帳
を
行
う
に
つ
い
て
諸
役
向

へ
願
書
提
出

の
た
め
に
大
勸
進
が
江
戸
表
に
出
府
す
る
と
の
連
絡
を
う
け
た
。〔
如
來

三
都
回
國
〕
中
に
記
録
さ
れ
て
い
る
そ
の
書
状
は
非
常
な
長
文
で
あ
る
が
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

"
こ
の
度
回
國
を
企
て
た

理
由
は
天
明
二
年
先
住
が
回
國
先
で
,邉
化
さ
れ
た
の
で
、
當
住
は
別
當
に
任
命
さ
れ
る
や
直
ち
に
回
國
先
に
出
向
い
て
そ
の
巡
行
を
繼

承

し
豫
定
を
完
了
し
て
か
ら
入
院

(晋
山
)
す
る
つ
も
り
で
い
ら
れ
た
。
し
か
し
寺
務
に
不
案
内
の
事
と
て
ど
に
か
く
ま
つ
入
院
さ
れ

た
。
故
に
い
つ
ま
で
も
そ
の
事
業
を
中
途
に
殘
し
て
お
い
た
の
で
は
後
々
の
さ
わ
り
に
も
な
ろ
う
か
ら
と
内
々
で
上
野
の
法
類
方
よ
り

御
奉
行
所
に
聞
き
合
わ
せ
た
所
、

一
應
回
國
を
成
就
し
て
お

い
た
方
が
よ
か
ろ
う
と
の
事
で
院
家
を
お
召
し
と
な
つ
た
。
こ
の
よ
う
な

次
第
で
あ
る
か
ら
上
人
に
よ
ろ
し
く
申
上
て
ほ
し
い
"
と
の
内
容
で
あ
る
。

こ
の
時
の
開
帳
目
的
は
當
然
先
の
第
三
回
の
目
的
と
同
樣
で
あ
る
が
、

「
日
本
巡
行
先
用
雜
記
」
(岸
本
家
文
書
)

の
寛
政
七
年
五

月
廿

一
日
の
條
に
宿
寺
の
準
備
を
依
頼
す
る
に
際
し
、
同
地
方
を
回
ら
れ
た
先
例
翻
ち
第

一
回
の
場
合
と
對
比
し
て
今
回

の
開
帳
の
性

格
を
明
記
し
た
箇
所
が
あ
る
の
で
次
に
記
し
て
お
こ
う
。

寳
永
年
中
之
巡
行
は
本
堂
燒
失

二
付
爲
建
立
被
致
巡
國
候
故
建
立
第

一
質
素

二
人
數
も
少
勢

二
而
相
廻
り
候

此
度
巡
國
開
帳
は
先

格

之
通
二
候
得
共
別
當
之
志
願

ハ
第

一
爲
國
家
安
全
並
遠
國
之
極
老
女
人
等
信
州
迄
參
詣
難
相
成
者
江
爲
結
縁
被
致
巡
行
開
帳
候

其

上
若
多
分
之
散
物
寄
進
等
も
有
之
候
得
は
年
來
燒
失
之
五
重
之
塔
再
建
之
志
願

二
候
間
隨
分
寺
格
も
輕
く
同
勢

も
省
略
致
し
候
得

共
先
年
よ
り
人
數
も
少
々
相
増
候

依
之

一
宿
併
逗
留
開
帳
有
之
候
御
寺
院
小
寺

二
而
候

ハ
ハ
先
例

二
無
之
候
と
も
相
應

二
閲
取
等

有
之
候
御
寺
院
江
御
相
談
有
之
候
樣
致
度
候

夫
も
無
之
場
所
等
は
本
尊

ハ
御
寺
別
當
は
俗
家

二
而
も
宜
敷

獪
又
御
寺
院
無
之
村

善
光
寺
の
回
國
開
帳

二
訟
五



繭二

六

方

ハ
本
尊
御
宿
も
俗
家

二
而
宜
敷
候

且
又
道
法

(
み
ち
の
り
)
の
義
は
諸
人
信
心

二
而
拜
禮
之
輩
多
途
中

二
而
御
輿
手
間
取
候
故

一
日
に
五
里
六
里
之
外
通
行
難
被
致
候
問
其
御
積
り
二
而
休
泊
御
世
話
頼
入
候

云
々

又

こ
の
回
國
中
に
も
京
大
坂
で
越
年
及
び
開
帳
が
あ
る
場
合
に
は

如
來
御
巡
國
序

(
つ
い
で
)

二
於
京
都
大
坂
御
開
帳
有
之
候
由

(中
略
)
巡
國
序

二
て
も
先
例
御
立
合

の
場
所

二
て
御
座
候
此
段
承

知
致
度
候

云
々

と

の
事
で
そ
の
都
度
連
絡
に
よ
り
大
本
願

の
役
僣
役
人
が
出
向
し
て
い
る
。
全
國
を
逋
覽
し
て
越
年
宿
寺
等
で
長
期
勸
化
開
帳
の
行
わ

れ
た
も
の
を
抽
出
す
る
と
第
六
表

の
如
く
で
あ
る
。

(第
七
表
)



「
立
合

い
」
は
既
述
の
如
く
奉
加
金
の
出
納
に
關
す
る
監
督
の
意
味
が
大
き
い
が
、
本
來
法
要
に
は
上
人
も
出
仕
せ
ら
れ
る
は
ず
で
あ

つ
て
、
江
戸
開
帳
で
は
上
人
出
府
中
な
ら
開
閉
闢

の
法
要
に
必
ず
仕
出
し
て
い
ら
れ
る
の
に
、
京
大
坂
ま
で
は
女
性

の
た
め
同
行
せ
ら

れ
な
い
爲
そ
の
代
理
と
し
て
法
筵
に
出
席
す
る
の
が
役
僣
の
任
務
で
も
あ

つ
た
。
「巡
行
用
記
」
な
ど
の
京

・
大
坂
で
の
結
願
の
折
に
は

善
光
寺
の
回
國
開
帳

tl
l
七



一二

八

い
つ
れ
も
左
の
如
き
記
事
が
見
ら
れ
る
。

　

　

　

八
ツ
時
惣
閉
帳
宗
光
寺
御
代
拜
相
勸
聽
聞
座
出
席
柄
澤
右
夲
善
光
前

二

法
事
相
濟
閉
帳
各
退
出

宗

光
寺
と
は
大
本
願

の
役
僣

・
柄
澤
右
夲
は
同
じ
く
役
人
で
あ
つ
て
開
帳
期
間
中
各
々
法
務
寺
務
を
分
擔
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

先
の
記
録
中
に
も
見
え
る
如
く
回
國
中

の
行
程
は
李
均

一
日
五
～
六
里
程
度

(船
の
場
合
は
こ
れ
以
上
も
可
能
)

で
あ
つ
て
次
の
開

帳
場
ま
で
餘
り
遠
い
場
合
は
適
當
な
所
で
宿
泊
し
つ
つ
進
ん
で
い
る
。
宿
泊
も
開
帳
も
原
則
と
し
て
寺
院
を
借
り
る
が
、
人
數
に
樹
し

て
手
狹

の
場
合
は
ニ
ケ
所
以
上
に
分
宿
す
る
事
も
あ
り
こ
れ
を

「下
宿
」
と
言

つ
て
い
る
。
適
當
な
寺
院
の
な
い
土
地
で
は
在
家
を
用

い
る
事
も
あ
り
本
陣
或

い
は
庄
屋
等
に
逗
留
し
た
例
も
し
ば
く

あ
る
。
道
中
に
て
の
心
得
が

〔
巡
行
用
記
〕
に
記

し
て
あ
る
が
こ
れ

註
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は
江
戸
開
帳
に
お
け
る

「定
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
や
や
件
數
が
少

い
も
の
で
あ
る
。
印
ち

定

一
、
火
之
元
之
儀
は
別
而
大
切
之
事

二
候
聞
面
々
心
を
か
け
晝
夜
無
油
斷
可
被
申
付
事

一
、
參
詣
之
諸
人
に
對
し
疎
略
成
挨
拶
等
有
之
間
舗
候

尤
群
集
之
中

二
は
御
歴
々
も
可
有
之
候
間

失
禮
無
之
様
可
相
愼
事

一
、
開
帳
場
所
は
勿
論
上
下
御
道
申
御
宿
寺
等
に
お
い
て
無
盆
の
雜
談
無
作
法
の
躰
無
之
義
相
愼
可
事

一
、
開
帳
中
他
出
堅
無
用

二
候
尤
無
據
用
事
有
之
候

ハ
バ
役
僭
江
申
逹
許
容
之
上
罷
出
歸
候
篩
は
阜
速
其
屆
可
有
之
候

夜
中
は
用
事

有
之
候
共
他
出
堅
無
用
之
事

一
、
散
錢
散
物
等
は
信
施
物
之
事

二
候
間

雖

一
紙
牛
錢
と
不
可
致
疎
略
事

一
、
召
仕
之
者
共

二
至
迄
口
論
或

ハ
異
隔
ケ
聞
敷
儀
な
ど
於
有
之
輩
は

不
論
是
非
早
速
信
州
江
可
差
戻
事

一
、
極
暑
之
節

二
候
得
は
病
人
も
可
有
之
候

其
篩

ハ
役
僭
役
人
江
申
達
早
速
療
治
を
加

へ
可
申
候

押
而
相
勤
候
儀
可
爲
無
用
事



右
之
條
々
僭
俗
並
末
々
二
到
迄
急
度
可
相
守

若
於
犯
違
之
輩
有
之
は
依
其
品
可
令
沙
汰
候

以
上

　

こ
の
時
の
回
國
は
寛
政
六
79
年
七
月
十
九
日
に
越
後
芝
田

(新
發
田
)
ま
で
の

「
大
先
觸
」
を
出
し
、
同
二
十
五
日
人
足
八
十
五
人

1

と
馬
十
七
疋
の
先
觸
を
出
し
て
、
八
月
三
日
善
光
寺
を
出
輿
し
て
い
る
。

〔巡
行
用
記
〕
に
あ
る

「人
馬
先
觸

二
差
添
加
候
人
馬
割

・

控
」
に
よ
る
と
當
時
回
國
に
所
持
し
た
も
の
が
到
る
の
で
次
に
掲
げ
て
お
く
。

(
な
お
◎
印
を
附
し
た
も
の
は
延
享
度
回
國
記
録
中
に

も
見
え
る
も
の
で
あ
る
)

幟

・
一
人

◎
双
盤

・
二
人

◎
散
錢
箱
二

・
四
人

◎
常
香
常
灯

・
二
人

◎
本
尊
御
龕

・
六
人

◎
御
印
文
御
龕

・
四
人

釋
尊
御
龕

・
四
人

寳
物
長
持
七
棹

・
三
十
八
人

兩
掛
四
荷

・
四
人

玉
照
院
加
籠

・
三
人

◎
奥
長
持
六
棹

・
三
十
二
人

(但
し
延
享
度
は
五
棹
)

善
光
寺
の
回
國
開
帳

二
一
九



二
二
〇

竹

馬

・
一
人

合

羽

籠

・
二
人

茶

辨

當

・
一
人

乘
掛
拾
駄

・
馬
十
疋

・

駄
荷
七
駄

・
馬
七
疋

(延
享
度
は
乘
掛
九
駄
、
駄
荷
多
少
と
あ
る
)

と
あ
る
。
北
國
街
道
を
飯
山
通
り
で
北
上
し
、
前
回
中
止
に
な

つ
た
越
後
の
十
日
町
時
宗
の
來
迎
寺
で
三
日
間

(八
月
九
～
十

一
日
)

の
勸
化
開
帳
を
最
初
と
し
、
加
賀

・
越
前
の
諸
所
を
經
て
越
前
府
中

(武
生
)
淨
土
宗
の
引
接
寺
で
越
年
及
び
初
開
帳

(寛
政
七
年
二

月
十

一
～
二
十
五
日
)
を
行

つ
て
い
る
。

七
年
は
二
月
二
十
七
日
府
中
出
輿

・
若
狹
の
小
濱
か
ら
裏
日
本
側
を
本
州
の
西
端
萩
ま
で
行
き
中
國
地
方
、
印
ち
宮
津

二
碣
知
山

・

鳥
取

・
米
子

・
松
江

・
湯
津

・
萩

・
吉
田

・
三
次

・
松
山

・
津
山

・
幾
野

・
笹
山

・
郡
山
と

一
巡
し
て
京
都
伏
見
龍
雲
寺

に
入
る
。

八
年
は
同
處
で
越
年
後
の
初
開
帳
を
行

つ
て
三
月
二
十
二
日
出
輿
、
大
坂
か
ら
海
陸
兩
路
を
交
じ
え
て
明
石

・
赤
穗

・
岡
山

・
矢
掛

・
幅
山

・
岩
國

・
長
府
と
中
國
路
を
西
下
し
、
八
月
四
日
赤
間
か
ら
海
上
三
里
を
經
て
小
倉
に
渡
る
。
九
州
で
は
博
多

・
唐
津

・
長
崎

・
嶋
原

・
佐
賀

・
隅
本

・
久
留
米

・
秋
月
と
北
部
を
回
國
し
て
十
二
月
八
日
小
倉
の
峯
高
寺
に
到
る
。

九
年
越
年
後

(恐
ら
く
峯
高
寺
で
勸
化
開
帳
を
行

つ
た
で
あ
ろ
う
が
明
確
な
資
料
は
な
い
)
三
月

一
日
出
輿
以
降
宇
土

・
水
股

・
出

水

・
鹿
兒
島

・
都

ノ
城

・
佐
土
原

・
高
鍋

・
歌
枝

・
竹
田

・
臼
杵

・
佐
伯
に
至
り
、
七
月
二
十
日
頃
海
上
二
十
二
里
程
を
宇
和
島
に
渡

る

(伯
し
前
回
は
臼
杵
か
ら
乘
船
)。

此
處
の
船
便
は
城
主
よ
り
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で

〔
回
國
順
路
記
〕
に
は

當
所
よ
り
四
國
江
御
移
り

伊
豫
宇
和
嶋
迄
海
上
貳
十
貳
里

勿
論
城
下
大
手
先

二
而
御
乘
船
御
馳
走

御
船
左
之
通

御
關
船

十
四
端
帆

壹
艘



供
船

八
反
帆

三
艘

傳
馬
船

壹
艘

御
出
帆
之
日
暫
漕
出
し
御
船
か
か
り
、
翌
日
未
明
よ
り
漕
出
し
暮
六
ツ
時
宇
和
島
よ
り
三
里
手
前
大
浦
と
申

二
か
か
り

翌
日
宇
和

嶋
之
内
か
ば
島
と
申

へ
御
船
參
り
候
時

宇
和
島
よ
り
御
迎
船
出
候

師
ち
三
日
間
の
船
旅
で
あ

つ
た
。
四
國
は
大
洲

・
松
山

・
今
治

・
丸
亀
か
ら

一
時

(八
月
下
旬
)
本
州
に
渡

つ
て
倉
敷

.
笠
岡
等
で
勸

化

し
再
び
四
國
の
高
松

・
徳
島
と
巡
行
し
て
淡
路
島
須
本
を
經
て
播
州
明
石
か
ら
兵
庫

・
尼
ケ
崎

・
大
坂
深
江
法
妙
寺

へ
入

つ
て
い
る

(
前
回
は
徳
島
か
ら
大
坂
ま
で
船
で
直
行
で
あ
つ
た
)。

前
の
元
祿
十
七
年
の
場
合
は
九
州
四
國
を

一
ケ
年
で
回
國

し
た
の
で

一
ケ
所

に
お
け
る
開
帳
期
間
も
極
く
短
か
か
つ
た
が
、
今
回
は
各
所
で
の
逗
留
日
數
を
や
や
延
し
ニ
ケ
年
を
か
け
て
九
州
四
國
を
回
國
し
て
い

る
。
な
お
具
體
的
に
は
地
圖
及
び
前
竭
第
四
表
に
記
入
し
て
あ
る
。

(地
図
A
)

厂

こ
の
年
十
月
十
日
に

一
た
ん
法
妙
寺

へ
着

い
た

一
行
は
間
も
な
く
京
都
に
出
て
伏
見
龍
雲
を
宿
寺
ヒ
し
十

一
月
十

七
日
禁

裡

參

内

(
黄
金

一
枚
如
來
前
に
備

へ
ら
る
)
、
同
十
九
日
仙
洞
御
所

(銀
三
枚
御
そ
な
え
)、

同
二
十

一
日
青
蓮
院
門
跡

(
銀
三
枚
御
そ
な
え
)

で
の
各
拜
禮
の
事
が
あ
つ
て
十
二
月
十
日
再
び
深
江
に
歸
着
し
て
越
年
し
た
。
な
お
こ
の
時
大
勸
進
は
金
百
拾
兩
を
青
蓮
院
坊
官
以
下

註
20

一
統
に
獻
D
て
は
U
め
て
紫
衣
勅
許
並
び
に
法
親
王
御
召
古
網
代
輿
の
下
賜
を
得
た
の
で
あ
る
。

+
年
二
月
+
言

よ
り
吾

間
同
寺
で
開
帳
、
+
七
日
笛

輿
、
二
吉

よ
り
(期

閥

不

明

「
し
ば
ら
く
」
と
の
み
あ
る
)
京
都
龍
龍蕁

開
帳
を
行

つ

て

い
る
。
そ
の
後

の
經
路
は
不
明
で
あ
る
が
大
津
で
勸
化

の
あ
つ
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
近
江
路

・
美
濃
路

・
木
曾
路
と
開
帳

善
光
寺
の
回
國
[開
帳

二
二
一



二
二
二

を
重
ね
つ
つ
信
州
に
戻

つ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
寺
還
座
は
六
月
二
十
二
日
で

〔
奥
日
記
〕
に
は

御
參
内

の
節
之
通
之
御
烈

(行
列
)
二
て
御
着
之
由

宗
光
寺
丹
波
島
迄
御
出
迎
に
罷
出

彦
太
夫
富
右
衛
門
中

ノ
御
所
迄
罷
出
候

と
あ
り
、
無
事
到
着
さ
れ
た
の
で
〔
同
〕
七
月
十
七
日
に
は
大
本
願
よ
り
御
祝
儀
と
し
て

「先
例
の
通
り
昆
布
杉
原
紙
五
帖
」
を
大
勸
進

方

へ
膾
呈
し
て
い
る
。
な
お
回
國
後
の
金
堂
開
帳
は

「念
佛
堂
御
回
向
も
年
數
延
居
り
候

二
付
序

二
有
之
候
」
と
の
事
で
四
萬
五
千
日

　

回
向
を
か
ね
て
翌
寛
政
十

一
79
年
三
月

一
日
よ
り
四
月
三
十
日
迄
行
わ
れ
て
出
開
帳
に
關
す
る

一
聯
の
法
務
を
完
了
し
た
。

1

斯
樣
に
長
期
聞
廣
域
を
勸
化
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
勸
化
高
は
不
明
で
あ
り
而
も
回
國
の
目
標
と
し
て
願
書
に
も
表
明
し
て
あ
つ
た
五

重
塔
の
建
立
の
件
は
、
寛
政
十
年
十
月
十
九
日

〔
奥
日
記
〕
書
駿
に

五
重
之
塔
之
儀
此
度
上
野
よ
り
被
仰
出
早
々
取
懸
り
候
樣
被

仰
付
候
由

二
て
菓
門
町
寛
慶
寺
裏
通

二
て
地
面
極

り
三
十
間
四
方
之

地
處
之
由

云
々

と
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
い
つ
し
か
立
滄
え
と
な
り
現
在
に
至
つ
て
い
る
。

當
時
の
爲
政
者
十

一
代
家
齊

の
治
世
の
後
孚
は
元
祿
時
代
と
並
稱
せ
ら
れ
る
文
化
文
政

の
淌
費
文
化
爛
熟
の
期
を
現
出
す
る
の
で
あ

る
が
、す
で
に
寛
政
の
頃
か
ら
そ
の
前
驅
症
状
が
現
わ
れ
て
居
り
、豪
奢
な
風
俗
の
反
面
に
は
幕
閣

の
裏
面
に
汚
職
收
賄
が
牛
ぼ
公
然
と

行
わ
れ
、
權
力
者
の
誅
求
に
封
す
至

般
庶
民
の
批
難
や
う
ら
み
の
馨

大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
等
さ
ま
ぐ

な
幤

害
が
生
じ
て
い
た
。

い
わ
ゆ
る

「
寛
政

の
改
革
」
が
老
中
松
李
定
信
ら
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
が
褪
癈
的
世
相
や
經
濟
の
不
況
を
立
て
直
す
に
は
至
ら
な
か
つ

た
。
農
民
層
に
封
す
る

一
種
の
懷
柔
策
と
し
て
孝
子

.
貞
節

・
忠
義

・
潔
白
∵
農
業
出
精
者
な
ど
を
選
ん
で
褒
賞
を
與
え
、
そ
れ
を
世

の
鑑
と
言
立
て
抑
壓
さ
れ
た
彼
ら
を
更
に
儒
教
道
徳
で
拘
束
す
べ
く
官
撰
せ
ら
れ
た

「官
刻
孝
義
録
」
五
〇
卷

(寛
政
元
襴
年
)
や
、

1



各
藩
か
ら
公
刊
せ
ら
れ
た
善
薯

の
記
録

(文
化
四
跚
年
)
は
葱

從
を
美
笹

し
薮

え
こ
ま
れ
た
被
支
配
階
響

逹
の
悲
慘
笙

ユ

活

を
如
實
に
語

つ
て
い
る
。
信
州
で
は
松
本
藩
の
松
本
孝
子
傳

・
上
田
藩
の

「上
田
封
内
孝
民
傳
」

・
高
島
藩
の

「
爲
仁
録
」
な
ど
あ

る
が
、
こ
れ
は
ひ
と
り
信
州
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
全
國
的
に
み
ら
れ
る
農
山
漁
民
層
の
實
態
で
あ
つ
た
ろ
う
。
貧
困

・
病
氣

・
家
庭
不

和
等
の
不
遇
な
環
境
に
あ
え
ぐ
人
々
の
多
か
つ
た
で
あ
ろ
う
僻
遠
の
地
方
に
ま
で
勸
化
開
帳
し
、

一
枚
牛
紙
の
喜
捨

に
よ
る
如
來
と
の

結
縁
を
と
き
、
來
世
往
生
の
契
約
た
る
御
印
文
の
頂
戴
、
血
脈
授
與
等
を
行

つ
た
出
開
帳
の
行
爲
は
時
に
は
採
算
を
度
外
覗
し
た
捨
身

の
行
願
で
あ
つ
た
か
も
し
れ
な
い
。
善
光
寺
の
存
在
は
こ
れ
に
よ
り
全
國
的
に
知
ら
れ
、

一
光
三
尊
の
如
來
信
仰
が
廣
く
深
く
祗
會

の

底
邊
に
生
き
る
人
々
に
ま
で
も
浸
透
し
て
行
つ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
時
五
重
塔
は
建
立
に
到
ら
な
か
つ
た
が
大
勸
進
で
は
そ
の
淨
財
を
以
て
寛
政
八
年
大
勸
進
本
坊
内
に
萬
善
堂

を
、
同
九
年
護
摩

堂
及
び
内
佛
殿
、
同
十

一
年
聖
天
堂
や
數
棟
の
倉
庫
小
宇
等
を
建
造
し
た
。

〔
別
當
傳
略
〕
等
順
の
項
に
は
次
の
如
く
あ
る
。

寛
政
八
年
丙
辰
建
萬
善
堂

九
年
丁
巳
建
護
摩
堂
及
内
佛
殿
新
殿

十

一
己
末
建
聖
天
堂
其
餘
五
六
倉
庫
ご
三
小
宇
新
造
焉

萬
善

堂
以
下
盡
在
本
坊
垣
内

以
別
當
所
得
淨
財
充
其
費
用

若
巡
國
所
得
淨
資
備
建
塔
費
用

以
付
後
紹
職
者

云

々

そ

の
得
た
所
の
淨
財
總
額
は
不
明
で
あ
る
が
、
長
期
の
巡
行
で
あ
る
た
め
あ
る
程
度
た
ま
る
と
追
々
使
者
に
托
し
て
本
寺
に
持
ち
歸
ら

し
め
た
よ
う
で
寛
政
度
現
存
の
資
料
申
か
ら
は

。
寛
政
七
年
六
月

二
十

一
日
銀
山
か
ら
金
六

一
〇
兩
を
善
光
寺

へ
、
別
に
金
五
〇
兩
を
當
年
末
よ
り
逗
留
豫
定

の
京
都
龍
雲
寺

へ

「
越

年

の
支
度
料
と
し
て
遣
す
」
と
計
六
六
〇
兩
を
も
た
せ
て
居
る
。

。
寛
政
七
年
八
月
十
二
日
廣
島
か
ら
金
二
七
〇
〇
兩
を
善
光
寺

へ
入
金
、
使
者

の
路
用
と
し
て
金
三
五
兩
他
に
諸
支
拂

の
た
め
金
八
〇

兩
計
二
八

一
五
兩
を
も
た
せ
た
。

善
光
寺
の
回
國
開
帳

二
一三



二
二
四

場
所
柄
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
短
日
時
の
問
に
相
當
多
額
の
奉
加
金
を
收
納
し
た
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
金
錢
の
輸
迭
方
法
に

つ
い
て
は
〔延
享
道
中
〕
の
中
に

(延
享
四
年
五
月
二
十
日
新
發
田
か
ら
六
百
兩
餘
を
大
勸
進
役
人
今
井
磯
右
衛
門
が
も
ち
歸
り
善
光
寺

に
無
事
納
め
た
時
の
記
録
)
次
の
如
く
あ
り
、

御
前
よ
り
御
内
用
趣
御
院
代
江
委
細
得
御
意

此
度
新
發
田
よ
り
遣
候
勸
化
金
渡
申
候

金
六
百
兩

封
金
之

外

二
金
二
十
兩

錢
二
貫
文

右
之
通
放
光
院
井
上
佐
兵
衛
御
兩
人

へ
相
渡

則
御
兩
人
よ
り
受
取
印
形
書
付
受
取
申
候

こ
の
度
の
金
子
何
程
と
い
う
事

一
切
沙
汰
申
ま
じ
き
旨
申
談

外
二
十
兩
と
二
貫
文
は
此
方
よ
り
の
持
出

二
付
勘
定
に
入
組
む
由
。

右
の
金
子
は
三
百
兩
つ
つ
箱
に
入
乗
下

二
い
た
し
詰
合
に
せ
ん
ま
い
し
て
持
來
候

と
嚴
重
に
運
ば
れ
、
金
額
も
内
密
に
し
て
あ
つ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

勸
化
の
内
容
は
日
月
牌
、
御
膳
料
、
御
印
文
御
血
脈
お
授
け
冥
加
金
、
守
り
札
等
の
領
布
そ
の
他
種
々
あ
る
が
米
薪
等

の
物
納
も
各

種

あ
る
。
中
で
も
米
は
佛
餉
袋
を
前
以
つ
て
配

つ
て
お
き
宿
寺
ご
と
に
取
ま
と
め
獻
備
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
巡
行
用
記
〕
寛
政
七

年

七
月
二
十

一
日
萩
に
て
の
記
録
に
は

一
、
町
年
寄

へ
佛
餉
之
儀
尋
候
所
最
初
内
記
樣

へ
御
越
之
節
宿
寺

へ
佛
餉
之
儀
被
仰
下
候

二
付
則
宿
寺
よ
り
御
役
所

へ
右
佛
餉
袋
御
拵

被
下
候
樣
被
願
候

依
之
會
所

二
而
も
外

二
左
樣
之
義
候
バ
バ
と
袋
之
寸
法
書
面
等
私
共
よ
り
御
尋
申
上
候
樣
被

仰
付
板
木

の
用
意

も
出
來
候
所
家
老
當
職
よ
り
の
差
留
宿
寺
勝
手
次
第
取
調
可
指
出
旨
被
仰
渡
候
段
申
聞
候

右

二
付
咄
候

ハ
全
以
左
樣
の
譯

ニ
ハ
必

竟
開
帳
回
向

ハ
佛
餉
添
物
故
申
談
候
事
且
は
少
分

二
而
も
被
致
供
養
候
得
獄
施
主
も
現
當
利
盆

二
相
成
事

二
付
此
方
名
前

二
而
宿
寺



よ
り
差
出
寄
次
第
如
來
前

へ
相
備
候
而
御
寺

へ
差
置
候
例

二
候
而
宿
寺

の
心
得
次
第

の
事

二
而
御
役
所
向

へ
拘

り
候
義

ニ
ハ
無
之
候

(下
略
)

、

同

じ
く
寛
政
七
年

の

〔
回
國
順
路
記
〕
に
は

一
、
先
觸
遣
節
右
爲
知
札
の
事
並
佛
齣
袋
出
候
程

兼
而
先
役
人
よ
り
通
し
可
牢
事

尤
佛
餉
袋
は
其
寺

へ
渣
事

右
之
袋

へ
も
開
帳

善
光
寺
の
回
國
開
帳

二
二
五



ご
二
六

日
限
等
書
付
さ
せ
候
事

何
之
何
村

信
州

善
光
寺

如
來
佛
餉

何
寺

と
形
式
が
示
さ
れ
て
あ
る
。

一
例
と
し
て
寛
政
六

・
七
年
の
奉
加
を
表
示
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

(第
八
表
)

こ
れ
に
よ
つ
て
物
納
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
米
は
賣
却
し
て
代
金
を
納
め
、
他
は
殆
ん
ど
の
場
合
宿
寺
に
遣
わ
し
た
よ
う
で
あ
る
。
又

特

に
内
開
帳
と
稱
す
る
短
時
日
の
開
帳
で
は
散
錢
、
米
等
殘
ら
ず
宿
寺
に
納
め
た
例
も
あ
り
勸
化
で
は
な
い
結
縁
開
帳
の
す
が
た
を
知

る

の
で
あ
る
。

奉
加
金
の
う
ち
か
ら
回
國
開
帳
の
諸
經
費
が
仕
拂
わ
れ
た
が
、
宿
寺
に
樹
す
る
禮
金
、
賄
費
及
び
善
光
寺
か
ら

の
俘
人
に
羯
す
る
給

金
等
が
主
な
る
支
出
で
あ

つ
た
。
前
表
と
同
じ
寛
政
六

・
七
年
の
支
出
の
數
例
を
次
に
表
示
す
る
。

(第
九
表
)

但
し
こ
の
他
に
も
宿
寺
は
善
光
寺
開
帳
に
よ
り
何
ら
か
の
形
で
相
當
莫
大
な
收
入
を
得
た
ら
し
く
、

一
ケ
所
に
お
い
て
ニ
ケ
寺
以
上

か
ら
開
帳
場
の
提
供
を
申
出
で
選
擇
に
困

つ
た
例
が
幾
度
も
あ
り
、
例
え
ば
寛
政
六
年
九
月
十
日
頃
新
潟
で
善
導
寺
、
長
善
寺
の
兩
寺

か
ら
申
出
が
あ
り
、
兩
寺
で
談
合
の
結
果
、

善
導
寺
よ
り
長
善
寺
江
金
子
拾
兩
取
候
而
御
開
帳
讓
り
候
由
也

と
あ
る
。
故
に
少
く
と
も
宿
寺
で
は
拾
兩
以
上
の
收
盆
を
得
た
と
推
測
さ
れ
る
。



第 九 裘

年 月 日 支 出 受 納 備 考

寛 政6.10.18

11.21

11.28

12.4

寛 政7.2.27

金
//

//

青銅
銭
青銅

300疋

100疋

200疋

30疋 ヅ ツ

30貫 文

30疋 ヅ ツ

宿寺へ
役僭へ
取持中(扇 子料)
弟子衆に
賄料
下部へ

金

白銀
金
//

ii

鳥 目

金
//

〃

銀

10兩

7枚

500疋

100疋 ヅ ツ
//

50疋 ヅ ツ
700疋

300疋 ヅ ツ

500疋

150貫 文

宿寺へ(格 別世話 に
なつた爲)

//

信入院へ
宿寺出家5入 へ
宿寺小僭1人
下部へ
惣取持申(扇子料)
隨喜寺院3人 へ
下宿へ
惣同勢賄料

銭
〃

7〆195文 宿寺本尊前へ
40貫 文 賄料

銭38〆400文 宿寺本尋前へ
佛餉米8合 入3800袋 〃

銭
//

//

}露88妾鋤 人足6人へ
1〆600文 ヅツ 老僣の陸尺4人

金
金
錢

30兩 越年謝禮

、無 文)辮 離 嬲

泊 ・松林寺

20間 開帳にて

大野 ・極樂寺

2日 間開帳

賄料 は寛文六年は1人 文200文 つつを原

則 とし宿寺へ差出 してい る

大聖寺 ・願成寺へ
30日 間開帳

燒 香 ・手水場の散銭を差 出

福井 ・本瑞寺
5日 間開帳

府中 よ り善光寺へ10日 間
御印文送 りのため

越年宿寺(府 中引接寺)

御印文信州へ奉持の長持運 び料
同 太儀料

湘瞬ミS回 圖認騨

6年12月1日 ～7年2月27日 逗 留

7.2,11～7.2.25開 帳

1111ギ



二
二
八

勸
化
金
の
出
納
は
勘
定
方
二
名
を
中
心
と
し
て
そ
の
他
の
僣
侶
も
立
合
い
の
上
帳
簿
に
記
入
し
て
居
り

一
、
散
物
取
調
之
篩
は
衆
僭
の
中
よ
り
も
立
合
但
近
習
侍
等
も
立
合
取
調
可
申
事

一
、
日
々
散
物
金
子

二
致
夜
中

二
相
納
可
申
候
、
尤
老
僭
納
戸
役
等
立
合
可
申
形

二
而
受
取
候
上
致
披
露
可
申
事

一
、
納
金

ハ
納
金
致
し
入
用
拂
方
は
別

二
帳
面
を
以
入
用
次
第
受
取
可
申
候

無
左
候
而

ハ
出
入
勘
定
入
組
不
宜
候
事

な
ど
の
規
定
が

〔
回
國
順
路
記
〕
に
な
さ
れ
て
あ
る
。

E
、
第
五
回
回
國
開
帳
豫
定

以
上
四
回
の
回
國
開
帳

の
實
態
を
通
觀
し
た
が
、
そ
の
後
天
保
年
間
に
も
回
國
の
計
書
が
建
て
ら
れ
た
事
を
加
附
し
て
お
き
た
い
。

時
あ
た
か
も
十
九
世
紀
初
頭
す
で
に
徳
川
の
幕
藩
體
制
が
ゆ
ら
ぎ
は
じ
め
、
外
國
か
ら
の
脅
威
等
に
よ
つ
て
幕
末
の
大
變
動
期
に
突

入
し
よ
う
ど
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
而
も
爲
政
者
は
口
に
仁
政
を
説
き
な
が
ら
も
民
衆
を
冷
遇
し
て
居
り
、
未
熟
な
生
産
技
術
や
未

組
織
的
農
業
經
營
で
は
少
し
の
天
候

の
變
化
に
も
忽
ち
影
響
を
う
け
て
凶
作
と
な
り
、
重
税
を
課
せ
ら
れ
る
當
時

の
農
民
層
は
雜
穀
の



か
ゆ
の
み
で
漸
く
生
命
を
つ
な
ぐ
程

の
状
態
に
し
ば
ー

墮
ち
て
い
る
。
殊
に
東
信
地
區
の
凶
作
は
凡
そ
八
年
に

一
回
の
傘
で
お
そ
つ

て
居

り
中
で
も
寛
永
、
天
明
、
天
保
年
間
の
大
飢
饉
は
深
刻

で
あ
つ
た
。
或

い
は
暴
動

一
揆
を
起
し
或
は

一
家
離
散

の
流
亡
の
民
も
多

く
、

そ
の
よ
う
な
不
穩
な
祗
會
状
勢
の
中
を
如
來
を
奉
持
し
て
勸
化
に
出
立
す
る
事
は
自
體
暴
擧
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

天
保
六
年
二
月

一
日
大
勸
進
で
は
東
叡
山
准
后
宮
よ
り
の
思
召
し
も
あ
る
と
て
回
國

の
豫
定
を
立
て
公
儀
に
願
出

る
旨
を
大
本
願
に

連
絡

し
、
二
月
九
日

「信
州
善
光
寺
本
堂
其
外
修
覆
爲
助
成
」
に
來
申
年
春
よ
り
約
六
ケ
年
間
回
國
し
た
い
と
の
願
書
を
提
出
し
た
。

大
本
願
か
ら
は
回
國
中
で
も
三
都
の
内
に
於
い
て
開
帳
あ
れ
ば
前
例
の
邁
り
當
方
も
立
合
う
事
を
申
し
迭
り
、
更
に
そ
の
場
合
京
都
で

は

「
大
勸
進
心
次
第
の
場
所
」
で
開
帳
せ
ら
れ
て
よ
い
が
大
坂
で
は
如
來
出
現
の
地
た
る
阿
彌
陀
ケ
池
の
和
光
寺

(
大
本
願
末
寺
)
で

開
帳

さ
れ
た
い
旨

の
意
見
を
申
し
入
れ
た
。
所
が
寺
中
及
び
町
方
か
ら

去

ル
巳
年

(文
政
十
二
年
)
よ
り
諸
事
高
直
(價
)
二
付
參
詣
薄
ク
寺
申
町
方
共
難
澁
之
趣
承
及
候

此
上
如
來
久
し
く
御
留
守

二
相

成

候
ハ
バ
年
々
參
詣
も
薄
く
獪
又

一
統
困
窮
可
相
成
哉
と
存
候

云
云

〔
如
來
三
都
回
國
〕

と
、
近
來

の
不
景
氣
に
加
え
如
來
が
他
所

へ
出
ら
れ
れ
ば
ま
す
ー

參
詣
者
が
減
る
で
あ
ろ
う
か
ら
と
の
門
前
町
全
鱧

の
反
對
運
動
が

始

つ
た
。

し
か
し
す
で
に
願
書
が
出
て
い
た
の
で
奉
行
所
か
ら

「回
國
御
冤
」
が
下
り
、
五
月
大
勸
進
の
御
勘
定
奉
行
は
御
料
所
御
預
所
邸
ち

松
代
藩
に
對
し
て
そ
の
旨
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
文
中
に
は

〔
同
〕
次
の
如
く
道
中
で
の
心
得
な
ど
に
至
る
ま
で
詳
細
に
述
べ
て
あ
る
。

來

申
年
春
中
信
州
發
足
甲
州
路

へ
東
海
道
筋
國
々
巡
行
先
格
之
通
京
大
坂

二
而
三
十
日
宛
、
五
畿
内
中
國
筋
九
州
四
國
巡
行
之
上
望

の
場
所

二
而
五
日
を
限
り

皈
國
之
節

ハ
御
當
地
罷
出
暫
致
逗
留
相
願
候
も
の
江

ハ
本
尊
拜
爲
致

正
月
印
文
信
州
江
遣
下
行
掛
り

逗
留
致
越
年

壹
岐
封
島
佐
渡
三
ケ
國
迄

ハ
巡
行
不
致
來
申
年
よ
り
年
數
六
ケ
年
限
り
巡
行
之
積
り

尤
朝
開
帳
施
主
開
帳
等
も
御

善
光
寺
の
回
國
開
帳

二
二
九



二
一二
〇

冤
被
成
下
候

二
付
散
物
等

ハ
押
而
不
相
勸

右
人
馬
雇
候
共
急
度
賃
錢
相
拂
權
威
ケ
間
敷
樣
聊
も
不
致
相
愼
巡
行
之
筈

二
候

右
は

寺
祗
奉
行
中
よ
り
達
有
之

二
付
可
得
其
意
候

云
云

散

物
卻
ち
奉
加
金
な
ど
を
強
要
は
し
な
い
、
人
馬
を
雇
う
事
が
あ
れ
ば
賃
錢
を
必
ず
仕
拂
い
、
威
張

つ
た
振
舞
い
を
し
な
い
等
と
言
明

し
て
あ
る
。

道
中
の
人
足
や
馬
疋
に
つ
い
て
は

〔
巡
行
用
記
〕
の
寛
政
度
の
記
録
に
よ

つ
て
も

。
今
般
如
來
御
回
國
有
之
に
付
當
十

一
月
迄
之
内
能
登
守
領
内
も
御
通
行
可
有
之
問
御
旅
中
差
支
無
之
樣
可
取
斗
之
旨
先
逹
而
從

御

門
主
樣
御
頼
之
段
江
戸
屋
舗
迄
被
仰
越
候

二
付

其
節
御
挨
拶
申
上
候
は
御
通
行

一
通
り
之
義

二
も
候

ハ
ハ
人
馬
等
之
義
は
何
分
可

申
付
候

云
云

(寛
政
六
年
閏
十

一
月
四
日
大
野
御
領
主
土
井
能
登
守
樣
御
役
人
中
よ
り
の
書
状
)

・
因
先
規
之
御
例
諸
國
御
巡
行
御
開
帳
御
座
候

二
付
當
寅
八
月
よ
り
十

一
月
迄
之
内
松
李
越
前
守
領
内
御
通
行
被
成
候
間
其
節
御
旅
行

無
御
支
障
樣
被
成
度
段
東
叡
山
從

宮
樣
被
仰
入
候

二
付

云
云

(同
十

一
月
十
三
日
小
松
宿
、
松
夲
越
前
守
寺
祗

役
よ
り
の
書
状
)

と
東
叡
山
門
主
か
ら
回
國
で
通
過
す
る
諸
候

の
江
戸
屋
敷
に
仰
せ
が
あ
り
、
各
國
元
に
指
令
が
行
き
屆

い
て
居
り
繼

立
の
手
配
が
な
さ

れ
て
い
た
。
宿
驛
に
よ
つ
て
は
進
ん
で
人
馬

の
運
賃
を
寄
進
し
た
所
も
あ
り
、
善
光
寺
と
し
て
は
御
印
文
寫
し
を
授

け
た
り
彼
ら
の
名

を
留
め
て
回
向
料
に
か
え
た
り
し
て
い
る
。
例
え
ば

。
當
宿
よ
り
寄
進
人
馬

へ
御
印
文
寫

一
枚

ツ
ツ
遣
候
樣
可
致
旨
被
仰
付

且
向
後
巡
行
常
例

二
致
記
置
候
様
と
の
事

(寛
政
六
年
十
月

二
十
二
日
柏
崎
に
て
)

。
此
度
如
來
御
順
行

ハ
結
縁
專

一
其
別
(わ
け
)
ニ
ハ
五
重
塔
建
立
之
志
願

二
御
座
候

信
心
之
輩
有
之
御
寄
進
毛
有

之
候
得
は

右
人

馬
等
之
勞
身
之
供
養
も
有
之
事

二
御
座
候

右
之
譯
故
中

二
は
信
心
之
人
有
候
而
も
賃
錢
拂
候
得
は
無
其
儀

獪
又
夫
々
二
賃
錢
も



多
分
之
人
故
行
屈
申
間
敷
候

先
觸
は
百
人
と
有
之
候
得
共
處

二
よ
り
百
五
拾
人
も
不
足
出
候
場
所
有
之
候

左
樣

二
而

ハ
五
拾
人

之
分

一
向
譯
合
不
存
身
勞
致
候
事
故
寄
進
帳

二
記
右
之
回
向
等
有
之
事

二
候

依
而
御
心
違
無
之
御
相
談
被
下
候
樣
度
致
存
候

此

方
よ
り
推
而
寄
進
勸
候
義

ハ
決
而
無
之
候

云
云

(同
七
年
二
月
二
十
六
日
新
保
宿

二
て

"人
馬
之
掛
合
"
の
記
録
)

な
ど
あ
り

「御
通
行
道
順
問
屋
申
共
相
談
致
候
處

一
同
御
寄
進
可
仕
旨
申
請
」
た
所
も
あ
り
、
又
時
に
は

「
去
夏
中
皐
拔

二
付
百
姓
方

難
義
仕
候
問
當
時
御
寄
進
之
義
難
相
成
奉
存
候
」
と
斷

つ
て
い
る
所
も
あ
る
。
東
海
道
、
中
仙
道
以
外
の
主
要
街
道

の
各
宿
に
お
け
る

定
備
人
馬
は
二
十
五
人
二
十
五
疋

脇
街
道
や
そ
の
他
の
宿
驛
で
は
十
人
十
疋
或
い
は
そ
れ
以
下
で
あ
つ
て
、
人
足
百
人

(乃
至
馬
の

通
ら
ぬ
山
路
な
ど
で
は
二
百
四
十
人
)
馬
七
～
八
十
疋
に
も
上
る
多
量
の
繼
立
は
問
屋
で
も
苦
勞
し
た
事
で
あ
ろ
う
。
而
も

「寄
進
」

の
形
に
し
て
賃
錢
を
拂
わ
ね
ば
直
接
勞
力
や
駄
馬
を
提
供
し
た
宿
場
や
助
郷
の
農
民
逹
の
生
活
を
忽
ち
お
び
や
か
す
事
と
も
な
る
の
で
、

決
し
て
強
請
的
に
申
付
け
る
よ
う
な
事
は
し
な
い
旨
こ
の
時
の
回
國
願
書

で
も
言
明
し
て
い
る
譯
で
あ
る
。

斯
樣
に
大
勸
進
と
し
て
は
折
角
許
可
を
得
て
い
る
事
で
も
あ
る
の
で

「
老
年
に
は
候
得
共
來
春
よ
り
身
命
を
賭
し
て
巡
行
」

〔如
來

三
都
廻
國
〕
す
る
と
の
熱
意
を
も
つ
て
い
た
の
で
あ
る
が
餘
り
に
も
反
對

の
意
見
が
多
く
、
三
寺
中
か
ら
は
度
々
大
勸
進
ま
で
延
期
を

願
出
た
。

例

え
ば

一
昨
年
よ
り
百
年

二
も
稀
成
困
窮

二
而
假
湯
(粥
)勝
に
露
命
打
續
仕
兩
年
之
大
難
漸
々
凌
出
候
得
共
(申
略
)秋
歟
來
春
に
も
如
來
尊

御
巡
國
被
爲
立
候
趣
被
仰
渡
誠

二
以
倒
惑
仕
候

重
々
奉
恐
入
候
得
共
春
中
奉
願
上
候
通
三
寺
中
始
領
内

一
統
興
廃
之
境

二
御
座
候

得

ハ
御
憐
愍
を
以
厚
く
被
聽

出
許

二
不
抱
兩
三
年
御
回
國
御
延
被
成
下
候
樣
幾
重

二
も

一
同
奉
願
上
候

云
云

(天
保
六
年
七
月
)

と
實
情
を
訴
え
た
。
然
し
聞
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
八
月

つ
い
に
寺
中
代
表
が
出
府
し
て
開
帳
の
延
期
を
上
野
に
願

い
出
る
程
の
強

い
世

善
光
寺
の
回
國
開
帳

二
一三



二
三
二

論

と
な
つ
た
。
そ
の
結
果
上
野
執
當
中
か
ら
の
口
そ
え
も
あ
り
大
勸
進
は
つ
い
に
飜
意
し
、
同
年
十
月
二
十
五
日

先
達
而
か
ら
持
病
の
疝
癪
お
こ
り
種
々
療
養
加

へ
居
り
候

へ
土
ハ來
春
ま
で
に
歩
行
覺
束
な
く
候
問

出
格
の
御
思
召
を
以
て
暫
く
出

立
を
御
獪
豫
成
被
下
度

(下
略
)

と
公
儀
に
回
國
開
帳
の
無
期
延
期
を
申
出
て
い
る
。
病
氣
を
理
由
と
し
て
は
い
る
が
、
天
保
大
飢
饉
に
と
も
な
う
世
情
の
不
安
定
、
全

國
各
地
の
食
糧
難
な
ど
傳
え
聞

い
た
山
内
の
住
侶
が
同
行
を
拒
ん
だ
事
、
今

一
つ
に
は
如
來
が
久
し
く

"御
留
守
"
と
な
れ
ば
當
然
各

地
か
ら
の
參
詣
者
數
も
減
少
す
る
の
で
、
宿
泊
や
運
逾
業
務
を
生
活
基
盤
と
し
て
い
た
善
光
寺
町
々
民
か
ら
の
激
し

い
反
抗
に
屈
し
た

と
見
る
可
き
で
あ
ろ
う
。

バリ

げイ

そ
の
後
善
光
寺
で
は
天
保
十

一
84
年
、
弘
化
四
84
年
と
引
つ
づ
き
金
堂
開
帳
を
行
つ
た
が
、
後
者
の
開
帳
期
間
中

に
い
わ
ゆ
る

「弘
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1

1

化
大
地
震
」

(又
は

「
善
光
寺
地
震
」
と
も
言
わ
れ
る
)
が
お
こ
り
、
本
堂
山
門
大
勸
進
を
除
く
他

の
す
べ
て
の
建

造
物
を
燒
失
し
、

他
地
方
か
ら
の
參
詣
人
を
も
含
め
約
千
三
百
人
も
の
死
者
を
出
し
て
、
善
光
寺
は
勿
論
門
前
町
全
般
が
殆
ん
ど
決
定
的
打
撃
を
う
け
た
。

爾
後
世
情
は
外
國
と
の
交
渉
の
成
行
き
に
す
べ
て
の
人
々
が
注
目
し
國
論
が
二
つ
に
破
れ
て
い
つ
た
。
や
が
て
幕
末

維
新

へ
の
物
情
騷

然
た
る
時
代
に
入
る
や
、
あ
ら
ゆ
る
既
成
組
織
が
根
底
か
ら
動
搖
し
て
、
信
濃
の
人
々
も

一
善
光
寺
の
經
營
に
の
み
か
か
ず
ら
わ
つ
て

い
る
精
神
的
餘
裕
を
失

つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
回
國
開
帳
は
先
の
第
四
回
を
以
て
最
後
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

三
、
結

語

斯
樣
に
通
算
十
三
ケ
年
に
も
わ
た
る
長
期
を
費
し
、
殆
ん
ど
日
本
全
土
を
行
脚
勸
化
し
た
前
後
四
度
の
回
國
開
帳
は
そ
の
都
度
相
當

の
收
盆
を
得
た
よ
う
で
、
伽
藍
の
建
立
や
修
覆
な
ど

(五
重
塔
建
以
外
は
)
大
體
所
期
の
目
標
を
達
成
し
て
行

つ
た
。
善
光
寺
興
亡
の
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歴
史
師
ち
如
來
信
仰
の
厚
薄
の
度
合
は
善
光
寺
町
そ
の
も
の
の
隆
退
の
歴
史
と
規
を

一
つ
に
し
て
お
り
、
戰
國
時
代
上
杉
武
田
織
田
豊

臣
各
氏
に
よ
り
約
四
十
年
間
如
來
不
在
の
間
嚢
勢
に
い
た

つ
た
善
光
寺
町
は
、
徳
川
三
百
年
間
の
定
住
に
よ
り
挽
回
し
次
第
に
繁
榮
に

お
も
む
い
て
い
る
。

回
國
の
大
事
業
が
逐
次
成
就
さ
れ
た
の
は
緬
密
な
計
書
と
、
山
内
の
二
本
坊
三
寺
中
が
宗
派
を
異
に
し
多
少
の
確

執
が

あ

つ
て

も

「
勸
化
開
帳
」
と
い
う
大
目
的
に
對
し
て
は
私
情
を
す
て
て

一
體
と
な
り
事
に
處
し
た
協
力
の
た
ま
も
の
と
言
え
よ
う
。
全
國
的
規
模

で
行
わ
れ
た
長
途
の
勸
化
が
遲
滯
な
く
運
營
さ
れ
た
の
は
公
儀
の
配
慮
と
、
そ
の
蔭
に
働
い
た
大
本
願
上
人
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ

つ

た
と
言

つ
て
も
過
言
で
な
か
ろ
う
。
江
戸
京
都
大
坂
の
三
都
開
帳
で
は
朝
廷
や
宮
門
跡
、
將
軍
家
を
は
じ
め

一
般
庶
民
に
至
る
各
層
の

歸
依
を
う
け
た
が
、
權
力
者
階
級
と
善
光
寺
と
の
仲
介
の
勞
を
と
つ
た
の
は
多
く
の
場
合
彼
ら
と
同
階
級
の
出
身
者

た
る
大
本
願
上
人

で
あ

つ
た
。
例
え
ば
出
開
帳
に
關
す
る
願
書
を
提
出
す
る
場
合
、
正
式
な
書
類
を
兩
寺
役
人
三
寺
中
か
ら
寺
祗
奉
行
所

へ
差
出
し
、
同

時

に
大
本
願
上
人
か
ら
は
私
信
を
以
て
大
奥
御
年
寄
衆

へ
よ
ろ
し
く
取
計
ら

い
を
願
う
旨
の
書
状
を
出
し
、
時
に
は
音
物
を
屆
け
る
な

ど

い
わ
ば

"裏
面
工
作
"
を

つ
と
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
つ
て
裁
許
が
下
さ
れ
、
奉
行
所
或

い
は
東
叡
山
か
ら
各
藩

に
對
し
て
開
帳
の

件

を
傳
逹
し

「
お
取
持
ち
」
印
ち
便
宜
を
計
ら
う
よ
う
に
と
の
布
令
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
各
國
々
で
は
大
低
の
場
合
奉
行
所
役
人

等

が

一
行
を
出
迎

へ
、
足
輕
等
を
提
供
し
、
藩
の
重
役
の
參
詣
、
城
主
よ
り
の
寄
進
も
あ
り
、
宿
驛
で
の
人
馬
繼
立
や
逗
留
宿
寺
の
費

用

ま
で
も

「寄
進
」

「御
馳
走
」
を
う
け
た
例
が
し
ば
く

あ
る
。

善
光
寺
の
名
が
近
世
中
期
ま
で
に
全
國
的
に
悉
知
さ
れ
た
の
は
右
の
よ
う
な
大
規
模
な
出
開
帳
の
成
果
で
あ
ろ
う

が
、
更
に
本
寺
の

註
23

註
24

み
な
ら
ず
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
大
本
願
直
轄
の
末
寺
青
山
善
光
寺
、
大
坂
和
光
寺
、
越
後
十
念
寺
や
川
口
善
光
寺
、
信
州
の
元
善
光
寺
等

註
25

が
そ
れ
ぐ

自
坊
又
は
他
所
に
出

て
開
帳
を
行
い
、
善
光
寺
如
來
信
仰
を
各
々
鼓
吹
し
た
妻

も
み
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。

善
光
寺
の
回
國
開
帳

二
三
一二



二
三
四

第
十
表

近
世
に
お
け
る
善
光
寺
系
諸
寺
の
開
帳

(第
十
表
)

寺

年

月

日

開

帳

場

青
山

善
光
寺

大
坂

和
光
寺

享

保

九

・

宝
暦

五

・
四

〃

一
一

・
四

安

永

六

・

天

明

三

・
三

二

五
～

文

化

二

二

二
・

=

一～

〃

一
二

・
七

・

一
～

天

保

一
〇

・
三

二

二
～

嘉
永

三

・
三

・
1
1
0
～

四

・
二
〇

越
後

十
念
寺

寛

延

四

・
四

・

一
～

五

・

一

寛
政

八

・
三

・
三
～

四

・
三

宝
暦

九

・

安

永

九

・
三

・
一
五
～

文
化

一
四

・
二

・
三
～

頁

政
六

甲
府

善
光
寺

川
口

善
光
寺

宝

暦

一
・
四

・

享

保

七

一
～

宝

暦

七

・
ll
l
・

1
0

～

四

・
三

〇

明

和

六

・
四

・
七

～

安

永

三

・
1
1
.

1

1
～

四

・

一

一

自

坊

に
て

〃〃〃〃江

戸

回
向

院

に

て

〃自

坊

に

て

〃自
坊
に
て

〃江
戸
青
山
善
光
寺

に
て

〃〃自

坊

に
て
、

て
行

う

大
本
願
什
宝
を
借

り

江
戸
回
向
院

に
て

〃自
坊
に
て

江
戸
回
向
院

に
て

自
坊
に
て

法
要
の
内
容
に
つ
い
て
見
る
と

〔
如

來
三
都
廻
國
〕
や

〔
三
都
開
扉
〕
な
ど

に
あ
る
差
定
の
記
録

で
は
、
三
都
に
お

い
て
の
開
閉
闢
の
大
會
に
は
天
台
宗
或

い
は
淨
土
宗
の
本
山
僣
侶
多
數
の
出
勤

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
宗
儀
を
嚴
正

に
行
つ
て

「
天
下
泰
李
國
土
安
穩
五
穀

豊
禳
の
御
所
疇
」
と
し
て
あ
る
が
、
牢

日
の
御
戸
開
帳
や
、
回
國
中
の
各
地
で

は

「
十
念
回
向
」

「
お
血
脈
お
授
」
等

を
ご
く
簡
略
に
行
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

町
人
農
民
等

の

一
般

信
者
層
を
封
象
と

し
て
の
出
開
帳

で
あ
る
か
ら
彼
ら
に
應

じ
て
隨
時
雜
修
し
て

い
る
。
例
え
ば

。

天
台
之
正
院
家

淨
土
宗
増
上
寺
伝

通
院
幡
随
院
霊
岩

を
は
じ
め
皆
々
凝



寛

政

六

・
=
一
・

文

化

七

・
it
・
t
1
0
～

文

政

一
〇

・
春

弘

化

二

・
三

・
三

嘉
永

五

・
四

二

一～

六

・
二

安

政

五

・
三

・
三
～

五

・
三

〃〃〃〃江
戸
浅
草
大
護
院

に
て

自
坊
に
て

信
州
元
善
光
寺

冖
文
化
七

・
八

・
7

江
戸
護
國
寺

に
て

参
し
た
ま

へ
十
念
回
向
を
結
縁
あ
り
け

れ
ぼ
十
宗
不
残
其
外
聞
旦

ハ
後
生
と
や

存
ら
れ
け
ん
(中
略
)
男
女
見
奉
り
此
御

方
さ

へ
如
此
況
や
我

々
に
を
や
と
い
や

ま
し
に
参
け
る
(元
禄
五
年
)

。

開
閉
帳
御
差
條

(定
力
)
も
大
念

佛

に
て
參
詣

ハ
貴
賤
群
集
を
至
し

云
云

(元
碌

一
七
年

一
〇
月
七
日
)

・

壽
命
陀
羅
尼
八
難
除
御
名
號
の
授
與

(寛
政
六
年
八
月

一
二
日
)

。

御
出
仕
御
開
闢

御
血
版
願
有
之
候
所
座
敷
無
之
庭
上

二
並

へ
居
三
歸
御
十
念
斗
日
々
三
四
度
ツ
ツ
有
之
候
(
同
年
九
月

一
八
日
)

。

(信
者
に
下
さ
れ
る
爲
、
糸
魚
川
に
て
表
具
師
大
澤
住
五
右
衛
門

へ
)
百
萬
遍
御
名
號
表
具
五
十
幅
被
仰
付
候

(同
年
十
月
六
日
)

。

御
修
法

(寛
政
七
年
五
月
二
四
日
)

な
ど
行
わ
れ
て
居
り
、
大
勸
進
が
所
屬

の
天
台
宗
儀
に
こ
だ
わ
ら
ず
各
地
で
受
け
入
れ
ら
れ
易
か
つ
た
最
も
普
遍
的

な
念
佛
回
向
を
、

専
ら
行

つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
佛
教
々
義
の
眞
の
理
解
普
及
と
は
言
え
な
い
安
易
な
手
法
で
は
あ
る
が
、
繪
縁
起
講
談
を
以
つ
て
如
來

の
大
悲
や
勸
善
徴
惡
を
と
き
、
き
び
し
い
戒
律
よ
り
も

「御
印
文
頂
戴
」
や

「
お
授
け
」
を
極
樂
往
生
の
契
約
と
し
て
す
す
め
た
事
が

都
市
農
村
を
問
わ
ず
善
光
寺
信
仰
を
普
及
せ
し
め
た
要
因
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
回
國
先
の
諸
所
で
休
泊
や
開
帳
場
の
提
供
を
第

四
表
に
も
見
た
如
く
、
あ
ら
ゆ
る
宗
派
諸
寺
院
か
ら
う
け
て
い
る
事
も
善
光
寺
の
超
宗
派
的
性
格
を
反
映
し
て
い
る
。

回
國
勸
化

の
意
義
は
單
に

一
時
的
に
所
要

の
淨
財
を
勸
募
し
た
と
い
う
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
勸
募
に
應
じ
た
事
が
長
く
寄
進
者
逹
の

善
光
寺
の
回
國
開
帳

二
三
五



二
三
六

惱

裡

に

き

ざ

み

こ

ま

れ

て
、

善

光

寺

建

立
或

は

修

覆

に

封

し

て

自

分

も

一
臂

の
力

を

そ

え

た

と

の
自

覺

や
親

近

感

を

い
だ

か

せ

"
佛
教

建
築

へ
の
大
衆

の
參

加

"

を

現
成

し

得

た
事

に

あ

つ
た
。

そ

れ

が

如
來

信

仰

と
交

々
プ

ラ

ス
し
合

い
、

諸

堂
建

立

の
後

に

は
多

く

の

地

方

人

士

に

"
一
生

に

一
度

は

善

光

寺
詣

"

と

の
愛

著

の
心

を

も

た
し

め

る

文

字

通

り

の
結

縁

と

な

つ
た

の

で
あ

る

。

註
1
、

「
善
光
寺

の
江
戸
開
帳

に
つ
い
て
」
佛
敢
大
學

研
究
紀
要
第
44

45
合

卷
號

2
、

辻
善
之
助
氏

「
日
本
佛
数
史
」
卷
九

・
第
十
五
節

及
び

「
徳
川
實
記
」
巻

四
三

.
四
四

.
五

二
等
参
照

3
、

五
來
重
氏

「
高
野
聖
」

(角
川
新
書
)
參
照

4
、

大
成
令
續
集
十
八
。

辻
氏

「
日
本
佛
教
史
」

卷
八

・
第
五
節

5
、

「
嬉
遊
笑
覽
」
卷
七
。

「
武
江
年
表
」
等

に
み
え
、
善
光
寺
江
戸
開
帳
申

に
幟

・
鳴
物
等
に
關

す
る
制
限

を
う
け
た
事
は
私
稿

(註
)
1

の

一
五

五
～

六
頁

に
記
録
し

て
あ
る
。

6
、

禪
尼
數
輩
來
車
禮
近
日
可

(所

力
)
聞
三
尋
像
近

日
京
中
道
俗
騷
動
禮
拜
云

々
、
奉
寫
善
光
寺
佛

7
、

又
善
光
寺
新
佛
叡
覽
事
頻
望
二
申
之

一、
可
レ
爲

二如
何

一哉
之
由
、
被
レ
仰
之
旨

趣
先
目
安
依
レ
寫
留
レ
之

信
州
沙
門
戒
順
謹
言
上

右
根
本
善
光
寺
前
立
新
佛
者

弘
聖
菩
薩
、
依
二
如
來
靈
告

一被
二
造
立
之
ハ

其
故
者
過
二
一
千
年

一之
後
本
尊
可
レ
被
レ
移
二
化
縁
於
夷
島
一、

其
後
衆
生
濟

度
一可
レ
留
二
形

一像

云

々

然
而
去
文
明
九
年
六
月
廿

四
日
本
堂
炎
上
之
時
斯
佛
像
燒
失
訖
然
而
七
日
之
後
自
二
灰
中

一立
二
瑞
雲

一、
放
二
光
明

一之
問
諸
人
成
二奇
特
思

一尋
求
之
處

此
佛
黄
金
御
首
灰
中
留
給
爰
戒
順
發
二
無

二
大
願
一
如
レ
元
可
レ
奉
二
鑄
續
一
之
由
蒙
二
靈
夢

一之
間
、
測
二
所
願
成
否

一、
於
二
天
王
寺
二

七
日
令
二
參
籠

一所

精
申
之
處
、
堺
北
庄
一
致
二
勸

進
一可
レ
奉
二
造
立
一
之
由
、

重
蒙
二
其
瑞
夢
一
之
間

於
二
彼
在
所

一新
調
之

文
亀
二
年

卯
月

八
日
、
途
二
其
節
一訖
、
仍
本
佛

如
來
、
任
二
信
州
御
下
向
一
之
例
、
不
レ
違
二
其
道
路
一
、
大
和
國
橘
寺
奉
レ
遷
レ
之
、
其
後
南
都
奉
レ
入
レ
之
、

只
今
叡
山
坂
本
奉
二
逗
留
一
之
處
也
、

欽
明

天
皇
御
宇
善
光
寺
如
來
奉
レ
入
禁
中

一、
有
二
御
叡
覽
一任

二
往
古
例

一御
叡
覽
候
之
條
、
預
二
啓
達

一者
、
可
二
畏
入
存

一
之
旨
、
謹
言
上
如
レ
件
、

(中
略
)

同
廿

日
丁
巳
齊
及
晩
雨
抑

々
善
光
寺
新
造
如
來
今

日
禁
中
奉
レ
入

(
下
略
)



8

、

「
日
本
佛
教
史
」
卷
八
第

五
節

に
享
保
～
天
明
年
間
に
勸
化

を
行

つ
た
約
二
百

ケ
所

の
寺
肚
名
が
列
擧

し
て
あ

る

9
、
こ
の
時
ま
で
隻

獻
上
明
ら
か
な
罹
災
は
治
承
三
四

・
文
永
蠹

・
正
和
二
嬲

慮

安
三
跚

慮

丞

一西
岬

文
明
六
姻

゜
元
和
嶺

疊

杢

-
占

1

1

1

1

1

1

　
九
64
年

の
八
回

で
あ
る

1

10
、
元
祿

五
年
八
月
五
日
。

元
碌
十
四
年

八
月
九
日
に
例

あ
り
。

「
徳
川
實
紀
」
卷
四
四
に
も
記
録
が
あ
る

11

〔
元
祿
雜
記
〕

〔
如
來

三
都
回
國
〕

な
ど
に
よ
る
と
京
都
で
は
比
叡
山

・
妙
法
院

・
誓
願
寺
、
靜
花
院

(
清
淨
華
院

)、

百
万
遍

・
知
恩
院

・
青

蓮
院

.
聖
護
院

.
遣
迎
院

・
般
舟
院

・
雲
花
院

・
圓
幅
寺

・
毘
舎
門
堂
門
跡

・
本
門
院
僭
正

・
禪
林
寺

・
光
明
寺

・
曼
殊
院

門
跡

・
西
六
條
光
照
寺

門
跡

.
御
室
眞
乘
院

.
醍
醐
釋
迦
院
等
か
ら

の
法
要

へ
の
隨
喜
、
參

詣
や
寄
進
が
あ
り
、

大
坂
に
て
は
百
万
遍

・
知
恩
院

・
黒
谷

・
高
野
山
寳
性
院

.
生
玉
南
之
坊

・
東
本
願
寺

・
西
本
願
寺
等

か
ら
同
様

の
事
が
あ

つ
た
。
又

こ
の
時

の
京
開
帳

で
如
來
を
青
蓮
院
に
迎

へ
て
門
跡
が
拜
さ
れ
た
事

は

「
堯
恕
法
親
王
記
」

卷
三
二
に
詳

し
く
見
え
る
。

12
、
長
野
縣
立
圖
書
館
藏

の
今
井
家
文
書
中

に
は
勸
化
金
等
出
入
の
奉
行
所

に
對
す

る
届
出
書
類
寫

し
が
多
く
あ
る
が
例

え
ば

(費
保
元
年
)

覺

六
月
朔

日
よ
り
十
日
迄

一
、
銭
五
百
拾

五
貫

八
百

七
拾
貳
文

諸
勸
化
所
散
銭
高

内

銭
六
拾
壹
貫
八
百
文

天
王
寺
大
工
方

日
雇
方
拂

銭
貳

百
四
拾
壹
貫
四
百

七
拾
貳
文

大
坂
松
尾
町
松
嶋

屋
兵
右
衛
門
方
江
諸
入
用
拂
方

二
相
渡
候

銭
貳

百
拾
貳
貫

六
百
文

日
本
橋
北
貳
丁
目
油
町
貳
丁
目
銭
屋
小
四
郎
方
江
拂

三
口
合

銭
五
百
拾
五
貫
八
百

七
拾
貳
文

右
之
邁
出
入
相

違
無
御
座
候
尤
他
所
他
國
江

9

差
遣
不
申
大
坂

二
而
通
用
仕
候
右
御
届
申

上
候

信
州
善
光
寺
大
勸
進
役
人

今
井
磯
右
衛
門

酉

六
月
十

一
日

同

役
者

放

光

院

善
光
寺
の
回
國
開
帳

二
三
七



二
一二
八

御
奉
行
所

む

む

と
い
う
如
く
、

殆
ん
ど

の
書
面

に

「
他
所
他
國
江
差
遣

不
申
大
坂

二
而
通
用
仕
候
」
と
か

「
右
之
銭
不
殘
松
尾
町
松
嶋
屋
兵
右
衛
門
と
申
者
方
江
相

渡
申
候
」
等

と
記

し
て
あ

る

13
、

コ

遍
上
人
と
融
通
念
佛
」
大
谷
學
報
卷
四

一
・
第

一
號
及
び

「
伊
勢
三
日
市

の

「
お
ん
な
い
」

と
眞
宗
高
田
派

の
大
念
佛
」
高
田
學
報
第

四
八

、

號
、
參
照

14
、
山
内
妻
戸
の
寶
林
院
を
別
名
常
念
佛
堂
と
も
稱
す
。

こ
の
堂

は
寳
林
院
中
興
權
大
僭
都
孝
榮
法
印

(享
保

二
年
六
月
二
三
日
寂
)
が
重
興

し
た
も

の
で
三
万
五
千
日
乃
至

六
万
日
回
向
は
こ
の
時

か
ら

の
常
念
佛

日
數

に
相
當
す
る
と
言

わ
れ
て

い
る
。
善
光
寺
史
研
究
會
發
行

「
善
光
寺
史

研
究
」

(大
正
十

一
年
刊
)

六
三
頁
等
參
照
。
文
獻
的

に
は
吾
妻
鏡
三
二
及
び
五

一
に
善
光
寺

の
常
念
佛
衆
の
記
事

あ
る
の
が
古
い
例

で
あ

る
。

15
、
岩
下
櫻
園
の
著
で
原
本

は
弘
化

の
災
害
に
よ
り
失

わ
れ
た
が
傳
寫
本

あ
り
。

16
、
小
林
計

一
郎
氏

「
善
光
寺
と
長

野
の
歴
史
」
48
頁

に
寫
眞
版

に
て
收
録
あ
り
。
寳
永
十

九
年
炎
上
以
前

の
本
堂
や
兩

本
坊

の
配
置
が
剣
る
。

17
、
長
野
縣
民
俗
資
料
調
査
報
告
七

「
信

濃
善
光
寺
正
月
行
事
」

に
詳
細
な
記
録
あ
り
。

18
、

「
日
本
佛
数
史
」
卷

九

・
第

一
四
節
所
收

19
、

「
善
光
寺
の
江
戸
開
帳

に
つ
い
て
」

一
七

一
頁
所
收

20
、

「
善
光
寺
史
研
究
」

三
三
九
頁

所
收

の

「
華
頂
要
略
門
主
傳
」
に
「
寶
政

九
丁
巳
年

十

一
月
四
己
巳
日
信
州
善
光
寺
大
勸
進
大
僣
都
等
順
許
紫
衣
着

用
令
旨
」

の
袖
書

と
し
て

善
光
寺
別
當
大
勸
進
現
住
大
僣
都
等
順
御
房

今
度
葉
室
大
納
言
殿
依
御
願
御
召
古
御
輿
網
代
立
珊
被
下

之
候
也

十

一
月
四
日

大
谷
法
印
業
重

剣

右
御
禮
獻
物
以
下
金
百
拾
兩
差
上
坊
官
以
下

一
統
被
領
下

同
月
廿

二
丁
亥
善
光
寺
如
來
入
御
有
御
拜
大
勸
進
隨
從
於
黒
書

院
御
封
面
賜
口
靦
本
尋

白
銀

三
枚
御
備
有
之
御
門
主

一
統
拜
禮

21
、
弘
化
四
年
三
月
二
十
四
日
。
倒
潰
家
屋
ニ
1t1
五
0
軒

(
う
ち
二

一
九
四
軒
は
火
災
)、

大
本
願

・
仁
王
門

・
山
内
宿
坊
等
す

べ
て
罹
災
、
如
來
費

龕

は
箱
清
水
村
地
藏
畑

に

一
時
遯
し
た
が
金
堂

は
破
損

の
み
で
八
月

に
は
修
理
を
お
え
奉
還

し
得
た
程
度
で
あ

つ
た
。



盟
、
夲
沼
淑
郎
氏

「
近
世
寺
院
門
前

町
の
研
究
」
參

照

23
、
埼
玉
県
北
足
立
郡
川
口
町
に
あ
り
、
新
義
真
言
宗
、
建
久
六
年
の
建
立
。

24
、
長
野
県
下
伊
那
郡
座
光
寺
村
に
あ
り
、
本
田
善
光
が
如
來
を
最
初
に
臼
上
に
安
置
し
た
私
宅
の
あ
と
と

の
伝
説

あ
り
、
現
在
天
台
宗

に
属
す
α

25
、

こ
の
表

は
主
と
し
て
〔
奥

日
紀
〕
及
び
武
江
年
表

に
よ
り
作
製

し
た
。

善
光
寺

の
回
國
開
帳

一
一一二
九






